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 議事のてんまつ 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただいまより福祉文教常任委員会の審査を開会いたし

ます。ただいまの出席委員は 7 人でございます。ただいまより、先日の本会議で当委員会

に付託された案件について審査を行います。それでは会議録署名委員を唐澤千洋委員と小

出嶋文雄委員よろしくお願いします。 
午前 9 時 開会 

①文化スポーツ課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは文化スポーツ課に係わる案件の審査を行いま

す。議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算(第 8 号）につきまして課長に細部

説明をお願いいたします。課長 
○唐澤文化スポーツ課長 それでは議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算（第

8 号）につきまして各担当係長から説明をさせていただきます。 
○柴文化財係長 お願いいたします。予算書の 39 ページの方から説明をさせていただきま

す。10 款 0604 博物館費の 1072 博物館管理費、工事請負費ということで、50 万円の補正

を計上しております。中身につきましては、今行っております産業会館といいますか、商

工観光推進室の方で行っております産業会館の外周工事がこの後予定されておりまして、

それを行うに当たりまして今プレハブの埋蔵文化財調査室があるんですが、それを撤去す

るということになりましたのでこちらによります必要な機能、具体的には土器等を洗う給

排水設備というかシンクですね、そういったものとエアコンを博物館の横にある古い別の

プレハブに移転するということで、その工事費ということで 50 万円を計上しております。 
○赤松図書館係長 続きましてその下の図書館費、1075 図書館管理費の関係でございます。

事業費でございますが燃料費マイナス 70、光熱水費マイナス 51 万 6,000 円ということです

が、当初の見込みより昨年度耐震工事合わせましてLED化等もして空調設備も整えました。

当初見込んだ額よりも大幅に削減ができたということで、減額補正をさせていただきます。

その下の積立金の関係でございます。図書館建設基金の積立金の増ということですが、今

まで積み立ててあるものの利息分ということで 2 万 5,000 円を計上させていただきます。 

おめくりいただきまして一番上、1076 図書館事業費の関係でございます。報償費、成人向

講座謝礼の減ということですが内訳につきましては開館 40周年記念茅野地域づくり後援会

の関係の当初見込んだものよりも 2 月 4 日に行いましたけれども、県立歴史館の館長、県

の職員いうことでありまして大幅に謝礼の方が県の規定ということもありまして、多くか

からないということがありましたので、ここで 40 万円を削減させていただきます。以上で

あります。 
○西出スポーツ振興係長 同じく 40 ページをご覧ください。1096 プール管理費でござい

ます。委託料 81 万 7,000 円、工事請負費 3,620 万円、こちらについては当初予定しており

ました町民プールの解体撤去工事に充てる予定のところを町として跡地の活用を検討して
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いて、周辺の状況などから改めて解体撤去を含む宅地として売払う方向としたため、減額

補正ということでさせていただきました。計の委託料と工事費合わせて 3,701 万 7,000 円

ということでございます。以上でございます。引き続き収入の方ですけれども 21 ページを

お開きください。23 款 町債、教育債になりますがただいまご説明さていただきましたプ

ールの建設費に関するもの、起債を借りないということになりましたので、3,600 万円の減

ということでございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきましたので質疑に入ります。質

疑ありませんか。小出嶋文雄委員 
○１０番 小出嶋委員 39 ページの埋蔵文化財調査室給排水設備等移設工事の、今の産業

会館の前にあるプレハブの撤去費用もここに入っているのか。それは向こうの工事費でや

るのか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴博物館係長 我々が今回工事費に上げているのは、機能を移転するということで外側

についてはそのまま残しまして産業会館で行うという事です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他には質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑なしと認め、討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 4 号 平成 29
年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）文化スポーツ課に係わる案件につきまして、原案

のとおり可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、その旨本会議でご報告させていた

だきます。 
 続きまして議案第 23号 箕輪町元気はつらつ基金条例を廃止する条例制定について担当

課より説明をお願いいたします。課長 
○唐澤文化スポーツ課長 議案第 23号 箕輪町元気はつらつ基金条例を廃止する条例制定

について細部説明につきまして公民館の唐澤主事からご説明申し上げます。 
○唐澤公民館主事 議案第 23号 箕輪町元気はつらつ基金条例を廃止する条例制定につい

て、提案理由の説明を申し上げます。元気はつらつポイント制度では、地域通貨「箕」を

寄附したいという方について基金への積み立てを行ってまいりました。この度、元気はつ

らつのポイント事業が平成 30 年 3 月 31 日をもって終了いたしますので、基金の初期目的

を達したということから基金条例を廃止する条例の制定を提案するというものでございま

す。なお、後ほど当初予算の歳入のところで説明させていただきますけれども基金の処分

につきましては、平成 30 年当初予算で学校教育課予算への充当ということで計上しており

ますので、よろしくお願いいたします。教育目的ということで、PC タブレットの活用とい
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うことで充当しております。それからこの条例の施行日についてですけれども、平成 30 年

4 月 2 日からということになりますので、よろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきました。何か質疑ございますか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑なければ討論に入りますが討論ありませ

んか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 23 号 箕輪町

元気はつらつ基金条例を廃止する条例制定について、原案のとおり可決すべきものと決す

ることにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算文化スポーツ課に係わる案件

を議題といたします。細部説明をお願いします。文化スポーツ課長 
○唐澤文化スポーツ課長 議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算につきまして文

化スポーツ課に係わる部分について、各担当の係長から説明をさせていただきます。 
○藤澤生涯学習係長 それでは予算の説明書で歳入から説明させていただきます。おめく

りいただきまして 15 ページになります。文化スポーツ課ですので生涯学習係、スポーツ振

興係、公民館、図書館、博物館、2 係、3 館の歳入につきまして私の方から説明させていた

だきます。15 ページ、14 款の分担金及び負担金でございます。10 目の教育費負担金でご

ざいますけれど、こちら文化財の保護費負担金ということで伊那谷人形浄瑠璃地域の伝承

活動費ということで飯田、阿南と一緒にやっているものでございますけれど、各座からい

ただきました負担金 75 万円の計上でございます。おめくりいただきまして 16 ページ、15
款 使用料及び手数料になります。こちらが文化施設、文化センター、地域交流センター、

それから体育施設の町民体育館ですとかグラウンド、それから博物館の使用料に関する、

これが文化スポーツ課の主なものでございますけれど、10 目の教育使用料ということで郷

土博物館の使用料、こちら入荷に伴います使用料の計上でございます。使用料収入の計上

でございます。それから文化センターの管理費、地域交流へセンターの管理費でございま

す。次のページ、17 ページになりますがその下になります屋内体育施設の使用料、屋内体

育施設の管理、屋外体育の施設の管理費の計上でございまして、623 万円となっております。 
 おめくりいただきまして 25 ページになります。17 款の県の支出金でございます。02 目、

10 目の教育費県補助金ということで 21 にあります青少年健全育成費補助金ということで、

健全育成の交付金を活用しまして 30 年度危険予知トレーニング講習会ということで、KYT
シートというものを使いまして小学校の保護者が対象なんですけれど、育成会の代表の方

を対象に講習会をしていきたいというものがございまして、それに対する 2 万 5,000 円の
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計上でございます。おめくりいただきまして 27 ページになります。18 款の財産収入でござ

います。01 目 財産貸付収入の中の松島コミュニティセンター土地貸付収入でございまし

て、こちら 33 万の計上でございます。その下の 02 目の利子及び配当金でございますが、

04 番の箕輪町図書館建設基金運用収入でございますが基金の利子収入 5 万 4,000 円の計上

でございます。おめくりいただきまして 30 ページになります。20 款の繰入金でございます。

中段 08 目 生涯学習まちづくり基金の繰入金でございます。基金からの繰り入れというこ

とで 1073 博物館事業費、こちらまた歳出の方で説明いたしますが、ふるさと学習箕輪学の

資料への充当ということで 200 万円の計上でございます。1093 保健体育総務費、こちらは

ナイトラン＆ウォークへの充当ということで 692 万 9,000 円の計上でございます。ふるさ

と応援基金の繰入金ということで事務事業 1070 青少年健全育成でございますが、内容は児

童遊園の遊具等への充当ということで 200 万の計上でございます。進んでいただきまして

31 ページ、元気はつらつ基金の繰入金でございますが先ほど議案 23 号の廃止条例の中でも

ありましたタブレット PC への充当ということで、1010 小学校教育振興費への 17 万の計上

でございます。 
 おめくりいただきまして 33 ページになります。22 款の諸収入でございます。5 項の 01
目の雑入の中の 03 節 複写機の使用料ということで、博物館、それから図書館、文化セン

ターでの複写機の使用料といったことでそれぞれ 5,000 円、5 万円の計上でございます。お

めくりいただきまして 34 ページ、同じく諸収入の中の 09 節 雇用保険の本人負担分とい

うことで、各 3 館、2 係それぞれ臨時職員おりまして本人負担分の計上でございます。35
ページの 1065 公民館から 1073 博物館、1075 図書館、1081 文化財保護費、1082 埋蔵文化

財の保護費、1093 保健体育総務費への計上となっております。その下の 10 節の文化セン

ター実施事業入場料でございますが、公共ホール事業の入場料としまして 100 万円の計上

をしてございます。その下の 20 節の雑入でございますが 02 の自動販売機の電気料でござ

います。事務事業 1090、1092、1094 とそれぞれ計上させていただいてございます。その

下の 08 の社会教育学習資料代等負担金ということで、1067 成人講座事業費での計上でご

ざいます。09 は各種冊子の売り捌代でございまして 1072 博物館管理費への計上となって

おります。 
 おめくりいただきまして 38 ページをご覧ください。雑入の続きでございますが中段、

1070 青少年健全育成費と 1072、1075、1091、1091 につきましては市町村振興協会の交付

金ということで 400 万の計上でございます。1092 の地域交流センター、こちら負担金とな

っております。同じく 1092 ですが光熱水費の負担金の 118 万円の計上、それから太陽光発

電の電力販売代でございますが 24 万の計上でございます。1093 保健体育総務費でござい

ますが、体育教室の参加者の保健の負担金としまして 15 万の計上でございます。その下が

スポーツ拠点づくり推進事業助成金としまして 400 万円を計上したものでございます。

1095 屋内体育施設の管理費ということで、こちら沢の運動場の駐車場の使用料、沢区から

いただいてるわけなんですが、差額分を 3 万 9,000 円の計上でございます。1095 の番場原
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運動公園水道使用につきましては負担金 4 万を計上したものでございます。歳入につきま

しては以上でございます。 
 引き続き歳出の方に移らせていただきます。おめくりいただきまして 53 ページになりま

す。合わせまして別冊ですが、一般会計及び特別会計予算給与費明細書並びに主要事業の

概要等調書もご覧いただきたいと思います。文化スポーツ課に関するものは 13 ページから

になります。予算説明書の 53 ページになりますが、0234 健康支援事業費になりますが、

こちらは一般質問の中でもありましたけれど新しく町長部局に立ちます若者女性活躍推進

係新設になりますが、そちらへ結婚支援事業が教育部局から所管替されるものでございま

す。内容につきましては質問の中にもございましたとおりコーディネーター1 人を立てると

いうことで、配置するということで非常勤職員の報酬、それから各種交流イベント等への

委託料を計上してございます。主要事業の方につきましても 0234、02 款の方に載っており

ますけれど、町の結婚支援事業のものでございまして以後 27 ページですね、主要事業につ

きましては 27 ページからになりますのでお願いいたします。 
 引き続き予算説明書の 141ページをお開きください。1060 社会教育総務費でございます。

こちらは主には社会教育委員さん持ってございまして、委員さんの報酬が主なものとなっ

ております。新しいものとしましては 08 節 報償費に文化芸術大会出場者激励金を新設い

たしまして、3 万円を計上してございます。スポーツに関するものへは激励金がございまし

たけれど、今まで文化芸術に関するものはなかったということでここで文化関係で全国規

模の大会に出場する個人又は団体にそれぞれ個人 1 万円、団体 2 万円を激励金として交付

するものでございます。続きまして 1061 人権教育費でございますけれど、こちらは人権尊

重まちづくり審議会の委員報酬でございます。ここで各事務事業ごとの説明とさせていた

だきますのでお願いいたします。 
○唐澤公民館主事 公民館費について説明をさせていただきます。142 ページのところ、続

きから説明をさせていただきます。まず公民館費 02 目とありますけれども、こちら総額が

2,440万 9,000円ということでございまして前年度比 441万 9,000円の減ということになっ

ております。こちらほぼ元気はつらつ事業の方が終了したことに伴うというものでござい

ます。それぞれの事業について説明させていただきます。まず公民館管理費 1065 でござい

ます。こちらが、本年度 1,644 万 3,000 円ということになっておりまして、前年度比 56 万

9,000 円の減ということになっております。こちらの管理費ですけれども、公民館職員の報

酬の関係、それから公民館運営審議会委員の報酬といったものを計上しております。旅費

等々ということです。一番下の委託料という項目ございますけれども、こちらが松島コミ

ュニティセンターのいま庭木等の手入管理委託料ということで 9 万円計上してございます。

それからその次のページ、143 ページになりますけれども負担金ということでありますが、

こちらの上伊那視聴覚ライブラリーの負担金とということで、24 万 1,000 円とそれから各

種大会の負担金ということで、1 万 7,000 円ということで計上してございます。 
続きまして公民館事業費 1066 ですけれども、本年度 715 万 4,000 円ということで計上ご
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ざいまして、前年度比同額ということでございます。こちらの事業費ですけれども、町民

文化祭の関係、それから分館活動に関する正副分館長主事の報酬の関係、それから公民館

の各種事業、例えば夏に行っています町公民館の（聴取不能）教室の事業ですとかそれか

ら冬に行っています子ども冬祭、こういったものの事業、こちらの方の費用ということで

計上してございます。文化祭の消耗品についてなんですけれども、こちらは例えば小学校

の子どもたちには賞状を渡していますので賞状に関する経費、それから中学校の子どもた

ちには記念品でペンを渡していますのでペン、それから保育園の園児たちには記念品とい

うことでシャボン玉などをあげていますので、そういったものの費用を計上しているとい

うことでございます。次のページに行っていただきまして 144 ページになります。成人講

座事業費ということですけれども、こちら本年度 81 万 2,000 円ということで前年度と同額

ということで計上させていただいております。こちらは今 5 つあります公民館大学学級、

こちらの講師謝礼が主になっております。また陶芸講座ですとかさまざまな講座を行って

おりますけれども、こちらの方の講座の講師謝礼ということで盛っておりますのでよろし

くお願いいたします。なお、元気はつらつ事業については平成 30年度はなくなりますので、

廃目という形なります。以上です。 
○藤澤生涯学習係長 お戻りいただきまして 142 ページをご覧ください。上の部分ですけ

れど、男女共同参画社会費それから結婚支援事業費、こちら歳出の際に申し上げました所

管替によります事務事業の変更でございますのでよろしくお願いいたします。お進みいた

だきまして 144 ページをお願いいたします。1070 青少年健全育成費でございます。こちら

の青少年の健全育成推進協議会の委員会に関するものでございまして、報酬 82 万 8,000 円

の計上、それから 08 報償費の中の青少年健全育成推進協議会研修講師謝礼ということで、

歳入の方でありました県補助、KYT の研修に関しますテキストの購入ということで 1 万円

の計上でございます。11 の需用費の中の 06 の修繕料でございますけれど、平成 28 年度で

行いました児童遊具の点検結果に基づく修繕でございまして、主なものは錆びて穴があい

たものの補修ですとか塗装ですとかブランコの付け替え等を予定しておりまして 113 万

1,000 円の計上でございます。15 節の工事請負費でございますけれど、こちら 250 万で遊

具設置を予定してございます。 
○柴文化財係長 続きまして 145 ページの一番下のところになりますが博物館費の説明を

いたします。博物館費は 1,853 万 9,000 円ということで、前年比 222 万 5000 円の増、全体

としては増になります。まず 1072 の博物館管理費でありますけれども、こちらの方は博物

館の維持管理等に係わる経費になります。主な事業につきましては主要事業の概要の 27 ペ

ージにも記載してありますけれども、おめくりいただきまして 146 ページになりますけれ

ども、下の方 15‐01 工事請負費ということで電気機関車のフェンスの取替え工事を予定し

ております。本年度電気機関車の塗装をいたしまして、フェンスを注意までできなかった

ものですので先ほど申し上げました商工会館の外周工事もありますので、対応する形で老

朽化したフェンスの取替え工事を行いたいというふうに考えております。 



 
 

平成３０年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

 

-8- 
 

 それから 146 ページの下の方になりますが、1073 博物館事業費になります。本年度は 549
万 4,000 円ということで前年比では 201 万 7,000 円の増になります。主な事業のところな

んですけれども、先ほど歳入のところでも説明をいたしましたが、147 ページの真ん中ら辺

になりますけれども 11 需用費の 04 印刷製本費ということでふるさと箕輪学資料集印刷代

ということで 200 万計上しております。現在執筆、それから構成等を進めておりまして次

年度には中学生向けの資料集を印刷したいということで、一応 A4 版オールカラー100 ペー

ジくらいのものを 5,000 部印刷する予定ですけれども、こちらにつきましてはその財源と

いたしまして過去に河手さんからいただいた寄附金、生涯学習まちづくり基金に入ってお

りますので寄附者の意思もですね、子どもたちのこと、また郷土のために使っていただき

たいということでしたのでそちらの基金を活用させていただいて印刷をしていきたいとい

うふうに考えております。それからその下の 1083 資料収蔵施設管理費ということで、旧長

岡保育園の（聴取不能）にしておりますけれども、そちらの経費になります。主なものと

しましては、賃金ということで 0701 13 万 5,000 円とありますけれども民俗資料ですとか

図書の整理、また草刈りとか落ち葉はきがありますので、そういったところでの経費にな

ります。それから一番下の委託料ということで警備の委託料ということでなかなかしょっ

ちゅう行くわけにはいきませんので、電子警備を入れてある関係で警備委託料ということ

で 22 万 9,000 円を計上しております。以上です。 
○赤松図書館係長 続きましてその関係をご説明いたします。おめくりいただきまして 148
ページの頭からですが、図書館費、本年度の予算が 3,540 万 6,000 円です。昨年の比較と

しましては 1,310 万 6,000 円の減となっております。それぞれの項目事業費ごとに説明い

たします。1075 の図書館管理費の関係でございます。昨年費に比べまして 1,158 万 2,000
円の減となっております。主に図書館の施設の管理、維持、職員、非常勤職員の報酬の関

係の経費になってございます。主だったところでご説明いたしますが中ほどの 11 の需用費

の関係でございます。消耗品費のところで 66 万 4,000 円の計上をさせていただきますが、

通常維持管理に掛かる消耗品のほか、今年度は 2 階の一般閲覧室の机を開館以来使って老

朽化しているということでございまして、この費用の中で机 12 脚、椅子 12 脚を購入する

という形になってございます。続きまして 14 の使用料賃借料の関係でございますが、主要

な施策の概要の方にも書いてございますけれども、図書館の管理システムリース料という

ことで平成 32 年までの契約ということで、これは町の図書館と学校の図書館連携する共同

で使うものでございますが、335 万 8,000 円を計上してございます。 
 続いて 15 の工事請負費の関係でございます。28 万 2,000 円の計上で階段の手すりの改修

工事ということで、現在の木製の手すりを改修しましてバリアフリー型の握りやすい足腰

の悪い来館者にも負担軽減、安全対策ということも兼ねまして取り替え工事を行うもので

ございます。その下の 18 の備品購入費でございます。シューズボックスを 3 台購入すると

いうことで、これも開館以来使っているものでして下足と上履きを両方入れられる新しい

ものに変えたいということで 17 万 2,000 円の計上をしてございます。あと積立金のところ
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でございますが、25 ですが 5 万 5,000 円、積立金の利息分ということで計上してございま

す。続いて 1076 図書館事業費の関係です。昨年費に比べて 157 万 9,000 円の減でございま

す。主だったところで言いますと 08 の報償費、成人講座それぞれの謝礼に関係して 23 万

円を計上しました。需用費の関係ですが図書のところで 522 万 5,000 円でございます。あ

と 13 の委託料の関係ですが、昨年度に郷土誌のデジタルアーカイブ化の 40 万円をこの中

で計上してございます。 
 おめくりいただきまして 150 ページ、1078 子供読書推進事業費の関係ですが昨年費に比

べて 5 万 5,000 円増になっておりますが主なところとしましては報償費の関係です。読育

ボランティアの関係の講座等の謝礼の関係でございますが、新年度はおはなし応援団との

共催ということで、絵本作家を呼んでの絵本ライブをやるということで 25 万円計上してご

ざいます。あとは例年並の形で予算を計上させていただいてますので、図書館からの説明

は以上でございます。 
○柴文化財係長 引き続きまして文化財保護費の説明をいたします。150 ページの続きです

けれども 0607 文化財保護費ということで、全体としましては 733 万円ということで、前年

比 55 万 7,000 円の減になっております。最初に 1080 伊那谷人形浄瑠璃地域伝承活動費に

なりますが、主要事業の概要 28 ページの方でも説明しておりますけれどもこちらに 101 万

とありますけれども、先ほど歳入で説明をいたしました阿南町と飯田市の負担金 75 万がき

ますので実質は 26 万円の負担となります。中身につきましては報償費が講習等謝礼という

ことで 75 万 8,000 円、それから旅費が講師の費用弁償ということで 20 万 8,000 円という

ことで 4 座合同で三味線、（聴取不能）、人形操りの研修を行っておりますけれども、こち

らでの師匠さんへの謝礼とか旅費とかそういったものになります。続きまして 1081 文化財

保護費ということでこちらが町にあります指定文化財の関係の主費になります。主なもの

としましては一番下の報償費の関係ですけれども、内訳の中にあります天然記念物樹勢診

断謝礼とありますけれども、一番保存が懸念される天然記念物やなんかにつきまして引き

続き保存または危険防止の観点から樹木医さん診断をしていただく謝礼になります。それ

から 151 ページになりますけれども、13-01 委託料の関係、こちらの方にも下段になります

けれども天然記念物の枯枝除去等委託料 20 万円とありますけれども、安全の観点からどう

しても緊急的に除去するものについてはこちらでやるということで委託料を計上しており

ます。 
 続きましてその下の 1082 の埋蔵文化財保護費になります。こちらにつきましては年度途

中で必要になる遺跡の発掘調査あるいは立ち会い調査等に要する経費になります。主なも

のとしましては一番下の 0701 賃金ということで、発掘作業員さんの賃金ということで 52
万 6,000 円を計上しております。おめくりいただきまして 152 ページのところになります

けれども 14‐01 使用料及び賃借料ということで、こちらも調査等があった場合の（聴取不

能）等の借り上げ料ということで25万4,000円を計上しております。それからその次の1086
東山山麓歴史コース整備事業になります。全体額は 44 万 4,000 円ということで主なもので
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すが、11‐04 印刷製本費ということで 11 万 7,000 円計上しておりますが、ガイドマップの

方がなくなってきているので 1,000 部増冊したいということで計上しております。それか

ら下の委託料の関係ですけれどもコース案内板等製作業務委託料というところで、22 万

1,000 円計上してありますけれども過去に設置した看板が内容等が合わなくなっていたと

ころがありますのでそういった内容修正の委託料ということで計上しております。以上で

す。 
○藤澤生涯学習係長 続きまして 1090 文化センター管理費でございます。こちらは文化セ

ンターの中の維持管理の関係のものでございまして、燃料費ですとか光熱水費、それから

休日夜間の管理業務委託ですとか補修点検などの委託料が主なものになってございます。

前年比較で 964万 9,000円の増でございますけれど増額の主な点は 153ページ 15節 工事

請負費におなりますが、こちらで舞台関係の機器の更新、それからエレベーター機能維持

ですとか展望テラスといって文化センターの広場のところにあります 3 階に展望テラスが

あるんですけど、そちらの腰パネルが転落の危険性があるということで改修工事を行うも

のでございます。あとは自家発電の設備改修、中央監視盤の交換で計上しました 1,152 万

7,000 円の計上が主なものでございます。その下の 18 の備品購入費でございますが平行ス

タックテーブルということで、今文化センター内のテーブルは縦折りで折り畳むと非常に

高い状態になっております。不安定でございまして実際けが人も出ているということと利

用者の方からあまり評判のいい机ではないということで、ここで 160 万計上しまして一気

に全部というわけにはいきませんので、順次この規模で更新していきたいというものでご

ざいます。おめくりいただきまして 154 ページになります。1091 文化センター事業費でご

ざいます。こちら前年度比で 155 万 9,000 円増でございます。13 の委託料でございますが

自主事業委託料で 647 万円計上してございます。一般質問の中にありました「なんでも鑑

定団」こちら 162 万もこの中になっております。続きまして 1092 の地域交流センター管理

費になります。こちら交流センターの方の維持管理に関するものでございまして、こちら

も燃料費、光熱費と保守、管理等の委託料が主なものとなっております。30 年度におきま

しては 15 節の工事請負費でございますが、交流室のパーテーション、これも大分年数が経

ってきて開け閉めにちょっと難しさも出ていますので、利用者の利便性を上げるためにも

ここで改修をしたいというものでございまして、工事費 130 万 2,000 円の計上でございま

す。以上です。 
○西出スポーツ振興係長 続きまして保健体育費、説明させていただきます。155 ページを

ご覧ください。7 項 保健体育費であります。本年度 6,105 万、前年度比 3,494 万の減とい

うことでこちら総額でプールの解体工事に掛かるものが減ったところによる額となってお

ります。続きまして保健体育総務費です。本年度 3,732 万 2,000 円、前年度が 3,350 万 9,000
円ということで 381 万 3,000 円の増ということで、こちらナイトランに係る経費の増の分

がございます。主なところ、主要事業の概要の 28 ページにもございます。またあとでご覧

いただければと思いますが、08 報償費でございます。大会表彰用物品というのはこちらは
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町内 1 周駅伝の参加費の関係になります。ランニング教室講師謝礼ということですが、こ

ちらはオリンピックと世界陸上の競歩のメダリストの荒井広宙さんの関係になりますが、

そちらのランニング教室を計画しておりまして、その謝礼という形になります。その下の

みのわナイトランイベント運営協力謝礼ということで、こちらについてはエイドステーシ

ョンの運営協力をしていただくということで福与区と三日町区にそれぞれ 5 万円ずつ、ま

たメイン会場の天竜公園の方、イルミネーションの関係で飾っていただくということでみ

のわ TMO に設置の関係で謝礼ということで 20 万ということで計上してございます。続き

まして 12 の役務費ですけれども、みのわナイトランのイベント広告料ということで 62 万

1,000 円、こちらは信毎、みのわ新聞、また週刊いな等の関係の広告掲載の関係を計上して

ございます。 
 おめくりいただきまして 156 ページになります。こちらは 13 の委託料であります。駅伝

の警備委託料、またみのわナイトランのイベント業務委託料ということでございます。ナ

イトランにつきましては昨年度よりコース、またメイン会場、エイドステーション等の照

明の関係の安全管理を強化するということで、そちら台数を増やすということ、またコー

ス内ペットボタルの関係を増設するということでそちらと、あとメイン会場の関係でライ

ブを行うということでそちら、あと CM を少し流して広告宣伝で周知を強化した方がいい

のではないかということでそちらを増額する関係でご覧の額になっております。フェンシ

ングの競技力向上事業委託料ということで、こちらは昨年に引き続き太田雄貴さんのフェ

ンシングを行うと、昨年は 2 回でしたけれども 30 年度は 1 回ということで計画しておりま

す。次の応援幕作成委託料ということは、こちらは箕輪で各種目代表して色んな大会に出

ていただきていますが、その時に他の町村は「頑張れ何々市」とか「何々村」とかあるん

ですけれども、箕輪はそういうものがなかったものですから「頑張れ箕輪町」という応援

幕を作成して各大会に出場するときに持っていっていただくというような形のものでござ

います。備品購入費でございます。駅伝用ストップウォッチ、こちらは町内 1 周に戻した

関係で記録を録るストップウォッチが不足しております。辰野町、南箕輪村から借りてや

っている状態ですので徐々に道具を充実させていくということで、ストップウォッチ 2 台

分を計上してございます。ニュースポーツ用具でありますけれども、こちらは昨年公民館

でも何回か各学級等で行っていただいたんですが吹き矢の関係ですね、高齢者の関係、健

康強化の関係で都合のいい肺活量等々鍛えるような形の道具なんですけども、吹き矢の関

係で危なくないようにマグネットで的につく形のものを箕輪でやっていたんですが、道具

が製造中止なっておりまして矢の方が製造しないということで全然足りなくなってきまし

て、調べたところ諏訪の方で違う型ですが同じマグネット磁石でくっつく形の吹き矢を製

造しているということでそちらを 2 台入れてまた町民の方に使っていただこうということ

で計上してございます。 
 続きまして 19 の負担金及び補助金及び交付金ですけれども、補助金のところですね、フ

ェンシングまちづくり事業補助金とスポーツ拠点事業補助金ということで例年どおりなん
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ですけれども、フェンシングのまちづくり事業補助金のところはもみじカップ 70 万円、あ

とスポーツ拠点づくり事業補助金で地域活性化センターから 400 万円とカデ・エペの関係

の補助金になります。（聴取不能）から 400 万と町から 250 万合わせて 650 万という形な

りますけどもその関係になります。続きまして体育施設経費ということで 1094 屋内施設管

理費ということでございます。体育館、ドーム等々の施設の維持管理費に掛かる経費でご

ざいます。30 年度が 1,517 万、昨年度が 1,344 万 5,000 円ということで、172 万 5,000 円

の増ということでこちら工事費に掛かるものでありますけれども、おいおいご説明します

がまずは事業費のところ修繕料でございます。屋内体育施設の修繕ということで、こちら

は体育館またドームの照明の関係の修繕。あとは雨漏りの関係ですとかドームのフットサ

ルのゴールの関係、またドームの駐車場の外灯が切れているということでそちらの配線の

関係の修繕ということでそういうようなものを計画しております、合わせて 282 万 5,000
円ということでございます。あと委託料については各施設の維持管理に掛かるもので保守

点検等々のものでございます。1501 工事請負費でございます。藤ヶ丘体育館のバスケット

ボールライン改線工事等ということですけれども、藤ヶ丘体育館のバスケットのラインが

消えかかっていて大変競技やるのに不都合だということで、そちらの改線工事と社会体育

館の中のギャラリーですね、手すりの関係が大分錆びてきていて危険だということでそち

らを関係の改修工事ということで計画しております、合わせて 177 万ということでござい

ます。 
 次に 1095 屋内体育施設管理費でございます。本年度が 855 万 8,000 円ということで昨年

度に比べて 47 万 8,000 円の減ということであります。主なところはですね、需用費の修繕

のところになります。山の神のマレットゴルフ場コース設備修繕ということでこちら山の

神にかかるマレットの設備がかなり老朽化してきて修繕が必要なところがあるということ

で、30 年度と 31 年度に合わせて 2 年にわたっての修繕になります。30 年度につきまして

はコースの中のポールが他のコースへ飛び出たり、また競技者に当たらないように丸太で

（聴取不能）をしているんですがそちらを修繕するということで延長 111m 分の修繕になり

ます。そちらとコース内でプレーをしている最中に休んでいたベンチがあるんですけども、

そちらももう朽ちてボロボロになってきてしまっているということで、そちら 7 基修繕す

るということで 75 万 1,000 円ということでございます。31 年度につきましては、コース内

のコースの人工芝と仮設のトイレがあるんですがそちらの関係を計画しています。おめく

りいただきまして 13 の委託料のところになります、こちらはグラウンドの関係の機器の委

託とまたシルバーさんにお願いしている草刈り等の維持管理に係る経費となっております。

あとはプール管理費については工事行わないということなので 0 になっております。以上

でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたのでそれでは質問をいただ

きます。何か質問ありますか。松本委員 
○１１番 松本委員 144 ページの児童遊具の施設の工事の関係なんですがどういうよう
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な形になっておりますか、ご説明をお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 今後も各地区回って遊具を新設していきたいと思っております。場

所それから遊具については地元と協議して決めていきたいと思っておりますのでよろしく

お願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは関連で。松本委員 
○１１番 松本委員 関連でお願いいたします。既に設置されている遊具が幾つかあると

思うんですが、その維持の管理なんですが、当然ボルトが錆びて使い物にならないとか、

あるいはペンキの塗り替えがあるわけですけれど、定期的に行っておりますでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 遊具の維持管理につきましては、町内に 37 ヶ所ございまして、常に

チェックが行き届かない部分もありまして今まで基本的には地元からの声にお答えして直

していくといったとこが実情でございました。28 年度に、3 年ごとなんですけれど遊具の

点検を業者にしてもらいまして 28 年度も実施したということでございます。28 年度に実施

した結果に基づきまして、方々よろしくないところが多いんですけれど、その中でも危険

度の高いものを優先しまして順次修繕していくものでございます。内容につきましては、

主に錆で穴が開いて手を切りそうだとかそういったところを優先的にやり、その後せっか

く補修したので綺麗に塗装をするというのが今のところの修繕方法となっております。以

上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 その他にはいかがでしょうか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 ちょっと基本的なあれですけれど、結婚支援事業について説明さ

れたんですけど、この委員会でやる…どうですか。企画の方じゃない、所管。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 おっしゃるとおりだと思います。教育部局から町長部局へ今回移る

という事で、予算立てに関しては私どもの方でやったという事でこの場で所管替えを含め

た説明とさせていただきました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 総務委員会の方ではやらないということですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 今係長から説明させていただきましてけれども、組織の改正に

伴って、今回企画振興課新設係の方とへなるという状況になります。当初予算につきまし

て、文化スポーツ課の方で事業の内容等を要求させていただいております。委員会の審査

については、そちらの方で説明するという予定には今のところなっておりませんけれども

確認をさせていただければと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 よろしいですかというか、どうするんですか。今は、教育委員会
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の所管ということですね。予算については、企画の方に移ったという事なのでどっちで審

査するのかということですが。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 今議会では、まだこちらの文化スポーツ課ですので、

ここの場において審査するという事でよろしいですか。そうしますと補正から総務の方へ

いきます。この次にもし予算が通ったあと何か発生したら。お願いします。課長 
○唐澤文化スポーツ課長 組織の改正につきましては、それぞれの組織規則の改正をこれ

から行うものになります。改正については 4 月 1 日の施行となりますので、3 月末までにつ

いては結婚支援の関係は教育委員会の文化スポーツ課の所管ということでお願いしたいと

思います。その後 4 月 1 日以降は、町長部局の企画振興課内の組織移行の改正ということ

でされるかと思いますので 4 月 1 日以降は、企画振興課の所管ということでお願いできる

かと思います。 
○１０番 小出嶋委員 分かりました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 2 件お伺いをいたしたいと思います。一つは文化センターが、築

20 年経過している訳ですけれど、使用の段階で随所に故障個所が見られるような気がいた

します。そういう中で、リフレッシュの総合的な計画を考えているかどうかというのが 1
点。 
それから、体育施設等についてアスベストのことが過去にも課題になっているが、その

後調査その他そのことに関わる業務で何らかの対応をしてきたのかどうか。その 2 件につ

いてお伺いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 文化センターは、平成 8 年という事で 20 年以上が経過しており

まして、今年度含めまして修繕の方等も予算の方をお願いしております。また、今後も非

常に 20年以上経過しているということで修繕等も非常に掛かるかと思いますので舞台装置

含めて、年度の計画的なものをですね、今年度、来年度等にかけまして維持管理の計画の

方も作っていきたいと考えております。 
また、体育施設の関係、アスベストにつきましては武道館の方にアスベストがあります。

こちらについてはありますけれども今のところ囲われていて飛散をする状況にありません

ということで把握しておりますので、武道館の改修に併せてそちらの方も撤去するような

形になってくるかと思います。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 ちょっと今リフレッシュの関係で、かつて話題になった屋根の上

の植栽部分。土を盛ってあるところ。その事についての対応は特にしたのかしないのか、

お聞きをいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 文化センターの 1 階の屋根の上に土ございます。これを撤去し
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た方が良いのか若干検討した経過がございます。専門業者に聞いてみましたけれども、逆

に撤去してしまう方が良くないということもあるようですので、今のところ現状のままで

いきたいと思いますけれども、これからの維持、機能を果たす中で次の計画の中ではそれ

も再度もう一度検討を行って、どういう状況が長く維持管理できるかという中では、再度

検討をしたいと考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 先ほどの体育施設、特に町民体育館、武道館ですけれど、今後の

改修の計画というのはどうなのかお聞きしたいです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 町民体育館、武道館につきましては、耐震の診断を行いました

けれど耐震がないという状況が分かっております。このことは町民の皆さんにも説明をさ

せていただきました。この体育館、武道館につきましては今後どのような形にしていくか

10 年後の国体等の関係もございまして、体育館のあり方というものも検討が必要になりま

す。どうしても大きな工事費がかかるということで、国の補助等も受けないとなかなか難

しいところがありますので、その財源についても検討を行っている状況でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今の関連ですけれど、まだ具体的ないつ頃という計画はないとい

うことですね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 今、現時点で工事をいつ行うということは決まってございませ

ん。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他には。大槻委員 
○２番 大槻委員 ちょっと聞き漏らしたかな。145 ページの学童クラブの運営費が 600
万ほど多いのですが、指導員がずっと足りない、足りないということを聞いておりますが、

これは指導員さんが増えたという予算案でございますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 学童クラブの関係につきましては、学校教育課の所管になりま

すのでこの後お願いできればと思います。 
○２番 大槻委員 失礼しました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 松本委員 
○１１番 松本委員 先ほど公民館のテーブルの事なんですが、160 万の計上で全て取り替

えないとの話ですが、今までのテーブルは使うのですか。私も幾つか出し入れに使ってい

るんですが、非常に危険なんですよね。手を挟む人もいますし、大きな怪我はなかったと

思いますが、そうは言ってもね、これからも起きる可能性もあるってことでたぶんこうい

うことで案で出されたと思いますが、今までのものは使わないようにするのか、あるいは

使うとしたらどういう所で使うのか。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○藤澤生涯学習係長 平行スタックテーブル、文化センターの貸館の中で研修室ですとか

学習室の物です。地域交流センターの物は平行スタックテーブルという、テーブルだけを

おしょって安定して運べる物になっているので文化センターだけになりまして、今回は 40
脚ほどを一部屋分くらいになります。いろいろ使いっぷりもありまして、一気にやれれば

一番良いのですが、なるべく各部屋単位で更新していきたいということです。40 脚入れま

すと、抜いた 40 脚どうするかというのは外でのイベント等での活用を考えております。以

上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 5 点ほどお聞きしたいのですが、一つ目は、歳入の使用料ですが文

化センターというか教育使用料、16 ページですね、これ減になっているのですが主な理由

を聞かせていただきたいと思います。それと体育関係は説明があったのですが、142 ページ、

144 ページ、148 ページ、142 ページの公民館費、144 ページの 1010 ですか、148 ページ

の 1075、1076 についての減額になった主な理由を説明をお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 16 ページ 17 ページの使用料の減額についてご説明をさせてい

ただきます。こちらにつきましては、昨年と若干変わっている部分は屋外体育施設の関係

の使用料、照明料、こちらの方で 7 万円減額させていただいています。平成 28 年の使用状

況から見込みを出したものです。よろしくお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。係長 
○唐澤公民館主事 142 ページの公民館管理費の主な理由という事ですが、昨年度元気はつ

らつのポイント事業で地域公民館に出向きましてポイント交換をしたという事で 3 ヶ月間

職員をお願いしていたんですけれども、30 年度はその方がいないというのが一つの理由と

ですね、あと公民館運営審議会の委員報酬ですが、以前に答申について検討するというこ

とで回数を増やしていたが、その必要がありませんのでその部分を減額したという事もあ

りまして 56 万 9,000 円の減となっております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。課長 
○唐澤文化スポーツ課長 1070 青少年健全育成費の減額、昨年等比 139 万 7,000 円につい

て、主なものは工事請負費。昨年に比べて 158 万 5,000 円減額になっております。こちら

については、木下、松島複合遊具設置工事がありましてが、来年度は 250 万円の範囲内で

更新を（聴取不能）行っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 148 ページ 1075 図書館管理費の昨年に対する減の理由ですが、

今年度 1,158 万 2,000 円の対比となっています。こちらは、昨年度当初予算で 1,000 万円

の図書館基金、積立金をみていました。今年度については、利子のみという事で 5 万 5,000
円の計上となっていますのでこの部分が 1,000 万ほど減額です。また、補正予算でも説明
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させていただきましたが、空調設備の改修が終わりまして約 1 年弱使用する中で電気料の

減額を 52 万 6,000 円ほど行っております。また、こちらについては新電力の活用というこ

とでも若干減少の理由になっております。続きまして 149 ページ図書館事業費の減額につ

いて説明を申し上げます。こちらは、図書館 40 周年の事業を平成 29 年度行いましたけれ

ど、今年度ないということで 50 万は講師の謝礼の減であります。また、デジタルアーカイ

ブの関係で例年約 100 万ほど計上しておりましたが、今年度 40 万の範囲内で行いたいとい

うことで、これが主な減額の理由です。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。大槻委員 
○２番 大槻委員 みのわナイトランについてお聞きしますが、運営協力謝礼に 30 万ほど

計上されております。先ほど、福与、三日町に 5 万ずつ、啓蒙に 20 万というこの内容はど

ういう内容ですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○西出スポーツ振興係長 エイドステーションの管理運営をしていただくという事で、福

与の部分が鹿垣と福与公民館のところ、三日町が番場のところに計画していますが、そち

らの方のテント設置や当日の参加者チェック、飲食の関係のおもてなしに係る部分の協力

をいただく謝礼です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 大槻委員 
○２番 大槻委員 広告料で、どういうコマーシャルを予定していますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○西出スポーツ振興係長 コマーシャルですが、テレビの関係のスポットの CM を計画し

ております。カデ・エペの時にやっている CM があるのですが、フェンシングの。ああい

った形のものを計画しています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 大槻委員 
○２番 大槻委員 テレビというと例えば SBC とか、ケーブルテレビですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○西出スポーツ振興係長 テレビ局は細かく決まっている所はないが、カデ・エペですと

テレビ信州になろうかと思いますが、そちらで見積もりをしてあるところであります。 
○釜屋委員長 関連でよろしいですか。ペットボタルの回収率といいますか、去年のもの

が使えるものがどのくらいあるのかとかですね、照明を増やすようなら予算が見込まれて

いるのか、全体としては今年に関して新しくするもの、使えるものはどんなふうですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○西出スポーツ振興係長 回収してあるが、実際また新しくペットボタルに関してはバッ

テリーを入れてみて点灯してみないとどれくらい使えるかということが掴んでおりません

が、回収したもので従来のところを昨年並みに支障なく照らす数はあると思います。盗難、

破損したものはあるが特段影響の出る数ではなかったという事です。次年度も特に福与の

コースの方、設置できなかった箇所、何箇所か真っ暗になってしまう場所があるという事



 
 

平成３０年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

 

-18- 
 

でそちらの方へペットボタルを数をさらに導入したいという事で約 90 万予定しています。

あとは照明の関係はメイン会場やコース内の真っ暗になる個所にバルーンライトと言って

工事の時に照らすようなライトを置くとかですね、そういうようなものを計画しています。

以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 自主事業について伺いましたが、具体的になんでも鑑定団の 1 件

は予算の中にでてきますが、その他の自主事業はどのように考えているかお聞きしたいの

が 1 点。それから、さきほどリフレッシュの事をお聞きしましたが、この一帯を総合的に

判断してリフレッシュを、社体あるいは町民体育館、文化的なゾーンの位置づけなのか、

もってやってほしいという考えもありますので、体育館の耐震化を含める中でそうした部

分を十分盛り込んで検討をしてほしいと思います。 
もう 1 点、一つの例ですが、博物館の使用料を見ますと少額で入館させる形になってい

る。予算全体では大きな数字ではない訳ですが、適正な額かどうかという目で見ると少し

疑問が私とすればあるわけであります。相当の資料を閲覧させたり、見学させたりする訳

なので、そうしたことから見れば子どもだから小さい金額でいいということもいかがなも

のかという感じがします。またあとの比較もあるかと思いますけれども、その辺について

お伺いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 3 点ご質問をいただきました件ですけれども、文化センターの自

主事業につきましては 1091、154 ページになりますが今年度委託料ということで約 1,300
万ほどになります。その中の自主事業の委託料としましては 647 万円を計上しております

が、内容は今年度新たに先ほどありました「出張！なんでも鑑定団」があります。その他

今年度も行いましたけれども自主事業のコンサートの関係、日本の太鼓 in 箕輪、古田人形

芝居の講演、人権講演会等を予定しています。内容的には例年並みの新たに一つ（聴取不

能）団が増えるということで想定してございます。続いて文化施設の関係等の、体育館含

めましてですけれども現在、博物館等もあり方の検討を協議会で行っています。また、近

隣には保育園、駐車場等もありますが、文化ゾーンとしてこれだけものが集まっていると

ころも少ないかと思いますので、この文化ゾーンというものを維持していきたいと思いま

すが、今後博物館のあり方等を含めて全体的にどういう形が良いかについては相対的に含

めるもの、体育館含めて考えていきたいと思います。最後の収入については、担当の係長

からご説明させていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴博物館係長 使用料の額については、正確ではないんですが長い間改定はしていない

のは事実であります。今子どもは無料ということで、無料になってから学校から帰ったあ

との子どもたちが自転車で寄ってくれたり、夏場は駄菓子屋のようにワイワイ集まってく

れている状況がありまして、前よりも子どもさんが寄ってくれるようになったなというふ
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うな実感を持っております。何年か前から上伊那郡内の在住若しくは通学している高校生

は無料にしてくださいという事で、上伊那全体で高校生を無料としています。また、子育

てサポートみたいな日という事で毎月第 3 土日も無料にしてくださいということで無料に

しています。傾向としては、子どもさんについては無料で見てもらうという傾向が全体と

して強くなっておりますし、やってる実感としても子どもさんに多く来てもらえる成果が

あると思っていますので、今後料金が適正かどうか、大人の料金も含めて検討していきた

いと思いますが、感覚としては知ってもらえるようになってきているのかなというふうに

思っております。先ほど来話がありますように博物館のあり方については、検討を始めて

いますので料金の問題についても協議会の中で検討していきたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏議員 文化財保護の関係で 151 のところで 2 点をお願いしたいんですけ

れども、交付金の関係、福与城跡の保存、上ノ平城跡の保存の交付金はどちらに交付した

ものか、区であるのかそれとも何かそういう守る会みたいな団体なのかということ。それ

から一番下の埋蔵文化財の方で発掘作業の予算が盛ってありますけれども平成 30 年度、そ

の辺を発掘の予定にされているか、その 2 点をお伺いしたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○柴額仏刊係長 文化財の交付金は、福与城跡と上ノ平城跡に関しましてはそれぞれ地域

に守る会というか保存団体があります。上ノ平城跡の会というのと福与城を守る会という

のがありましてそれぞれ熱心に維持管理とかお祭りとかご協力をいただいておりまして、

そちらの方へ交付しています。 
それから 2 番目の埋蔵文化財の関係は、年度途中に大きな調査が出た場合ということで

今の段階でどうっていうのは特にないんです。29 年度に関しましては途中で民間関係で 1
件あったこと。それから今一の宮の常盤のところに IHI というのが今度来たのでその倉庫

の関係でもしかしたら出てきそうなのがあるので、それが今年度になるのか、なかなか話

はあるけど届出が出てこないのでまだ未確定ですが、それが新年度になる可能性がありま

す。それから現場がなくても過去に掘った未整理のものがたくさんありますのでそういっ

たものも随時進めているということと、それから新年度については遺跡地図も作ってから

20 年が経ってますので見直しをかけていきたいということでそんな作業も予定しています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 どういう資金なのか教えていただきたいんですけれども、38 ペー

ジにある諸収入の文化センター事業費の 400 万。市町村振興協会交付金は宝くじですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○唐澤文化スポーツ課長 こちらの収入 400 万については、自治振興宝くじになります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 それはなんでも鑑定団に充当するのですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
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○唐澤文化スポーツ課長 こちらは、平成 29 年度も収入を見ていますけれども、文化セン

ターの自主事業へ充てるもので、どの事業という事ではない。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきました。何か質疑ありますか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 25 号 箕輪

町一般会計予算文化スポーツ課に係る案件について、原案のとおり可決することにご異議

ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨本会議でご報告いたします。 
【文化スポーツ課 終了】 

 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは休憩に引き続きまして福祉文教常任委員会の

審査を行います。 
②学校教育課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは学校教育課に係わる案件について審査を行い

ます。はじめに議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）学校教育に係

る案件につきまして審査を行います。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴学校教育課長 議案第 4 号 箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）の学校教育課に係わ

る部分を説明させていただきます。補正予算書の 3 ページをお開きください。学校教育課

に係わる歳入につきましては 19 の寄附金で 71 万円でございます。歳出でございますが 5
ページのお開きください。教育費の中の学校教育課に係わる部分で小学校費 2 億 3,960 万

1,000 円を 105 万 1,000 円の増額補正、中学校費で 1 億 1,925 万 9,000 円を 268 万円の増

額補正になっております。詳細につきましては担当の課長補佐から説明させていただきま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長補佐 
○小澤学校教育課課長補佐 予算書の方 18 ページからになります。先ほどすみません机の

上に 1 枚の概要の資料まとめたものをお配りしましたので、そちらもご覧になりながら、

また予算書の方も見ながらお願いいたします。18 ページでは寄附金ですけれども塩尻鉄鋼

さんより 71 万円の寄附の申し出がありましたので歳入として計上してございます。続きま

して歳出ですけれども予算書の方 38 ページになります。それぞれ小学校、中学校ともにあ

るんですけれども新電力に 4 月から切り替えるといったことで 3 月分の電気料補正対応が

必要だといったことで総務課からの指示もありまして小学校費では光熱水費 55 万 1,000 円

の増、消耗品の方では振興費で先ほどの寄附金により各小学校 10 万ずつといった形で 50
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万円、中学校の管理費、同じく光熱水費で 22 万 4,000 円、また中学校のネットワークの関

係ですけれどもデジタル教科書と今 ICT の教育盛んに各クラスの学級で行っておりまして、

それに対応すべくネットワークのハード部分で工事が必要になりましたので 99 万 4,000 円

の増というものであります。39 ページの方では振興費の方で寄付金より消耗品の購入に 21
万 1,000 円、毎回お願いしている部活動の県大会以上の出場の補助金 125 万 1,000 円の計

上であります。補正につきましては以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきましたので質疑を行います。質

疑ありませんか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 新電力に切り替えるということですがどこに切り替えるのか。な

ぜ電気料が必要になるのかをお伺います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小澤学校教育課長補佐 今までは、中部電力で総務課の方で一括契約していて、3 月使用

分につきましても 4 月に請求があり、新年度での支払いとなっていた訳ですけれど、今回

中部電力 3 月 31 日で切れる状態で約半月分は 29 年度での支払いが発生するといったもの

であるようです。学校施設だけではなく、公共施設すべてがそういう状況になっていると

のことです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 どこになるのか。今まで、新年度で払っていたのが 29 年度分で払

わなければならなくなったということですね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小澤学校教育課長補佐 はい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わります。討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 4 号 箕輪

町一般会計予算補正予算（第 8 号）学校教育課に係る案件について、原案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨本会議でご報告いたします。 
 続きまして議案第 25 号 平 30 年度箕輪町一般会計予算につきまして学校教育課に係わ

るところの細部説明をお願いいたします。課長 
○柴学校教育課長 議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算の学校教育課に係る分

を説明させていただきます。予算に係る説明書で説明いたしますので、よろしくお願いし

ます。まず 1 ページ目をお開きください。学校教育課に係わる歳入でございますけれども



 
 

平成３０年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

 

-22- 
 

関係する款としましては 14 の分担金、16 の国庫補助金、17 款の県支出金、18 款の財産収

入、19 款の寄附金と 22 款の諸収入でございます。歳出でございますが 2 ページをご覧く

ださい。教育費の全体では、平成 29 年度より 6,296 万 8,000 円減の 8 億 2,403 万 7,000 円

で主な理由はプールの解体費の減、各工事費等の減でございます。その中で学校教育課に

係わる部分では教育総務費では 1 億 6,016 万 3,000 円の増、小学校費では 141 万 6,000 円

の減、中学校費では 1,679 万 2,000 円の減で主な減の自由は工事費の減、使用料等の減で

ございます。詳細につきましては課長補佐の方から説明させていきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長補佐 
○小澤学校教育課課長補佐 先ほど机の上におきましたホッチキス止め二枚目の方をご覧

ください。平成 30 年度学校教育課予算のコード別の概要といったことでざっと 29 年度と

比べたもの先ほど課長が説明したところと被るところもありますけれどもそれぞれちょっ

と表にしてみました。主な減の部分ですけれども先ほど新電力に係わる部分でも電気料の

方が減になっております。また各施設工事の関係、中学校でのタブレットのリース料が 29
年度途中でリースアップをした状況ですので来年度リース料が発生しないといった部分で

の減、大きな工事としましては中学校の教室の床の張りかえ約 1,000 万、29 年度にありま

してこの 3 月の春休みに行うわけですけれどもそういったものが大きな工事、来年度あり

ませんのでそういったところが減の要素かと思います。下の段でちょっと要求に対して通

らなかったもの、通ったもの、ちょっと概略を説明させていただきます。北小の軽トラッ

クを更新しようとしましたけども事務局の方で使っている軽の乗用車の方の購入を優先し

た部分もございますけれども、軽トラックの更新を先送り、実際にはその軽トラック 2 年

車検取りますので 2 年先送りになって、次の年は西小学校のトラックを予定しております。

上古田の教職員住宅取り壊しと屋根の修繕と改修工事等見比べまして取り壊しといったこ

とで予定して計画しましたが、予算的、財源的に厳しいものがありまして時期等はまだ未

定でございますけれども見送りとなりました。学校施設の長寿命化計画それぞれ小学校 5
校、中学校ありまして、約 600 万円規模の委託料を予定しましたけれども 1 年先送りとい

った状況になります。 
 振興費の方では、図書購入費それぞれ各小中学校での 20万の減といったものがあります。

給食の食器、計画を立てまして更新をしていってるものですけれども財政難の状況もあり

まして全体計画を 1 年先送りといったことになりました。各学校への振興交付金、ここ数

年毎年若干ずつ全体で少なくなってきたわけですけれども箕輪学を進める上でも振興交付

金が重要だといったことを要求いたしました。29 年と同じ金額での交付金となりました。

新しい部分では児童用のタブレット、19 年度で西小に 15 台入れたわけですけども他の小学

校にも計画的に入れていきたいわけですけれども、とりあえず中部小学校一つの学校です

けれども 35 台と、北小、南小、東小につきましては 31 年度以降となります。今小学校 5
年生が庄内地区へ臨海学習に行っているわけですけれども、以前別の場所に行っていたよ

りも若干経費がかさむといったことで保護者の負担が大きくなっているわけですけれども、
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それに対する補助金といたしまして一人当 2,000 円の補助をここで 2 年ほど続けてきたわ

けですけれども来年度町で見るのはどうかといった議論もありましたが、現状維持という

ことで要求が通りましたといった状況であります。 
 では説明書の方で説明させていただきます。歳入からですけれども 15 ページにになりま

す。分担金及び負担金の中で民生費の負担金 15 ページの中ほど、学童クラブの運営費の負

担金利用料として負担金でいただくものですけれども現年分と過年度の滞納繰り越し分と

いったことで計上させていただいております。続いて 20 ページになります。国庫支出金の

中で教育費国庫補助金、小学校費補助金、中学校費補助金、それぞれ特別支援の修学奨励

費、また美化教育の設備費の補助金とそれぞれ計上しております。社会教育費補助金とし

て学童クラブの運営費国から 3 分の 1、県から 3 分の 1 といったもので 366 万計上してお

ります。おめくりいただきまして 25 ページ先ほどの学童クラブの関係、県の支出金といっ

たことで県からの収入を同額見込んでおります。27 ページでございます。財産収入という

ことで貸付収入、教職員住宅の貸付収入 109 万 3,000 円となります。利子及び配当金では

それぞれ基金、米山基金、やまと基金、（聴取不能）基金を例年どおり利子の歳入として見

込んでおります。おめくりいただいて 29 ページで寄附金としまして 1,000 円寄附があった

場合の受け口としての予算づけでございます。おめくりいただいた 30 ページでは基金の繰

入金米山基金、やまと基金それぞれ 37 万 5,000円ずつですけれどもトータルして 75 万円、

中学生の海外研修への補助金を見込んでの繰入金でございます。その下のふるさと応援基

金の繰入金としまして小学校費、中学校費にそれぞれ当てていただいておりますけれども、

財政係での割り振りでそれぞれ振興費に充当しております。 
 次のページで元気はつらつ基金繰入金 17万円につきましても児童用のタブレット等に充

てるようご配慮いただきまして充当しているところであります。34 ページでは非常勤職員

の雇用保険料の本人半分といたしまして、それぞれ小学校管理費、給食費、中学校の管理

費、給食費、ページ移りまして学童クラブの運営費として本人負担分見込んでおります。

35 ページの下の方で雑入のところでは公衆電話の使用料、中学校にある公衆電話の使用料

を 4 万 8,000 円ということで見込んでおります。38 ページでございますが各学校に乗って

いる太陽光パネルの電力の販売代と教員住宅の B フレッツの関係での負担金収入を見込ん

でおります。 
 続いて歳出になります。52 ページでございますが 0232 財産管理費の中に委託料、中学

校の建物管理といったことで 76 万円例年計上しております。シルバーへの委託料でござい

ます。ページ飛んで 130 ページでございます。教育費になっていくわけですけども 1001 教

育委員会費、主に前年と大きな違いはございません。16 万 3,000 円の増でございますけど

もほぼほぼ前年並みでございます。新しいことといたしましては報償費の中でホームペー

ジの管理謝礼を計上いたしました。今まで教育委員さんご本人が箕輪町教育委員会のホー

ムページといったことで立ち上げて運営していただいておりましたけれども、教育委員さ

んを退職されたわけですのでこの謝礼として若干謝礼をしていかなくてはといったもので
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あります。次のページ、1002 事務局費でございますけれども全体として 67 万円の増であ

りますけれども、例年と大きく変わった部分を説明いたしますと次のページ 132 ページの

ところで委託料の中に通学路整備委託料 248 万 5,000 円計上させていただきました。これ

29 年度に一部 180 万円ほどで具体的には西小学校の通学路、帯無川の南部分、中曽根から

一の宮から児童が通学する部分ですけども、気が生い茂っていて非常に暗く、冬は凍った

りと危ない場所で地権者の承諾を得て伐採するといったものであります。この春休みに一

部伐採をいたします。30 年度に 248 万 5,000 円計上させていただきましてまた全部が全部

できませんので 31 年度、3 年に分けて（聴取不能）を伐採するといった事業でございます。

備品購入のところでは先ほど言いました軽トラックではなくて軽乗用車 140 万 7,000 円を

計上させていただきました。続いて次のページ、1003 教職員住宅の管理費、こちらにつき

まして 20 万円の減、全体としてはほぼ変わりないんですけども修繕費、例年支出もあまり

ないといったことで 20 万円の減となっております。 
 続いて小学校管理費、全体としましては 1,000 万余の減といったことでありますけれど

も大きなものといたしましては非常勤職員、事務の方ですけども学校の事務の関係実際一

人減、約 200 万円の減がございます。需用費の方で先ほど申しました新電力の関係では約

210 万から 300 万円近くの減があります。おめくりいただいて 134 ページですけれども工

事費が全体としては約 400 万円ほど減となっております。大きな工事といったものではあ

りませんけども各学校で必要な部分、また財政係とも相談する上で来年度につきましては

安全面、機器管理の関係監査委員さんからの指摘の事項を優先しまして箇所づけをしまし

た。全体として約 400 万円ほど減となっております。来年度、大きな工事で見込んでるの

が東小学校の体育館の床の改修工事を予定しております。続いて備品のところでも若干減

がございまして、中身として見れば 29 年度西小学校の理科室のちょっと高額な理科室の台

を更新しましたのでその分としまして 100 万円ほどが前年に比べて減となっております。

負担金補助金及び交付金の中で森林組合への負担金 25 万 3,000 円を計上しておりますけれ

ども、これにつきましては具体的には中部小学校で家庭科室の椅子を新しくしたいといっ

たものでそれに上伊那森林組合で行っている事業に手を挙げまして木製の椅子を購入する

といいますか、負担金でお支払いすると、さらに木育といいますか、苗を植えましてプラ

ンターに苗を植えてその育ちを学習し 4 年生を対象にして、4 年生が卒業するときには校庭

の隅に植えていったらいいかといったような事業があるといったことで上伊那森林組合さ

んの方に今お願いをしているものであります。 
 続いて 1010 小学校の教育振興費全体の比較で 390 万円ほどの増であります。図書費につ

きまして 20 万の減がありますけれども、増えた部分でいきますと委託料の部分で情報機器

の保守業務、デジタル化進みまして、iPad も入れる学校も出てきます。またサーバーを更

新したりネット回線の強靭化といった部分で保守料が増えております。その下の使用料及

び賃借料の中ではタブレット PC リース料 384 万円、西小の 15 台と中部小学校 35 台であ

ります。負担金補助金の中では臨海学習の補助金、全体では 50 万円ということで計上して
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おります。おめくりいただきまして、1015 小学校の給食費前年比較 500 万ほど増となって

おります。これにつきましては正規の職員の人件費の部分が大きなものを占めております

し、非常勤につきましても年数が経ってきて単価が若干上がった部分で増がございました。

大きなものとしまして北小と中部小の委託料、人件費が民間業者も上がっているといった

ことでここで増額の要求がございまして、それに対応するための増約 300 万円ほどここで

増をしております。工事費の中で給食施設の工事 269 万円、これまで各小学校、中学校も

当然ですが調理室にエアコンが南小だけが今ない状態ですので、来年度南小の給食室にエ

アコンを設置といったものとそれに伴い屋根の改修工事も必要になりまして南小学校の給

食室の部分だけの工事費になっておりますけども、269 万円ということであります。 
 続きまして中学の方に参りまして 1045 中学校管理費、全体では 1,000 万円を超える減と

なっておりますが新電力に係わる部分でも約 100 万円近く 90 何万円の減をしております。

おめくりいただきまして先ほど申しました工事費が大きく減、床工事約 100 万円が丸々な

くなりました。ただ必要な工事としましては 239 万 2,000 円、音楽室の今絨毯で大分傷ん

でめくり上がっているところを板張りにするといった工事、また電気設備でも必要な部分、

工事費として計上してございます。中学校の 1047 中学校教育振興費、こちらにつきまして

も 500 万の減があるわけですけれども図書費で 20 万、また先ほど申しましたタブレットに

つきまして 300 万以上の前年対比では減がございます。続いておめくりいただいて、140
ページでは 1049 中学校の給食費でございますが 78 万 9,000 円三角になっておりますが食

器の更新、中学校毎年毎年 50 万、60 万の食器の更新があったわけですけれども、来年度見

送りといったことになりましたのでその部分が大きい要因かと思います。その他大きく違

うところはございません。 
 何ページかおめくりいただき 145 ページになります。1071 学童クラブ運営費 600 万円の

増がありますがこちらにつきましては非常勤職員の報酬、そして共済費の中での社会保険

料が大きく増となっております。学童クラブ五つの小学校で今運営しております。中部小

学校、北小学校中部教室、北部教室、児童も増えておりまして 6 人体制を来年度からして

いきたいと。あとは合計 18 人での体制でまた休みもありますので代替の非常勤の部分も見

込んでおります。前年対比では 280 万円ほど増となっております。また社会保険料につき

ましては 29 年度から学童クラブの指導員も社保に入っていただくようになりました。です

ので 29年度当初はこれ全くなかったものが 410 万 4,000円増となっておりますのでそんな

ところが増の要因ですまた工事費につきましても中部教室、東部教室、カーペットが傷ん

でおりますのでそれの更新工事を予定しております。以上で説明を終わります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明終わりまして質疑を行ないますが、質疑ござ

いますか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 20 ページの国庫補助金ですけれど、これの減ったのはどういう理

由でしょうかというのが一つ。 
もう一つ中部小学校にタブレットがある程度入るのですが、今までと違ってどういう使
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い方になるのか教えてください。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小澤学校教育課長補佐 20 ページの国庫補助金、減った部分につきましては、理科の教

育振興設備、理科算数の理振と呼ばれる 2 分の 1 補助ですけれども、今のところ学校で来

年度整備したいというものが前年に比べて減って特に中学のほうでは減っています。それ

に対する 2 分の 1 の予算付けでありますので、特支のほうは例年並み小学校、中学校共に

特別支援の援助費ですので例年どおりです。中部小学校でのタブレット 35 台、ひとクラス

分といった数での 35 台です。29 年度 15 台を西小学校で約ひとクラス分として児童用でや

っておりまして、今まで各学校では先生用にクラスに 1 台ってあったんですけれども、今

度児童も一人 1 台かグループで 1 台かですけれど子どもが使うものとしての整備でありま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴学校教育課長 タブレットの個数なんですけれど、文科省で示されている基準という

のが昨年示されまして、3 クラス分で 1 クラス分くらいというような基準が設けられており

ます。県内の状況を見てもそういう学校はあんまり無いんですけれど、新学習指導要領が

平成 32年から移っていきますのでそれまでに整備を徐々に進めていくという流れでござい

ます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今の説明でよろしいでしょうか。他にはいかがで

しょうか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 さっき森林組合のほうで学校の机の天板の話だったけれど、森林

組合から直接話があったということか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小澤学校教育課長補佐 産業振興課通しまして、森林組合でこういった事業をやってい

るということで、天板もですが今回中部小では椅子そのものを入れる予定であります。こ

れも森林組合さんが県へ元気づくりの方での要望している、申請している段階ですのでほ

ぼ大丈夫だろうけれど 100％確実ではないというものです。 
○９番 唐澤千洋委員 幾つくらい。 
○小澤学校教育課長補佐 椅子の数ですか。36 台を今予定しています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。唐澤敏委員 
○１２番 唐澤敏委員 各学校の振興交付金ですか、配っているという事で、現状維持と

いうことのようですけれど最近どんなふうな形で各学校で配当しているものは使われてい

るんでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長補佐 
○小澤学校教育課長補佐 以前からと同じですけれど、魅力ある学校づくり、学力向上、

指導力向上の三つの柱がありまして、先生方のあれでは能代の研修費にも充てられていま

す。また子ども達にはドリルだったり自学ノートとかの整備、また魅力あるところでは各
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地域の方を講師に招いた時の謝礼とかそういったものですけれど、細かく言えばクラスの

調べる（聴取不能）クラスによっては必要に応じて使ったりとかしています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 たまたま西小学校が今年 60周年ということで周年事業が計画をさ

れてくると思うんだけど、そういうことについては町としての対応は特別なものはないと

いう解釈でいいのでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長補佐 
○小澤学校教育課長補佐 来年度予算の中でそれに向けた特別なものはございません。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 問題になっている教員住宅の取り壊しなり対応が見送られたとい

うことですけれども、財政的な対応が出来ない、措置が出来ないということの見送りなの

か、それとも何らかの考え方についてもう少し検討の余地があるということで見送ったの

か、その辺についてをお伺いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴学校教育課長 財政的なものだけだと思います。取り壊しについては地元の区長さん

にもご相談していましたし、予算が通れば取り壊しと考えてましたので、出来れば補正と

かの対応でいければもう一回あげていきたいと考えています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 方針とすれば取り壊しという方向で判断しているということでい

いんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴学校教育課長 状態を見てもやはり今後引き続いてそれを使用するためには屋根の張

替をしなきゃいけないという、その試算を出してもらいましたけれど取り壊し費用とほぼ

同額かそれ以上になってしまったのでやはり解体するという方向、下水も入っていません

し、そういった状況で最近の利用の状況もありますのでそういう方向かと考えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 そうした場合に、取壊しが行われればあと土地だけ残る形だと思

うけれど、土地についての対応の考えは持っているのかどうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴学校教育課長 教員住宅を取壊した時点で、普通財産に戻しまして企画なりそういっ

た土地の関係の方に引き継ぎを行いますけれど、そんな大きな土地ではないので地元の区

の皆さんに相談して利用方法とかを検討することになろうかと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 先ほど一番最初に説明がありました、予算に載らなかったもので

すけれど、食器の更新というのは 1 年先送りということですが、直接子ども達の健康には

影響はないということですか。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長補佐 
○小澤学校教育課長補佐 年次計画といいますか来年度は小学校ではご飯のボールを更新

してといったような計画で、中学校はすみません、ちょっと今手元にありませんけれど、

お皿かどっちかをあれだったんですけれど、若干古くはなっておりますが今現在使ってい

るもので 1 年先に延ばしても現状使っているものですので問題はないということでありま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。無ければ一ついいですか。復活

予算の中で臨海学習補助金という一人 2,000 円を維持するということになったということ

で、この見通しとしては今後あれですか、厳しいものがございますか。課長補佐 
○小澤学校教育課長補佐 すみません。うまく答えられるかあれなんですけれど、保護者

が何年か前に比べれば庄内に行くことによって増えた保護者の負担の軽減ということでや

っているんですけれど、財政サイド、理事者サイド、保護者にただ 2,000 円を渡すだけの

補助金というものがどうなんだと言ったところは検討されました。ただ、去年までは良く

てじゃ来年は、今年は良くて来年はというものがスパッと今現状では出来ない、もうちょ

っと庄内で定着して地引網をやったりフラワーアレンジメントやったりしてとても評判良

い臨海ですので当面保護者負担は町でみていきたいなといったところが事務局サイドでは

思っているところですけれど。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑なしと認め討論行いますが討論ありませ

んか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 25 号 平成 30
年度箕輪町一般会計予算学校教育課に係る案件につきまして、原案のとおり可決すること

にご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨ご報告させていただきます。 
【学校教育課 終了】 

 
③健康推進課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 健康推進課に係る案件について審査を行います。まず、

議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）の健康推進課に係るものにつ

いて細部説明をお願いいたします。推進課長 
○柴宮健康推進課長 それでは議案第4号 平成29年度箕輪町一般会計補正予算（第1号）

につきまして健康づくり支援係の方から北原係長から説明させていただきます。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 これから箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）についての説明

をさせていただきます。補正予算 8 号の 14 ページをお願いいたします。歳入の方からご説

明いたします。14 ページ国庫支出金、16 款 国庫支出金でございます。衛生費国庫負担金、

これは国民健康保険基盤安定負担金ということで負担金増に伴う補正でございます。国保

会計にて説明をさせていただきます。続きまして 15 ページをお願いします。衛生費県負担

金でございます。こちらも国民健康保険基盤安定負担金の県負担分ですが、その負担金増

に伴う補正でございます。国保会計にて説明させていただきます。続きまして歳出の方の

ご説明に移らせてもらいます。29 ページをお願いします。4 款 衛生費でございます。0401
一般保健費です。19 節の負担金、補助及び交付金でございます。上伊那広域連合負担金の

5,000 円減額に伴う補正と伊那中央行政組合、中央病院ですね、負担金増に伴う補正、あと

は地域医療再生事業費負担金の減に伴う補正となってございます。続きまして 28 節 繰出

金でございます。国民健康保険基盤安定繰出金の増、国民健康保険事業繰出金の増に伴う

補正です。国保の方で説明させていただきます。0407 国民健康保険特別会計繰出事業費で

ございます。こちらも繰出金で、国民健康保険特別会計その他の繰出金の減の方になりま

す。国保の方で説明をさせていただきます。続きまして 0401 保健センター管理費でござい

ます。11 需用費ですが光熱水費の関係で役場の関係新電力に切り替えることになってい

ますが、それに伴いまして平成 29 年度中に 4 月分のうちの 3 月 15 日から 3 月 31 日分ま

での支払いを 3 月中に支払うということになっておりまして、そのことに伴う補正となっ

ております。続きまして老人保健費、0424 後期高齢者医療事業費でございます。こちらも

繰出金で後期高齢者医療特別会計総務費繰出金の増に伴う補正でございます。こちらは後

期高齢者の方の特別会計の方でご説明を申し上げます。補正については以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を行います。質疑ございませんか。小出

嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 29 ページの新電力はどこですか。まだ決まっていないのか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 すみません。総務課と同じなんですけれども、役場庁舎と全

部一緒の関係になりますけれども新電力会社というような説明をいただいているんですが

…すみません。 
○１０番 小出嶋委員 あとでお願いします。もう一つ、伊那中央行政組合負担金の増の

主なものは何でしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 分担金負担金の表によりますと運営費の増になっております。運営

費なんですけれども詳細につきまして、あとで資料のほうで提出をさせていただきたいと

思いますがよろしいでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。 
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○１０番 小出嶋委員 はい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他には何かございませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論に入りますが討論あり

ませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。健康推進課に係わる

案件、議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計予算補正予算（第 8 号）健康推進課に係る

案件について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨ご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 5 号 平成 29 年度箕輪町国民健康保険特別会計補正予算（第 5 号）に

ついて細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 5 号 平成 29 年度箕輪町国民健康保険特別会計補正予算（第

5 号）につきまして国保医療係の林係長から説明をさせていただきます。係長 
○林国保医療係長 私の方で国保会計の方の補正予算（第 5 号）についてご説明させてい

ただきます。歳出の方から説明させていただきますので国保の 11 ページをお願いいたしま

す。2 款になりますが、保険給付費になります。4211 一般被保険者療養給付費とその下の

4212 退職被保険者等療養給付費いずれも被保険者数の減により給付費を減額するものでご

ざいます。続きまして国保 12 ページをお願いいたします。7 款 共同事業拠出金でござい

ます。こちらは県内の市町村で医療費をプールする制度でございますが、国保連合会の方

へ支払う拠出金となっております。4411 高額医療費拠出金、その下の 4412 の保険財政共

同安定化事業拠出金、いずれも今年度の拠出金額の決定による金額の減額となりますので

お願いいたします。続きまして国保 13 ページをお願いいたします。12 款の予備費でござい

ますが予備費につきましては 12月の補正で歳入は大きく入ってきた分がありましたけれど

も、12 月増額分となった分を予備費で調整しておりました。今回大幅に歳入が減となりま

すし歳入歳出の調整予備費を減額して対応させていただくものでございますのでお願いい

たします。 
 続きまして歳入の方のご説明をさせていただきますので国保 6 ページをお願いいたしま

す。3 款 国庫支出金でございます。国庫負担金の療養給付費等負担金でございます。こち

らは一般被保険者に係る療養給付費の実績に基づき国から交付される負担金でございます

が、医療費の減額に合わせまして負担金の方も支出が減った分交付金が減りますので減額

を行うものでございます。続いて目の 2 高額医療費共同事業負担金でございます。先ほど

歳出の方でご説明をしました国保連合会に支払う高額医療費拠出金の額が決定しましたの

で、国が負担する 4 分の 1 の金額を減額するものでございます。続きまして国保 7 ページ 4
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款の療養給付費交付金になります。こちらは退職被保険者の給付に対しまして、社会保険

の診療報酬支払基金から支払われる交付金になります。今年度の決定額に基づきまして減

額補正するものでございます。続いて国保 8 ページをお願いいたします。国保 8 ページ、6
款の県支出金でございます。こちらも 3 款の国庫支出金でも説明をさせていただきました

が国保連へ支払う高額医療費の拠出金の減額分に対しまして県が負担する 4 分の 1 を減額

するものでございます。国庫金と同額の金額の減額になります。 
 続きまして国保 9 ページをお願いいたします。7 款の共同事業交付金でございます。高額

医療費共同事業交付金、保険財政共同安定化事業交付金、いずれも国保連合会から交付さ

れる共同事業に係る交付金でございますが今年度の決定額に基づきまして減額補正するも

のでございます。続きまして国保 10 ページをお願いいたします。9 款の繰入金でございま

す。一般会計からの繰入金について補正をお願いするものでございますが、まず節の 1 保

険基盤安定繰入金でございます。こちらは国保の基盤安定分として保険税の軽減分と保険

者支援分という二つがありますけれども、保険税の軽減分については県が 4 分の 3、町が 4
分の 1 を負担するものでございます。保険税支援分につきましては国が 2 分の 1、県が 4
分の 1、町が 4 分の 1 を負担するものでございます。それぞれ一般会計に国と県から収入に

なったものと町の方の繰出分を合わせて国保会計の方に繰り入れをしております。今年度

の対象額の決定額に基づきまして繰入金を増額するものでございます。続きまして節 04 国

保財政安定化支援事業繰入金でございます。こちらは法定内の定められた繰入金になって

おりまして高齢の被保険者数の割合が多いことによりまして医療費の増高に対するもので

ございまして、定められた率を掛けて計算を行います。こちらの法定内で一般会計から繰

り入れをお願いするものでございます。続きまして 6 節 その他繰入金でございます。こ

ちらは法定外繰入として今年度保険料改定の際に大幅な引き上げにならないように 2,700
万円をその他繰入金として計上させていただいておりましたが、財政安定化支援事業の繰

入金増の分を同じ金額減額させていただくものになりますので、お願いいたします。説明

の方は以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今細部説明をいただきましたので質疑を行います

が、質疑ございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑なければ討論に入りますが討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 5 号 平成 29
年度箕輪町国民健康保険特別会計補正予算（第 5 号）につきまして、原案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告させていただきます 
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 続きまして議案第 6 号 平成 29 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 5 号）

につきまして審査を行います。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 6 号 平成 29 年箕輪町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

5 号）につきまして国保医療係林係長から細部説明を申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 私の方で後期高齢者の特別会計補正予算（第 5 号）について説明をさ

せていただきます。補正予算書の後期 6 ページをお願いいたします。歳入についてのご説

明になります。1 款の後期高齢者医療保険料でございます。目の 01 特別徴収の保険料、目

の 02 普通徴収の保険料、いずれも今年度保険料の軽減率が変わったことと、対象となる被

保険者数が増加してきておりまして徴収する保険料の額が増になっております。増額分を

補正することになりますのでお願いいたします。続いて後期の 7 ページ、4 款の繰入金でご

ざいます。歳出の方でご説明をさせていただきますが事務費分で資質が増える分を一般会

計の方から事務費分として繰り入れをするものでございます。続きまして後期の 8 ページ

をお願いいたします。歳出についての説明になります。後期 8 ページ、01 総務費でござい

ます。6701 の徴収費でございますが通信運搬費の補正の増額をお願いするものでございま

す。昨年の 6 月にハガキに関する郵便料金が 10 円値上げがございましたが、そちらの分の

不足分を補正をお願いするものでございます。先ほど歳入の方で増額を事務費として繰り

入れをさせていただくものでございます。 
 続いて後期 9 ページ 2 款の後期高齢者医療広域連合納付金でございます。6720 の後期高

齢者医療広域連合納付金でございますが、こちらは保険料として徴収したものを後期高齢

者医療広域連合へ納付金として納付するための増額補正となりますのでお願いいたします。

説明は以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきましたが質疑を行います。質疑

ございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑なしと認め討論を行います。討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 6 号 平成 29
年度箕輪町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 5 号）につきまして、原案のとおり可決

することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 17号 箕輪町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定についてを

議題といたします。担当課より説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 17号 箕輪町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定に
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ついて国保医療係、林係長から説明を申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 そうしましたら国民健康保険条例の一部を改正する条例制定、議案第

17 号についてご説明をさせていただきます。この条例改正は平成 30 年の 4 月から県も保

健者として国民健康保険の事務を行うようになることから県と町の事務を明文化するため

条例を改正いたします。文言を追加して改正するものでございますので、よろしくお願い

いたします。説明は以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を行いますが質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑なしと認め討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 17 号 箕輪

町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について、原案のとおり可決することにご

異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨報告させていただきます。 
 続きまして議案第 18号 箕輪町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。細部説明をお願いします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 18号 箕輪町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する

条例制定について国保医療係、林係長から説明を申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 議案第 18号 箕輪町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例制定についてご説明いたします。内容は、箕輪町国民健康保険の住所地特例者を後期高

齢者医療保険の制度が引き継ぐというものになります。本来、医療保険につきましては住

所地主義ということで住民票の住所地で保険に加入をいたしますけれども、住所地特例と

いうものは施設ですね。施設に入所をする方がいて、住所を変更された場合でも施設の住

所地の市町村ではなく施設に入所する前に住所があった市町村で保険が適用されるという

ものでございます。住所地の施設の所在地の市町村の給付等が偏ってしまわないようにす

るという制度でございます。後期高齢者の医療保険につきましては県単位で広域連合がご

ざいますので、実際には、県外の施設に入った場合が対象となってきております。また、

附則の部分の削除につきましては市町村条例の改定を国から示されるのは平成 25年の 5月

以来でございまして、附則につきましては平成 20 年度に限定した規定でございました。現

在にあっては死文化しているということでこの機会に現状では不要な条項であるため削除

をするようにということで、資料が来ておりまして合わせて削除を行うものでございます。

説明は以上になります。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきましたが質疑を行います。質疑

ございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑なしと認め討論行いますが討論ございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 18 号 箕輪町

後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例制定について、原案のとおり可決する

ことにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨を報告させていただきます。 
 それでは議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算健康推進課に係わる案件を議題

といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算につきまして健康推

進課に係わる部分を健康づくり支援係、北原係長からご説明いたします。すみません、資

料でご説明させていただきます。配りますのでお待ちください。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 平成 30 年度一般会計の予算についてご説明申し上げます。そ

れでは箕輪町予算に関する説明書とお配りしました資料 1 で説明をしていきたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。歳入の方からお願いします。予算書 16 ページをお願い

いたします。15 款 使用料及び手数料になります。こちらの方、資料ですと 1 ページにな

るんですけれども上の方から順に説明をさせていただきます。03 民生使用料ですね。高齢

者福祉施設使用料の 02 高齢者等福祉施設使用料となっております。こちらはげんきセンタ

ーとげんきセンター南部の使用料の方になります。現在 65 歳以上障がいのある方は無料、

64 歳以下の方は 100 円という利用料となっております。続きまして 04 衛生使用料、西部

診療所使用料でこちらが西部診療所の診療収入となっております。19 ページをお願いいた

します。こちら国庫支出金でございます。衛生費国庫負担金で、こちら国保基盤安定負担

金、母子保健衛生費負担金となります。母子保健衛生費負担金つきましては未熟児養育医

療費負担金の国庫分 2 分の 1 となっております。 
 続きまして 20 ページをお願いいたします。衛生費国庫補助金です。こちら保健衛生費補

助金中の 15 染症症予防事業費等補助金と 18 の母子保健域衛生費になります。こちらの感

染症予防事業費等補助金につきましては、地域保健従事者現任教育推進事業補助の国庫 2
分の 1 となっておりまして、新任期の保健師に対して教育する保健士の報酬についての補

助となっております。母子保健衛生費の補助金につきましては産後ケア、育児母乳相談事

業に対する国庫補助 2 分の 1 となっております。22 ページをお願いします。県支出金です。

衛生費県負担金の 02 老人保健費負担金ですがこちらは後期高齢者保険基盤安定負担金、03
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国保基盤関係負担金、こちらは国保基盤安定の負担金です。04 母子保健衛生費負担金でご

ざいますが、こちらが未熟児養育院医療費の県負担分 4 分の 1 の補助金負担金となってお

ります。23 ページをお願いします。衛生費県補助金でございます。保健衛生費補助金でご

ざいまして、まず 28 精神保健事業費補助金、これは地域自殺対策強化事業補助金となって

おります。続きまして健康増進事業費、こちらは歯科ドックですとか肝炎等の健診事業、

あとは健康相談健康教育等健康増進事業に対する補助金となっております。 
 続きまして資料 2 ページをお願いいたします。予算書の方は 27 ぺージをお願いいたしま

す。財産収入ということで財産貸付収入でございます。土地建物貸付収入でこちらは旧北

部診療所の貸し付けの方の収入となっております。30 ページをお願いいたします。繰入金

で国民健康保険特別会計繰入金で、こちらは国保加入者の方の各種検診料の軽減差額分と

なっております。続きましてその下の方、18 ふるさと応援基金繰入金でございます。こち

らの方のふるさと応援基金繰入金を0417健康増進事業費の方に繰り入れていただいており

ます。続きましてページ 37、雑入でございます。雑入の方はご覧いただいて、大きなとこ

ろだと 0425 後期高齢者保健事業費の後期高齢者健康診査事業費の補助金、後期高齢者市町

村特別対策広報等事業交付金がこちらの雑入の方に補助金として入るという形になってお

ります。歳入については以上になります。 
 続きまして歳出の方のご説明をさせていただきます。予算書の 75ページをお願いします。

資料の方は 3 ページになりますが歳出につきましては主な増減の理由について中心変わっ

たところだけ説明させていただきたいと思います。75 ページ 0321 高齢者等福祉施設管理

費でございます。こちらはげんきセンター、げんきセンター南部、西部ふれあいサロン、

高齢者 3 施設の維持管理に掛かる経費となっております。こちらの方 289 万 2,000 円の減

となっておりますが、前年げんきセンターの方にエアコン、空調設備の方設置させていた

だきました。30 年度は大きな工事の方は予定しておりませんので、その差額となっており

ます。プラスになる部分としてはエアコンを設置したことによります光熱水費が増額とな

っております。88 ページをお願いいたします。0401 一般保健費でございます。こちらは職

員の人件費ですとか保健補導員会食生活改正推進員などの健康づくりの要となる組織の育

成ですとか平成 30 年度に予定しております健康増進計画、食育推進計画策定に関する経費

です。あと伊那中央行政組合広域連合などの各種負担金、また国民健康保険財政基盤安定

に資するための国民健康保険特別会計の繰入金などが主な歳出になっております。増減で

すが、平成 30 年度に計画づくりを予定しているんですがその健康増進計画策定委員の報酬

ということでそちらの方が増となっております。あと伊那中央行政組合負担金が増となっ

ております。 
 89 ページをお願いいたします。0404 予防接種事業費でございます。こちらは予防接種に

関する経費、今全て医療機関での個別接種になっておりますが、個別接種委託料とワクチ

ン代に掛かる経費となっております。現在小児に対する予防接種が 10 種、高齢者に対する

予防接種が 2 種となっております。こちらですが 86 万 1,000 円の減になっておりますが、
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接種対象者の減少による医薬材料費の減と委託費の減となっております。出生数が少し減

っておりますので、それに見合った予算としてございます。同じ 89 ページ 0408 精神保健

事業費でございます。こちらの方は非常勤保健士の報酬ですとか、来年平成 30 年度に計画

を予定しているんですが自殺予防計画策定委員の報酬や心の相談の医師ですとか臨床心理

士への謝礼、自殺予防対策のための啓発に掛かる経費を計上してございます。主な増減と

いたしましては、平成 30 年の計画を策定します自殺予防計画策定委員の報酬の増、あとは

平成 29 年 9 月から導入をしておりますが、メンタルチェックシステムの委託費が昨年より

プラスになっております。 
 予算書 90 ページをお願いします。保健センターの管理費でございます。こちらは保健セ

ンターの施設維持管理に関する経費でございます。保健センターにあるエレベーターです

とか自動ドア、電気管理、消防設備点検等が含まれます。こちらの主な増減理由ですが 11
の需用費、光熱水費ですが新電力切り替えによる光熱水費の減というのが 1 点、それと 15
工事請負費ですがエレベーターの機能維持工事請負費の増額と備品購入費が増となってお

ります。予算書 91 ページをお願いします。資料 4 ページをお願いします。こちら 0415 母

子衛生費でございます。こちらは非常勤の保健士ですとか管理栄養士、歯科衛生士の報酬、

妊婦健康診査、乳幼児健診等の健康診査ですとか、産後ケア、育児母乳相談等事業の委託

料、離乳食教室、母親学級等各種教室相談事業、保健指導に掛かる経費ですとか、不妊治

療、未熟児養育医療費等の補助金に掛かる経費となっております。主な増減ですが 13-01
委託料です。妊婦健康診査の委託料の方が実績の方から献上しまして減額となっておりま

す。19 の負担金及び税金ですが、こちらの方は妊婦一般健康診査、乳児一般健康診査につ

いて県外でお受けになられた方、あとは不妊治療費の補助に対する金額ですが、こちらの

方は実績に応じて増額となっております。 
 予算書の 92 ページをお願いします。0416 検診事業費でございます。こちらは循環器で

すとか各種成人の健診に掛かる経費となっております。こちらの主な増減理由なんですけ

れども、非常勤職員の報酬の増と胃がんリスク健診の対象者を拡大し 42 歳を追加しており

ます。リスク健診の対象者は拡大しているんですが、健診委託費自体は減額となっており

ます。対象者を増やしておりますが実績等応じまして委託費全体としては減ということに

なっております。同じく 92 ページ、0417 健康増進事業費でございます。こちらは健康ア

カデミーですとか健康ポイント事業活動量計読み取りシステムといった健康増進に係る事

業に関しての経費となってございます。こちらの主な増減ですが、非常勤職員の報酬の減

です。主なここの事業の経費なんですけれども、健康ポイント事業について 165 万 9,000
円、活動量計を用いた健康事業について 82 万 7,000 円という予算を計上させていただいて

おります。こちらの経費につきましてはこれに係る経費、いろいろな委託料ですとか印刷

物ですとかそれを含めたものを計上してあります。 
 93 ページをお願いします。老人保健費の方になります。0424 後期高齢者医療事業費でご

ざいます。こちらは後期高齢者医療療養給付費、後期高齢者医療広域連合事務費負担金、
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後期高齢者医療保険基盤安定繰出金となっております。0425 後期高齢者保健事業でござい

ます。予算書は 94 ページをお願いいたします。こちらは後期高齢者の健診ですとか人間ド

ック、健康づくりに係る経費となっております。後期高齢者受診者が増加して後期高齢者

の方の健診を受ける方が増えておりまして、それに伴いまして健診費の方は増額、人間ド

ックの補助の方も増としてございます。例年外出支援金ということで予算を計上しており

ましたが、後期高齢者の方の補助の方でこの外出支援金という補助の方が来年度から廃止

となるということでこちらの方は減となっております。予算書 97 ページをお願いいたしま

す。0440 西部診療所を運営事業費でございます。こちらは西部診療所の運営に掛かる経費

でございます。診療の実績に応じまして医薬材料費の方が減となってございます。一般会

計のご説明については以上となります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明をいただきましたので質疑を行います。

質疑ございませんか。小出嶋委員 
○小出嶋委員 二つちょっと、一つはげんきセンターの利用状況、沢と南部ですけれど減

っているんですけれど人数が減る見込みがあるのかどうかということ。 
それから二つ目ですけれど、健康ポイント事業の今年事業費を 160 万くらい増やしてお

りますけれど今年の特徴、特徴というか 30 年度の健康ポイント事業の特徴が何かどういう

のがあるのかというのをお願いします。それから、健康診断というか健診事業の受診率の

向上に向けた部分の取組みについて簡単に解説をお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 げんきセンターの利用状況ございますが、こちら歳入の方を

見ると料金も 100 円と、平成 29 年 4 月に改定させていただきまして、300 円から 100 円に

値段を下げたということもございます。利用された方が段々65 歳以上になられて無料の方

に移行しているということもございますが、実績的にはですね、減ってはいないです。利

用については収入は減っていますが利用実績としては減っていなくてですね、平成 28 年度

と比較しましてもげんきセンター、げんきセンター南部両方合わせまして増えているよう

な状況になっております。特に 100 円と金額を安くしたことも影響しているのか若い方の

利用の方も増えているような状況でございます。 
次の健康ポイントですが、すみません、こちら資料の書き方がいけないんですが、資料

の方で書いた 165 万 9,000 円というのは増えた分ではなくて、これに掛かる経費をいろい

ろすみません、予算書でいくと印刷製本ですとかいろいろなところに健康ポイント事業の

ものが分かれているもんですから、こちらをまとめさせていただいて健康ポイント事業に

掛かる経費が 165 万 9,000 円という形で平成 29 年度に比べて特別予算的にはあげている状

況ではないです。予算規模的には同程度となっております。内容につきましては、一応年

度で一端区切る形になっておりますので、新しいカードで新しいウォーキングパップでス

タートする予定でおります。同じように大体対象となる事業はそれ程は変わらないんです

が、例えば高齢者のほうのサロンですとかそういう所でやっているような健康づくりとか、
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他の課で行っているような健康づくりの教室ですとかそういったものをですね、今募集し

ているところなんですけれども、少し範囲を拡大して対象となる講座ですとか教室を増や

したいなと思っております。今の制度上ですと後半にスタートする方がなかなかポイント

が貯まりにくいような状況になっておりますので、げんきセンターを利用した際のポイン

トの還元率をですね、少し見直しをしてもう少しげんきセンターを利用した際のポイント

が貯まりやすいような形には変えていきたいというふうに考えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 受診率向上の取り組みですけれども、今まで行っているものと今年

からちょっと考えているものをご説明いたします。まず春に健診の取りまとめをするんで

すけれども、不明確な方とか申し込みのない方にまず電話で勧奨を行います。春の健診、

秋の健診あるんですけれども、そこでまた未受診の方にも電話等で勧奨、受診を勧めます。

あと保険証の更新が年 1 回あるんですけれども、そこでも通知を同封して保険証と一緒に

送付をさせていただいております。春、秋で大体さわやか健診が終わるんですけれども、

そこで尚且つ未受診の方にもまた再度電話で受けていただくように勧奨をしております。

今年は国保に入っていても事業所に勤めている方が事業所で受けるという場合があるんで

すね、そちらは町の方でも件数が把握できないものですから、事業所のほうに提出のお願

いをしています。商工会を通して 600 件ほど通知を差し上げました。あとは医師会のほう

に厚労省からも通知が出てるんですけれども医師のほうからも受診を勧めていただくとい

うことで町のほうでも医師会のほうにこちらお願いをしております。あと今年は何度も電

話をしたりとか通知を差し上げたりするんですけれど、尚且つ未受診の方にはこちらから

受診券を送ってしまうことを考えております。郵送料等掛かるんですけれども、そんな形

で未受診者に対しての勧奨を行っていく予定でおります。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはございませんか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 二つ質問をさせていただきますが、健診事業の（聴取不能）行っ

ているわけですけれども、その事後指導の実態について数字は分かっているのがありまし

たらお願いいたします。 
それから西部診療所について健診の日数等を減らした経過がある訳ですけれど、そうい

う中での現状、課題等がありましたらお教えいただきたい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 ただ今の質問ですが、まず健診後の事後指導なんですが、循

環器のさわやか健診につきましては、健診を受けていただいた方全員に結果説明会という

形で実施いたしまして、全員の方に結果説明会に来ていただくようにお願いをしておりま

す。大体結果説明会にお越しいただいたり、あと窓口のほうでお返しをする形、直接面接

して指導しながらお返して出来る方が約 9 割くらいになっております。かなり結果説明会

でお返しすることが定着しているのかなというところでわりと多くの方に参加をしていた

だいておりますので、会って説明出来るような状況にはあります。あと中でも今特定健診
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と言われている中では階層化、リスクの高い方については、より綿密な特定保健指導とい

うものを実施することになっております。その特定保健指導の実施率につきましては平成

28 年が今法定報告が確定しているものになりますが、今 83％ということで県内でも 12 番

目の上位の成績となっております。あと精密検査とがん健診等につきましては、精密検査

の方に確実に精密検査を受けていただけるように成形管理のほうを行いまして、医療機関

のほうに精密検査の受診票を出していただいて戻ってくるんですけれど、その戻ってこな

い方については電話をしたりですとか、まだ受けていない方は勧奨したりして取り組んで

いるところでございます。 
続いて西部診療所でありますが、西部診療所につきましては 1 日平均週に 2 回だったの

が週に 1 回になっているんですが、1 日平均の利用率については、週 2 回やっていた時も 1
日やった時も変わらない状況でして、1 日平均 2.76、約 3 人弱という状況になっておりま

す。ですので利用されている方がですね、大体 80、平均が 85 弱くらいの感じなんですけれ

どもその方達が 10 名くらい利用いただいているんですが、来てお薬をもらってという状況

ですので週 1 日になってもそんなには大きな影響はなく運営出来ているかなという状況で

あります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 あとはよろしいですか。議長 
○１５番 木村議長 90 ページにメンタルチェックシステム委託料 5 万円とありますけれ

ど、これって心の体温計の関係ですか。5 万円なんですか。これだけ月に 1,200 件以上の利

用があって 5 万円。安いですよね。 
もう一つ、がん健診の関係で委員長も一般質問していたんですけれど子宮がん健診、全

国平均の半分じゃないですか、受診率が。施政方針の中に健診実施期間を拡充し環境を整

えていきたいとあるが、具体的にどんな取り組みをされているか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 子宮がん健診につきましては、出来るだけ受けやすくという

ことで県の相互乗り入れ事業とかもありますので、町のバスの検診だけではなく個人の医

療機関でも受けられるように節目の年齢にはなりますが、そういう方たちが受けていただ

けるような体制には昨年からなっております。それに合わせて辰野町にほたるの里健診セ

ンターというのが新しく出来ています。そちらの方で子宮がん検診が健診可能という話が

ありましたので、町の検診が大体 12 月くらいに終了となってしまいますので、それで受け

られなかった方たちに受診勧奨しましてそちらの検診センターの方にご案内できたらと考

えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 すみません。今の説明の捕捉なんですけれど、受診率のほうなんで

すが、町で 16％くらいと申し上げたのは、町のさわやか健診とかで受けた方しかこちらが

把握できないものですから実はそれだけの数字なんですね。健診を、子宮がん健診を勤務

先で受けるとか医療機関で受けるとかいった方々についてちょっとこちらでは把握が出来
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ない部分がございまして、実はそういった方々は町で受ける方々の 2 倍、3 倍近くいらっし

ゃるのでそういった方々が正確な数字を把握で出来ないものですけれど実際に受けている

かというのも把握出来ない方がいらっしゃってそういう方を入れると多分、国には近い数

字になるかなと思っております。 
○１５番 議長 あまりにも少なすぎたので、答弁の中で少なすぎたので。 
○柴宮健康推進課長 もう少し詳しく説明すれば良かったですね。すみません。町だけで

受けた健診の数字でしたので、すみません。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか一つ。この資料の 1 でお聞きしたいん

ですけれど、最後のページの胃がんリスク健診、45 歳で始まったこの健診者数ですかね、

それと発見された数ですか、それをちょっと教えていただきたいんですけれど。係長 
○北原健康づくり支援係長 正確な数字をすみません、（聴取不能）80 人くらいの方がお受

けになっていて、内視鏡検査をした方が良いですよという判定が出た方が 10 数名だったと

いうふうに認識をしております。追跡のほうについては今後していく予定ではあります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。大槻委員 
○２番 大槻委員 外出支援券、減とあるんですけれど取りやめなんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○北原健康づくり支援係長 主に、外出支援券は福祉課で行っているものでして、後期高

齢者の 75 歳以上の方の活動支援という形で補助事業の対象になっておりましたので、そち

らの方で補助するということで健康推進課の方で費用負担していた部分がございました。

事業自体ではなく補助があったのでこちらのほうで支払いをしていたという、それがなく

なるということでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいですか。それでは質疑終わりまして討

論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 25 号 平成 30
年度箕輪町一般会計予算、健康推進課係わる案件につきまして原案のとおり可決すること

にご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨本会議でご報告させていただきます。 
○柴宮健康推進課長 議案第 26 号 平成 30 年度箕輪町国民健康保険特別会計予算につき

まして国保医療係の林係長からご説明をいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 私の方で国民健康保険特別会計の 30年度予算についてご説明をさせて

いただきます。まずはお配りした資料の方をご確認いただければと思います。30 年度から

財政運営が県主体となります。それに伴いまして科目の変更等が大幅にありますのでまず



 
 

平成３０年３月定例会福祉文教常任委員会審査 

 

-41- 
 

ご確認をお願いいたします。資料ナンバー2 の 1 ページが 30 年度の国保会計の資金の流れ

になっております。めくっていただきまして 2 ページが今年度、29 年度の国保会計の資金

の流れになっております。9 年度に関しましては 3 月の補正後の予算ベースでの数字になっ

ております。今まで国庫、また社会保険の診療報酬の支払基金、また国保連合会等から歳

入を受けていたものがなくなりまして、県の方から入るものが主なものになります。30 年

度の方の 1 ページを見ていただきますと、右側、国保特別会計の方見ていただいて真ん中

の歳入というところなんですが被保険者の方から徴収をさせていただく国保税とそれに伴

う督促手数料等の使用料手数料ですね、2 款と国庫支出金については特別なもののみの

1,000 円と 6 番の県の支出金が一番大きな収入になってまいります。あとは 10 番の繰入金

ですが、こちらは一般会計の方から繰入れをするものが主なものになっております。その

他は諸収入等ございまして歳入の方の予算になっております。 
 続いて資料ナンバー2、1 ページの国保特別会計の同じページの右側の歳出についてです

けれども、こちらの方も今まで後期高齢者の支援金、前期高齢者納付金、介護納付金、共

同事業拠出金等、社会保険の診療報酬支払基金へ支払うもの、または国保連合会の方へ支

払うもの等がございましたが今度は徴収をした保険料につきましてはその他の収入と合わ

せまして 3 番ですね、国保事業費納付金ということですべて県の方へ納付をするものにな

ります。1 番の総務費につきましては事務費、人件費等になります。2 番の保険給付費につ

いては今までと同じように医療に係る分の給付になりますが、こちらについても支払いの

方は連合会にする形になるんですけれども支払った給付にかかった医療につきましてはす

べて県の方で賄うということで県からの負担金で入ってくるお金になります。3 番の先ほど

説明した国保事業費納付金がすべて県の方へ納付をする納付金になります。 
 あと 5 番の保健事業費につきましてはこちらは引き続き町が行う事業、健診事業ですと

かその他の人間ドックの補助ですとか、そういったものにつきましては引き続き市町村が

行うということで 5 番の保健事業費がそのまま残るような形になります。あとは緒支出費

等になりまして予算ベースでいきましても 5 億円ぐらいですかね、金額的にも少し縮小さ

れるような形になります。1 ページの国保の流れの方の文字が斜めに自体がちょっと違って

いる部分、全て 0 が入っている部分がございますがそちらが今まで市町村が支払いをして

いたり市町村へ直接入ってきたりという科目でしたが、それがすべて県を通してという形

になってきますのでまずご確認をお願いしたいと思います。 
 こちらを踏まえまして予算書の方説明をさせていただきます。説明書の方の国保 3 ペー

ジをお願いいたします。歳入についてになります。1 款の国民健康保険税でございます。こ

ちらは一般被保険者と退職被保険者に掛かる保険税それぞれございますが、29 年中の所得

が現在申告を行って受付をしている期間でございますので、確定されておりませんので所

得ベースにつきましては前年度所得で計算をさせていただいております。収納率につきま

しては現年度は 95％、過年度については 28％で計算をしております。また 30 年度から国

保の保険税を計算する際の算定方式を 4 方式から 3 方式ということで方式を変更しており
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ます。変更した上で被保険者の方から徴収できる全体での総額はほぼ前年並みとなるよう

に調整をさせていただいておりますが、前年に比べて減額となっている分につきましては、

対象者の人数が減ったことによる減額でございます。 
 国保 4 ページ 2 款をお願いいたします。こちらが使用料及び手数料ということで国保税

の（聴取不能）後の納入に掛かる督促手数料の収入になっております。修正で国保 5 ペー

ジ 3 款の国庫支出金でございます。先ほどご説明をさせていただきましたが原則国からの

収入というものはなくなります。国が示す 30 年度以降の歳出科目の指示に基づきまして、

災害臨時特例補助金というものを科目上設けておりますけれども予算は 1,000 円で計上さ

せていただいております。続きまして国保 6 ページをお願いいたします。6 款の県支出金で

ございます。県支出金が先ほど申し上げたように収入の主なものになってきますけれども、

まず保険給付費等交付金で節の 01 普通交付金でございます。こちらは給付に係るものと審

査手数料の一部について全額県が見ていただくものでございまして、こちらの数字につき

ましては県から示された見込額で計上をしております。 
 続いて節の 02 の特別交付金になります。こちらも県から交付されるものですが給付費以

外のものでございまして、特別調整交付金や努力支援に掛かるものの交付になってきてお

ります。続きまして国保 7 ページの 8 款になります。こちらは財産収入になりますが基金

等の利子ということで 1,000 円計上しておりますが、現在基金の方は 0 ですので今後繰越

金等あれば基金へ積んでいきたいと考えております。続いて国保 8 ページ、9 款の寄附金で

ございます。こちらも前年度までは科目がございませんでしたが、国からの示された 30 年

度以降の予算科目に基づきまして、科目を設定したものでございます。1,000 円のみ計上さ

せていただきました。 
 続いて国保 9 ページ、10 款の繰入金でございます。こちらは一般会計からの繰入金とい

うことで補正予算の方でもご説明をいたしましたが、保険基盤安定の繰入金の税の軽減分

と保険者支援分、また職員の人件費事務費等、あと出産育児一時金で支払った金額の 3 分

の 2 を一般会計の法定外繰り入れということで繰り入れを行います。節の 06 その他繰入金、

こちらにつきましては 30 年の 8 月からですかね、福祉医療費の方が窓口無料化ということ

で乳幼児に限って医療機関の方で支払いがなくなるわけなんですけれども、それに伴って

国保の国からのお金がペナルティーということで調整交付金が減らされてきてしまいます。

その分を国が市町村に市町村の対象者数で納付金に上乗せをするということになっており

ますので、その納付金上乗せ分を福祉の方の一般会計から国保会計へ繰り入れていただく

ものになっておりますのでそちらの金額が 33 万 1,000 円ということになります。あとは基

金の方の繰入金が 1,000 円のみ科目の計上をしております。 
 国保 10 ページをお願いいたします。11 款の繰越金でございますが、こちらも現時点での

金額ということで 1,000 円科目を設定しておりまして 1,000 円のみ計上させていただいて

おります。続いて国保 11 ページ、12 款 諸収入でございます。こちらはほぼ例年並みの数

字を計上させていただいておりますが、国保税の期限後の納付の方の延滞金収入ですとか
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あと第 3 者の納付金ということで、事故に遭われた方の給付の分を求償した際の収入分、

また返納金ということで資格喪失後受診等があった場合に保健費分を返還していただく分

を雑入として収入に計上しております。また健診を受診していただいた際の自己負担分も

諸収入ということで雑入に入ってきておりますのでお願いいたします。続いて国保 12 ペー

ジをお願いいたします。13 款の町債でございます。こちらも昨年度までは科目を設定して

おりませんでしたが国が示す科目に基づき 1,000 円のみ予算を計上するものでございます。

13ページから以降の歳入に関しましては療養給付費交付金、14ページの前期高齢者交付金、

15 ページの共同事業交付金、いずれも昨年度まで社会保険の診療報酬支払基金、国保連合

会の方から収入となっていた交付金でございますが、30 年度からはなくなりますので廃目

ということになりますのでお願いいたします。 
 続きまして国保 16 ページの歳出をお願いいたします。まず 1 款の総務費でございます。

4111 一般管理費からございますがほぼ前年と大きな変更はございません。人件費につきま

しては人数が減っている関係もございますので、4111 につきましては昨年に比べて 1,100
万ほど減額となっております。ですのですみません、18 ページの 16 ページから 18 ページ

くらいまでの総務費に関しましては大きな違いはありません。最後 18 ページの診療所費に

つきましては東部診療所の方の起債の償還が 29 年度で終了となりますので、廃項となって

おりますのでお願いいたします。続いて国保 19 ページの 2 款 保険給付費になります。保

険給付費につきましては支払った金額すべてを県の方で交付金として交付いただけるもの

になっておりますので、先ほどの県の方の収入に合わせた金額が歳出ということで計上し

ております。4211、4212 の一般退職の療養付費、また 4213、4214 の療養費一般退職それ

ぞれと国保 20 ページ、4215 の審査支払手数料ですが、こちらも一部市町村負担の部分が

ございますが県の方で同じ交付金として入ってくるものでございます。続いて保険給付費

の方の高額療養費、21 ページの移送費等につきましても支出があった際は県の方へ請求を

しまして支払われるものでございます。一旦は市町村から対象の方に払ったり連合会に払

ったりという形になりますが同じ分を県からいただけるものにしております。国保 21 ペー

ジの一番下のところにあります出産に掛かる分ですね、ちょうど 22 ページとまたいでしま

っているんですが 4241 の出産育児一時金、こちらにつきましては県の方からは交付はされ

ませんので、市町村で徴収した税または入ってきた収入で賄うものとなっております。ま

た 4251 の葬祭費につきましても市町村の支出、単独の支出となります。 
 続いて 23 ページの 3 款 国民健康保険事業費納付金でございます。こちらは県の方へ納

付する納付金になっております。それぞれ区分が分かれておりますけれども、県の方で見

込みということで示されてきた金額を計上しておりますのでお願いいたします。続いて国

保 25 ページの 4 款 財政安定化基金拠出金でございます。こちらにつきましても今年度支

出の予定はございませんので、予算のみ計上をさせていただいております。続いて国保 26
ページ 5 款の保健事業費でございます。こちらについては 4511 の特定健診に掛かるもの、

4512 の疾病予防費に掛かるもの、あと 4514 の保健指導事業に掛かるものということで、
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それぞれ事務事業が分かれております。若干金額の方が前年に比べて減ってきている部分

に関しましては健診に係る人数が減ってきているということでその分の減になってきてお

ります。続いて国保 28 ページ、6 款の基金積立金でございます。こちらも現在は基金の積

み立てがございませんので 1,000 円を科目をつくり 1,000 円を計上させていただいており

ます。7 款の公債費につきましては昨年と同じ金額を計上しております。 
 国保 30 ページ、8 款の諸支出費でございます。こちらもほぼ前年とを同じ金額を計上さ

せていただいております。退職被保険者にかかわる還付金が減っておりますが、こちらに

ついては退職被保険者数が減っておりますので、金額の方も少し減らして計上を行いまし

た。あとは前年度 0 で今年 1 というふうに数字の方入ってきている部分がありますけれど

も、そちらについては県の方の示す予算科目に基づきまして科目の変更をしたり新しく科

目のみ設定して計上させていただいたものが主なものになっておりますのでお願いします。

続いて国保 32 ページ 8 款 同じく諸支出費でございます。こちらにつきましても同じよう

に県の科目に基づきまして設定をしております。指定公費支出金につきましては対象者が

減ってきておりますのでこの分は若干減額となっております。国保 33 ページの 9 款 予備

費につきましては県の方からも給付についてはすべて県の方で交付がありますので、大き

な計上をする必要がないということでできる限り保険に被保険者の方々が納付いただく保

険料に影響がないように最低限の予備費を計上させていただきました。34 ページ以降につ

きましては、今年度支出がないもので前年との比較ということで載っておりますので見て

いただければと思いますが、後期高齢者支援金等、前期高齢者納付金等、老人保健拠出金、

介護納付金、共同事業拠出金、いずれも 30 年度の支出はございませんのでお願いいたしま

す。廃項となっております。お願いいたします。説明は以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明いただきまして質疑ございませんか。小出

嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 人件費は総務委員会でやると思いますけれど、減っているものは

県に移管したことによって減ったのかという事と、二つ目ですけれど福祉医療のペナルテ

ィというのはまだずっとあるんですかという事と、それから町債というのは何が想定して

いるのか。とりあえずその三つをお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 総務費の人件費につきましては、昨年度の当初では 5 名という事で人

数が設定されておりましたが、補正で 3 名に減らされております。今年度は 4 人分という

事で昨年に比べれば減額になっているんですが、年度末からの人数からは一人増えている

形にはなっているので特別県に移管したからという事ではないかと思いますが、国保医療

係また税のほうの国保税担当の職員の分と会計事務をしている職員の分ということで 3 名

分出ているかと思いますのでお願いします。 
あと 2 点目の福祉医療に関するペナルティになるんですが、こちらについてはちょっと

国のほうの見解がまだはっきりしてきていないんですけれども年齢は引きあがってきたん
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だと思うんですね。6 歳までは全く見ないというかペナルティを与えないという事で、就学

時以上の人数に対するペナルティになってきていると思うんですけれど、それが今後もう

ちょっと大きく見直されてペナルティから外すかどうかというのは今後国の状況を見るこ

とになるかと思います。ちょっと今の段階では何年までとかという事は示されていないの

で続くかなというところなんですが。 
町債につきましては、特に今までも計上していなかったものでありますが、すみません、

国のほうで示されてきた科目に基づいて 1,000 円計上させていただいたものになっていま

すので特別何かあるという訳ではないんですがよろしいでしょうか。 
○１０番 小出嶋委員 何か町債を借りるような事、国保の中で想定されるものがあるの

かどうかということですが。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 広域化に伴いまして、今後は一般会計からの繰り入れというのは当

面は今制度が始まった当初はやってもいいですよってことですけれど、今後はないという

事が基本です、一般会計からの繰り入れが。そうなりますと借り入れ、普通の借り入れを

国保として借り入れる事があった場合にという科目でございます。ないと思いますが、一

応国の科目を指定してきておりますので町のほうでも科目を設定させていただいたもので

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいでしょうか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今答えられなくても良いですので、町債というのは建設事業債で

はないのですね。特例でこういうのを今度の制度改正で認められたのかという事です。今

言ったように金が足りなくたったから町債というのはあり得ないと思うんだけれど。 
あと二つほどお聞きしたいのですが、特定健診の人数が減っているのは対象者が減って

いるということなのか、そのことが一つ。これから基金を町として積んでいく必要がない

のかどうかという事が二つ目。それから税のほうに聞いたほうが良いのか分かりませんけ

れど、国保のほうとしても今回算定方法を変更する事に伴うこの被保険者というか説明は、

税の通知以外でも知らせたほうが良いと思うが予定はあるのかどうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 保険事業に関する減額について人数がということでしたけれど、対象

となる人数が減ってきているという事で金額のほうが少なくなってきております。 
2 番目の基金についてという事なんですけれど、今後は繰越金がもし出た場合は基金に積

んでという事は考えられるかなと思いますけれど、今年の予算上ではちょっと今余裕がな

いというか、29 年度今年というか 30 年度の予算で 29 年度の見込みも今まだ大きく繰越が

出来る状況では判断が出来ませんので、繰越金が今後大幅に出た場合は短期間であっても

基金へ積んでという事を考えていくほうがいいのかなと考えていますけれど。 
あと 3 点目の広報につきましてですが、広報の 5 月号で、今月出した 3 月号についても

国保の制度改正につきましては見開きで 2 ページで制度改正のご案内差し上げていますけ
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れども、広報の 5 月号で今度は税のほうの算定方式変更したっていうものを中心に再度 1
ページですけれども掲載をする予定で今原稿を作っているところでございますのでよろし

くお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 関連ですけれど、基金は県に移行したから県が積むから積まなく

て良いということはないんですね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○柴宮健康推進課長 基金のほうは今まで通りの運用をさせていただくようになります。

県だから町は積まないということもないと思いますが、やはりあまり沢山あるのもおかし

いという形にはなりますので、今までみたいに給付費に備えてとかという形での基金の積

み方はしていかなくて、基本的には保険税のほうで毎年、毎年調整をしていく形になるか

と思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑を終わります。質疑を終わって討論あり

ませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 26 号 平成 30
年度箕輪町国民健康保険特別会計予算につきまして、原案のとおり可決することにご異議

ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告いたしま。 
 続きまして議案第 27 号 平成 30 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計予算についてを審

査を行います。細部説明をお願いいたします。課長 
○柴宮健康推進課長 議案第 27 号 平成 30 年度箕輪町後期高齢者医療特別会計予算につ

きまして国保医療係、林係長から説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○林国保医療係長 私の方で後期高齢者医療保険に係る予算の説明をさせていただきます。

お配りした資料の方のナンバー3 を 1 枚ものですけれどもご確認お願いいたします。後期高

齢者の医療保険制度につきましては、大きな変更はございませんので昨年とほぼ同じよう

な資金の流れになってきております。右側の後期高齢者特別会計という方を見ていただき

ますと、歳入として保険料で徴収したものはすべて保険料負担金ということで後期高齢者

の広域連合の方へ支払いをするものでございます。基盤安定繰入金につきましても後期高

齢者特別会計の方へ繰り入れとなったものはすべて後期高齢者の広域連合の方へ支出を行

っております。事務費繰入金につきましては人件費と事務費になっております。保険料還
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付金につきましても歳出をしたものを後期高齢者の還付金自体は歳出の方で対象者の方へ

支払いを行いますが、同額を後期高齢者の広域連合から歳入として収入になるものでござ

います。あとの過料雑入督促手数料については、予備費ということで計上させていただく

ものになります。こちらを踏まえまして説明の方をさせていただきますのでお願いいたし

ます。 
 予算書の方の後期 3 ページをお願いいたします。こちらは後期高齢者の方々ご負担いた

だく保険料になっております。特別徴収分と普通徴収分と分かれておりまして、特別徴収

というものは年金の方から天引きさせていていただく保険料になります。普通徴収につき

ましては、直接納付をいただく保険料になっております。特別徴収分につきましては全額

が収入になって未納というものはございませんので、普通徴収の保険料に限って滞納繰越

分ということで過年度の分の保険料の収入科目が設けてございます。続いて後期 4 ページ

の 2 款でございます。こちらは使用料及び手数料ということで期限を過ぎて納付いただく

方の督促手数料の収入になります。続いて後期 5 ページ 4 款の繰入金でございます。こち

らは一般会計からの繰入金になりまして、総務費繰入金ということで人権費、事務費に関

するものまた基盤安定が繰入金ということで保険基盤安定に関する金額の一般会計からの

繰入金になります。続いて後期 6 ページの 5 款 繰越金でございます。こちらの方は現時

点では 1,000 円のみの計上となっております。続いて後期 7 ページの 6 款 諸収入でござ

いますがこちらについては延滞金また還付加算金等に保険料の還付金ですね、先ほど個人

の方に支払った分を同じ金額、後期高齢者広域連合から収入として歳入になってくると言

ったものの金額が形状になっております。歳入は以上です。 
 続いて後期 8 ページの歳出をお願いいたします。後期 8 ページ 1 款の総務費でございま

す。6700 一般管理費と 6710 徴収費につきましては、人件費、また保険料の徴収に係る事

務費が主なものでございます。続いて後期 9 ページの 2 款 後期高齢者医療広域連合納付

金でございますが、こちらについては後期高齢者の広域連合の方へ支払いをするものにな

っております。続いて後期 10 ページ、諸支出金になります。3 款の諸支出金です。こちら

は保険料の還付を行う際に過年度分の保険料であった場合はこちらから支出をさせていた

だきます。後期 11 ページの 4 款 予備費につきましては昨年と同額で計上させていただい

ております。説明の方は以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明いただきましたので質疑を行いますが、質

疑ございますか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 質疑ないようですので討論行いますが、討論ありませ

んか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め、議案第 27 号 平成 30 年度箕輪町後

期高齢者医療特別会計予算について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨を本会議でご報告をさせていただきます。それでは先ほどの、お願いします。 
○柴宮健康推進課長 国保の小出嶋議員さんからご質問があった町債についてなんですけ

れども、すみません、先ほどの説明ちょっとうろ覚えで説明して申し訳ありませんでした。

この国保の方の町債にありますが、市町村が都道府県の財政安定化基金から借入を受ける

場合にここに計上するものということでございます。そういう場合が生じた場合は補正で

対応させていただくという形になるものでございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員、それでよろしいですか。それでは審査を

終わります。 
【健康推進課 終了】 

 
④税務課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 議案第 16号 箕輪町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定についてを議題といたします。税務課長より説明をお願いいたします。課長 
○深澤税務課長 それでは議案第 16号の説明をさせていただきますのでお手元の議案書を

ご用意ください。それでは議案書の 6 ページをお開きください。今回、国民健康保険税条

例の改正をお願いするわけでございますけれども、背景趣旨につきましては平成 30 年度か

ら国民健康保険の財政運営主体が長野県となることに合わせ、国民健康保険税の算定方式

について資産割を含む 4 方式から県が算定の基本とする資産割を含まない 3 方式に変更を

お願いするものでございます。所得割の税率について見直しを行うというものでございま

す。この見直しは箕輪町国民健康保険運営協議会の答申に基づいておりますので申し添え

ます。 
 2 番の改正でございます。国民健康保険税の税率等の変更を行うものでございますが具体

的には次の表のとおりでございます。医療費給付費分の税率改正また後期高齢者支援分、

それから介護納付金分の改正を行うわけですけれどもそれぞれ 2 列目の資産割の欄もです

ね、改正前のものをすべて改正後は廃止をしその分 1 列目の所得割額が改正前に比べ少し

ずつ増額の割合となっております。それから均等割額及び平等割額については 19 年度のも

のを据え置くというものでここには変更はございません。今回の改正では、国民健康保険

を運営するに当たり必要となる全体の税額を据え置いたまま均等割と平等割はそのままに

据え置き、所得割と資産割の部分を所得割で賄えるように税率改正を行うというものでご

ざいます。新旧対照表等につきましては先日本会議の方でお知らせしたとおりでございま

すのでよろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので質疑を行いますが、質

疑ありますか。議長 
○１５番 木村議長 例えば全く課税対象が変わらずにやった時、これでいくと資産割を
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やめても所得割のこの率でいけば同じ額に大体なるということでよろしいですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○深澤税務課長 今回の改正では、資産割の部分を廃止するという事になっておりますの

で、資産割がある方、固定資産をお持ちの方とそうでない方で実際の計算には変わって参

ります。と言うのは、今回は所得割と資産割合わせた金額になっておりますけれども、ち

ょっとお待ちください。世帯の状況によって異なる訳ですけれども、資産税割が無い方は

所得割が増という事になってくるかと思います。それから資産税がある方は、その資産税

割がどの位かかっているかの額によりますけれども、所得割によって税が増える方もいら

っしゃれば、そのまま変わらない方、それから所得割を逆に多く納めていらっしゃる方は

逆に減額となるというような世帯もあろうかと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 何か他にございますか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論行いますが、討論あり

ませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 16 号 箕輪

町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について、原案のとおり可決することに

ご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨を本会議でご報告をいたします。 
【税務課 終了】 

 
⑤福祉課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは休憩に引き続きまして福祉文教常任委員会審

査を行います。議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）福祉課に係わ

る案件を議題といたします。細部説明をお願いいたします。福祉課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 4 号 一般会計補正予算でございます。関係部分をご説

明を申し上げます。担当係長から説明させていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 補正予算一般会計（第 8 号）の予算書に基づきまして説明させてい

ただきます。まず歳出の方から説明をさせていただきます。26 ページをご覧いただきたい

と思います。3 款 民生費の 301 社会福祉総務費です。19‐01 負担金は上伊那広域連合の

負担金の減でございます。続きまして 25‐01 積立金です。福祉基金の積立金の増です。遺

志金、寄附金関係の福祉基金への積み立てでございます。302 福祉センター管理費です。工

事費福祉センター改修工事ということで 120 万 6,000 円です。指定管理者につきまして社
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会福祉協議会からシルバー人材センターさんへの移行を予定しておりますが、その事務所

移転に伴う間仕切りの設置工事でございます。続きまして 332 老人福祉施設入所措置事業

費でございます。19‐01 負担金につきましては上伊那広域連合の負担金の減です。20‐01
扶助費です。老人福祉施設入所措置費減ということで現在南箕輪老人ホームの方で 4 人入

所しておりますが実績に伴う減額でございます。333 介護保険事業運営費でございます。

28‐01 繰出金 1,962 万 3,000 円の減でございます。こちらにつきましては、介護保険の特

別会計の方でも説明させていただきました年度末の見込みでの補正に伴いまして繰出金を

減額補正するものでございます。 
○小池障がい者福祉係長 続きまして、ページをおめくりください。27 ページになります。

0351 障がい程度区分認定等事務費の中で 19、01 負担金ということで、上伊那広域連合の

負担金が増ということで 1 万 7,000 円をお願いしてところございます。続きまして 0353 介

護給付費でございます。こちらにつきましては扶助費としまして 600 万円福祉サービスの

すの給付費増ということでお願いしたいところでございます。続きまして 0355 自立支援医

療等事業費ということでございまして、20 扶助費のところでございますが更生医療、主に

身体障害をお持ちの方が手術とか医療を行うことによってその障がいが取り除かれるとい

うことに対する医療費の補助というのが更生医療になるわけですが、そういったものに 320
万円ほど、それから療養介護医療費と申しまして入院をしている障がい者の方に係わる医

療費の補助ということで 40 万円ほど、合わせて 360 万円ほど補正をお願いしてるとこでご

ざいます。では続きまして歳入の方、説明をさせていただきたいと思います。歳入のとこ

ろ 14ページでございます。16款 国庫支出金、1項 3目 民生費国庫負担金でございます。

先ほどご説明しました自立支援事業費負担金の中で 2 分の 1 が国庫負担ということになっ

ておりますので、600 万円のサービス給付費をお願いしているうちの半額 300 万円を歳入

で見込んでおります。また医療費につきましても先ほどの半額 180 万円を負担ということ

で歳入を見込んでおります。めくっていただきまして 15 ページになります。17 款 県支出

金、1 項 3 目 民生費県負担金でございます。先ほどご説明しましたものをさらに半額全体

で見ますと 4 分の１という金額、600 万円に対しまして 150 万円の県の負担ということで

サービス費の財源充当をしたいというふうに考えております。その下になりますが先ほど

のご説明と同様ですが、医療費の 4 分の 1 としまして、10 万円の歳入を見込んでおります。 
○那須社会福祉係長 続いて 18 ページをご覧ください。19 款 寄附金でございます。03
目の民生費寄附金です。先ほど歳出の方で 301 で説明させていただきましたが、福祉基金

への積立金の増がございましたので遺志金寄附金の増額ということで歳入の方も 30万円の

増額をするものでございます。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただいま細部説明いただきましたので質疑を行います

が、質疑ございませんか。係長 
○那須社会福祉係長 すみません、債務負担行為の説明を落としました、申し訳ございま

せん。7 ページをご覧ください。債務負担行為の補正ということで追加でございます。社会
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福祉総合センター指定管理料でございます。30 年度から 32 年度の 3 年間でございますが

29 年度までは社会福祉協議会の方に指定管理を担っていただいておりましたが、30 年度に

つきましてはシルバー人材センターさんからですね、指定申請いただきまして人材センタ

ーさんの方への指定管理を予定しております。1 年でいきますと 356 万円 1 年間での指定

管理料、それを 3 年分で 1,068 万円となっております。人材センターさんの方へお願いす

ることによりまして平日 22 時まで人が常駐するという形で月曜日から金曜日まで 22 時ま

で常駐という形で受付けを行っていく予定でおります。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明いただきましたがご質問ございませんか。 

小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 福祉センターの指定管理料というのは、前の社協と比べて増える

の、減るの？ 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 増額となっております。単年でですね、指定管理料は年度での協定

を結んでおりますが、概ね 200 万円前後という指定管理料で社協さんからやってもらって

おりました。今回は 356 万円ということで、主に人件費ですね、平日月曜日から金曜日ま

で平日 22時まで常駐という形をとっていただきますのでその分の人件費が増額となってお

ります。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論行います。討論ありま

せんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 4 号 平成

29 年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）福祉課に係わる案件につきまして、原案のとお

り可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 7 号 平成 29 年度箕輪町介護保険特別会計補正予算（第 4 号）につい

てを議題といたします。細部説明をお願いいたします。福祉課長 
○安積福祉課長 それでは続きまして議案第 7 号 特別会計の方になりますが、補正予算

（第 4 号）について説明をさせていただきます。担当の係長から申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 予算書に基づきまして説明をさせていただきます。まず歳出の方か

ら説明をさせていただきます。介護の 10 ページをご覧いただきたいと思います。1 款 総

務費でございます。3100 一般管理費でございますが 19、01 負担金、上伊那広域連合の負
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担金の減でございます。3107 認定審査会共同設置負担金でございます。こちらも上伊那広

域連合の負担金の増額でございます。11 ページをご覧ください。2 款 保険給付費です。

3111 介護サービス等諸費でございますが、こちらは 19‐03 の交付金でございますが介護

サービス等諸費につきまして歳出見込みによる減額でございます。3119 介護予防サービス

等諸費でございますが、こちらにつきましても歳出見込みによる減。3150 の特定入所者介

護サービス等費につきましても歳出見込みによる減額でございます。1 枚おめくりください。 
○小笠原高齢者福祉係長 12 ページの 3151 介護予防・生活支援サービス業費であります。

19‐02補助金でありますけれども、住民主体ですとか団体主体で行います訪問Bサービス、

通所 B サービスにつきましては実績に応じた減額となっております。19‐03 交付金になり

ます。こちら訪問Aサービス、通所A1サービスといって事業所が行うそれぞれの要支援 1、
2 の方に対するサービスになりますけれども、実績としましては実際当初見込みより人数が

多く利用されているわけですけれども、当初で設定した単価よりも町で設定した単価下げ

ております。そういった影響で今回実績に応じた 300 万円の減額となっております。続き

まして 3152 介護予防ケアマネジメント事業費です。委託料が 10 万円の増となっておりま

すけれども、こちらも訪問 A サービス、通所 A1 サービスのみ利用されている方について

件数が実際増えておりますので 1 件当たり 4,275 円の委託料ということで、こちらの方ト

ータルで 10 万円の増額とさせていただいております。3153 一般介護予防事業費です。11‐
02 燃料費ですけれども、燃料費の高騰に伴いまして 1 万円増額をさせていただいておりま

す。14‐01 使用料及び賃借料ですけれども、外出支援券の利用料増ということでこちら 70
歳以上の高齢者の方に対しまして 2,000 円分の外出支援券お配りしておりますけれども、

例年に比べまして利用率が高いという中で増額を見込んで 30万円に増額をさせていただい

ております。続きまして 13 ページ、3154 包括的支援事業費になります。まず職員手当に

なりますけれども、こちら時間外手当が主になりますけれども一般職職員の手当が増額と

なっております。14 使用料及び賃借料ですけれども、こちら介護保険対応システムパソコ

ン等リース料ということですが主は FAX の印刷代が多く枚数がきたり連絡事項等が多く、

また通信料掛かっておりますのでそういった中で 2,000 円の増額となっております。3155
任意事業費、20 扶助費ですけれども、こちらは成年後見制度等利用支援事業になりますが、

こちら町長首長申し立てを行ったものについて町の方で費用を支出することになっており

ますけれども、本年度実際に既に 6 件ございますがそれほど額がないということで実績に

見込んで減額となっております。続きまして 3159 審査支払手数料になりますけれども、こ

ちら額に増減ございませんけれども、他の科目に増減があった関係で財源組みかえとなっ

ております。 
○那須社会福祉係長 1 枚おめくりください。14 ページ、6 款の基金積み立て金です。3133
介護保険給付準備基金積立金でございます。こちらの方ですね、介護サービス等諸費の減

額に伴う基金積み立ての増額となります。続きまして 15 ページです。9 款 諸支出金です。

3139 償還金ですが過年度国庫支出金等返還金の増ですが、過年度の給付費、負担金、事業
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交付金精算に伴う返還金でございます。歳出につきましては以上です。 続きまして歳入

の方ご説明させていただきます介護 6 ページになります。4 款 国庫支出金です。介護給付

費の負担金、法定負担割合の 20％になりますがこちらは現年分 2,338 万 2,000 円の減額で

ございます。続いて低所得者保険料軽減負担金でございますが国で 2 分の 1 を持ってもら

える分でございますが、こちらも現年分 7 万円の減額でございます。続いて 01 の調整交付

金でございます。給付費の 5％約 5％になりますが過年度分の調整交付金としまして 647 万

6,000 円の減額でございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 02 目 地域支援事業交付金になりますけれども、こ

ちらまず 02 目の方が 21 万 9,000 円の減になっておりますけれども、こちら介護予防総合

事業の 25％分がこちらの方の減額の分となっております。続きまして 03 目 地域支援事業

交付金（総合事業以外の地域支援事業）になりますけれども、こちら対象事業費の 39％の

部分となっております。 
○那須社会福祉係長 続きまして 7 ページをご覧ください。5 款 支払基金の交付金です。

1目 介護給付費交付金でございますがこちら現年分 3,626万 5,000円の減額となっており

ます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 02 目 地域支援事業支援交付金ですけれども、こち

ら対象事業費の 28％分の減額となっております。 
○那須社会福祉係長 1 枚おめくりください。8 ページ、6 款の県支出金です。1 目 介護

給付費の負担金ですが、こちらが負担割合 12.5％ということで 1,878 万円の減額となって

おります。2 目 低所得者保険料軽減負担金ですが、4 分の 1 の補助ということで 3 万 5,000
円の減額になっております。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 03 項、県補助金の 01 目 地域支援事業交付金（介

護予防・日常生活支援総合事業）になりますけれども、こちらは対象事業費の 12.5％とい

うことで 10 万 8,000 円の減となっております。続きまして 2 目の地域支援事業交付金（総

合事業以外の地域支援事業）ですけれども、こちら対象事業費の 19.5％ということで 5 万

9,000 円の減となっております。 
○那須社会福祉係長 9 ページをご覧ください。10 款 繰入金です。1 目 介護給付費、介

護給付費繰入金でございます。こちら総給付費の 12.5％となりまして 1,619 万円の減額と

なっております。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 2 目の地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支

援総合事業）ですけれども、こちらは対象事業費の 12.5％ということで 10 万 8,000 円の減

となっております。続きまして 3 目 地域支援事業繰入金（総合事業費以外の地域支援事

業）になりますけれども、こちらが対象事業の 19.5％が対象ということで 5 万 9,000 円の

減となっております。 
○那須社会福祉係長 4 目 低所得者保険料軽減繰入金でございますが、こちら対象事業費

の 4 分の 1 補助ということで減額となっております。5 目 その他一般会計繰入金でござい
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ますが、こちらは事務費に係る繰入れということで町で負担すべきものということで 323
万 1,000 円の減額となっております。説明は以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明いただきましたので質疑を行いますが、質疑

ございますか。松本委員 
○１１番 松本委員 いわゆる総合事業の関係するものですが、ほとんど減額になってし

まうんですが事業所へ説明したりあるいは実際にはどうなっていってしまうのか心配にな

っているですが、その辺はどうなっているんでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 事業所につきましては、昨年 10 月に一度半年を過ぎたところで

一旦事務所連絡会という形で意見交換等行いました。その際には、意見等は特にございま

せんで、単価についても特段上げてほしいというような要望はございませんでした。また 3
月 15 日に事業所連絡会ということで、約 1 年過ぎたところでの事業評価等いただく中で事

業所等からの要望また意見等を聴く機会を設けますのでその際に意見を伺ってまいりたい

と思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。議長 
○１５番 木村議長 保険給付費ですが、それぞれかなり減額されているんですけれども、

総額で大体 1 億円 1,000 万位くらい減額の要因は。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 基本的に予算を計上する時のベースとなるものにつきましては、介護保

険事業計画で出した数字をベースにやってきております。これは当然第 6 期で見込んだ数

字でありますので、予算の策定の基礎をそこに持っていっておりますので決算ベースにな

りますとどうしても乖離が出てしまうというところと、少し手前みそな言い方なんですが

介護予防の効果が出ている面もあろうかと考えております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 基金の積み立てがあるんですけれど、今これを幾ら積み立てて幾

らになるのですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 28 年度末現在で、9,343 万 1,012 円という金額が積み立ててござい

ます。29 年度の積み立て予定額とすれば、8,538 万 9,000 円となります。合計で 1 億 7,800
万円くらいの見込みとなっております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 この基金の目安はあるんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 きちんとした数字でここまでとかいう目安は正直ございません。近隣の

市町村の方でも基金を意識した介護保険料を出しており、基金の額の事も考慮して第 7 期

の介護保険料を（聴取不能）本来ですとその期の中で第 6 期の中で必要なものを計算をし
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て保険料にしていただいて給付していると、これがトントンになれば非常に綺麗な形と思

うんですが、なかなか現実的にはそうもいかないという所で、先ほどの話でもないのです

が介護予防が進んだりとか給付の計算したほど伸びなかったみたいなところがありまして、

どうしても箕輪町の傾向とすると残高が出てくるという事があります。これは箕輪町に限

った事ではなくて、これよりはるかに多い基金残高を持っている所もありますので、それ

は現実的には次の期の中である程度それを考慮して保険料を算出していくことしか仕方が

ないのかなと思っておりますが、そんな形で 7 期の方も考えています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 何か他にございますか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 7 号 平成 29
年度箕輪町介護保険特別会計補正予算（第 4 号）につきまして、原案のとおり可決するこ

とにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認めその旨本会議で可決すべきものと決

しましたので、その旨を本会議でご報告をさせていただきます。 
 それでは議案第 9 号 箕輪町指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準を定

める条例制定についてを議題といたします。担当課より細部説明をお願いいたします。課

長 
○安積福祉課長 それでは条例案件ということでご説明いたします。担当の係長の方から

内容を説明させていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 議案第 9 号 箕輪町指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関す

る基準を定める条例の制定について説明をさせていただきます。今回の条例制定は居宅介

護支援事業所の指定権限が市町村に移譲されることに伴い条例制定をするものです。この

事業は介護を必要とする方が自宅で適切に介護サービスを利用できるように介護支援専門

員、ケアマネージャーが居宅サービス計画、ケアプランを作成し介護サービスを提供する

事業所などとの連絡や調整を行うものです。医療や生活支援のニーズが高い高齢者や認知

症高齢者などが増加する中で、地域包括システムを推進する市町村が高齢者の自立支援に

向け重要な役割を担う居宅介護支援事業所と介護支援専門員と積極的にかかわり介護支援

専門員に対する支援の充実を図る必要があることにより市町村に権限移譲がされるもので

す。施行期日は平成 30 年 4 月 1 日となっております。説明は以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明いただきました。質疑ございますか。小出

嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 この指定権限が市町村へ移譲されたという事でこの基準というの
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は特に変わった訳ではないのでしょうかというのが一つと、指定居宅介護支援事業の人員

という人は主にケアマネージャーとかそういうような人のことですかお伺いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 まず 1 点目の質問になりますけれども、基本的に現在は県の条

例ですとか県の規則の要綱のほうで基準が定められておりまして、一応同じ形で規則のほ

うで定めるという形で特に現行とは変更はございません。 
それから 2 点目になりますけれども、こちら居宅介護支援ですのでこれに関してはケア

マネージャーに関する基準でケアマネージャーや事業所等の運営について定めるとなって

おります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいでしょうか。他にはよろしいですか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論行いますが、討論あり

ませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 9 号 箕輪町

指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例制定について、原案の

とおり可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 19号 箕輪町介護保険条例の一部を改正する条例制定についてを議題

といたします。細部説明をお願いします。課長 
○安積福祉課長 それでは 19 号につきまして担当係長からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 議案第 19号 箕輪町介護保険条例の一部を改正する条例制定につき

ましてご説明させていただきます。今回の改正は、介護保険料の改正と介護保険法改正に

伴い条例の一部を改正するものでございます。改正内容は第 7 期介護保険事業の期間平成

30 年度から 32 年度までの 3 年間における介護保険料の設定及び介護保険法の改正。第 1
号被保険者 65歳以上だけではなく新たに第 2号被保険者 40歳から 64歳までの医療保険加

入者まで質問調査権を拡大されたことにより合わせて条例を改正するものです。なお、第 7
期介護保険料につきましては既にお配りさせていただいてあります議案書に資料としてで

すね、添付いたしました一覧表をご覧いただければと思いますが第 6 期と第 7 期の保険料

基準額は月額 5,000 円のままと変更はなく据え置きとなっておりますが、国の基準 6 段階

を細分化し 11 段階とし、より一層所得水準に応じたきめ細やかな保険料設定を行っている

ところでございます。サービス給付費につきましては増加傾向にありますけれども、基金

からも繰入れを予定しまして、第 6 期と同額、据え置きとして維持していくものでござい
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ます。第 6 期の段階、1、2 についての一緒にしてあるわけなんですが、統合してあります

がこちらにつきましては国の基準に合わせて行うものでございます。施行期日は平成 30 年

4 月 1 日となります。説明は以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今説明をいただきましたが、質疑ございませんか。

松本委員 
○１１番 松本委員 6 期が 12 段階で、7 期が 11 段階になっておりますが、私一般質問で

も貧困の事をやっているんですが、この 80 万以下のところと一緒になりますよね。そうす

ると非常に低い人達、生活保護を受けている人よりも低いような人達ですよね、80 万とい

う人は。そういう人達も金額がとられていってしまうとかその辺は何かあれですかね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 第 6 期の段階ではですね、第 1 段階が生活保護を受けている者、第 2
段階が年金収入が 80 万円以下の方という事で分けていたんですけれど、それ自体は変わら

ないんですけれど、国の基準自体がですね、それを一括りにした第 1 段階という形になっ

ているものですから国の基準に合わせたものでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはございませんか。それでは質疑よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 なければ質疑終わります。それでは討論に入りますが

討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 19 号 箕輪町

介護保険条例の一部を改正する条例制定について、原案のとおり可決することにご異議ご

ざいませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨を本会議でご報告をさせていただきます。 
それでは続きまして議案第 20号 箕輪町指定地域密着型サービス事業者の指定に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。細部説明をお

願いします。課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 20 号につきまして担当の係長の方から説明いたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 議案第 20号 箕輪町指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定につきましてご説明させていただきます。

今回の条例制定は従来から町に指定権限のありました地域密着型サービス事業所に居宅介

護支援事業所を加えるために条例の一部を改正するもので、市町村による介護支援専門員

の支援の充実を図り保険者機能を強化することを目的としているところでございます。要

介護認定を受けた高齢者を支援する介護保険サービスにつきましては大きく分けて 3 種類
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となりますが、一つ目に居宅サービス、二つ目に施設サービス、そして三つ目がこの地域

密着型サービスとなります。地域密着型サービス事業につきましては高齢者が重度の要介

護状態になっても、可能な限り住みなれた自宅や地域で生活が継続できるようにするため

身近な市町村で提供される適切なサービス類型としまして平成 18年に創設されたものです。

現在では 12 種類のサービスがございます。先ほどお伝えしましたがこの改正は既に町が権

限を持っている地域密着型サービス事業所の指定基準に関する条例に居宅介護支援事業所

を加えたものでございます。施行期日は平成 30 年 4 月 1 日となります。説明は以上でござ

います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 説明いただきました。質疑ございませんか。小出嶋委

員 
○１０番 小出嶋委員 今回この加わるこの居宅支援事業所というのはどの位あるのです

か箕輪町に。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 現在の町内に事業所を置いている居宅介護支援事業所は 6 事業

所になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他には質疑はございませんか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 収容最大能力というのはどのくらいか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 基本的に一人当たり、ケアマネ 1 人当たりで受け入れる人数と

いうのが 40 人が上限になっておりまして、今町内ですと 16 人のケアマネージャーさんが

常勤としてはおられま。あと非常勤の方もいらっしゃいますけれど 16×40 人ですと 640 人

という形にはなっております。ですけれど、それでは足りない実際要介護認定者約 700 人

ほど、施設の方もいらっしゃいますけれどおりますので一部は町外の事業所のほうにもケ

アマネージャーということでお願いをさせていただいております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはよろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 20 号 箕輪町

指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

制定について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨を本会議でご報告をさせていただきます。 
 続きまして議案第 21号 箕輪町指定地域密着型サービスの事業の運営等に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題といたします。細部説明をお願いい
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たします。課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 21 号につきまして担当の係長からご説明申し上げます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 議案第 21号 箕輪町指定地域密着型サービスの事業の運営等に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につきましてご説明をさせていただきま

す。この条例は厚生労働省令の改正による地域密着型サービス事業の内容変更に伴い改正

するもので、訪問介護員の資格要件の明確化や高齢者と障がい者とが同一の事業所でサー

ビスを受けやすくすることを目的に共生型サービスが新たに位置づけられたことによるも

ののほか、施設入所者への身体的拘束等の適正化を図ることを目的に改正するものでござ

います。先ほどの 19 号議案では事業所の指定に関する基準について提案しましたが、この

条例は事業の運営等に関する基準について改正をするものでございます。改正点につきま

しては、先ほども言いましたが訪問介護職員の資格要件についての明確化、共生型サービ

スの新たな位置づけ、身体的拘束の適正化の 3 点となります。施行期日は平成 30 年 4 月 1
日となります。説明は以上でございます。申し訳ございません。先ほど言いました 19 号議

案ではなく 20号議案では、事業の指定に関する基準について提案したものでございますが、

この条例は事業の運営等に関する基準について改正するものです。申し訳ございません。

以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは説明いただきましたが質疑ございませんか。

小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 この共生型地域密着の事業所はどのくらいありますか、箕輪町に。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 現在、共生型がつかない地域密着型通所介護、いわゆる小規模

型の通所介護事業所ですが 3 事業所ございます。ただしこちら共生型ですので今度障がい

者も受け入れられる、指定を受ければ障がい者も受け入れられる形になるが、実際すでに

基準該当という形ですでに障がい者を受け入れている事業所が中にはございますので、実

際共生型になりますと少し人員基準が別で障がいの担当を配置しなければならないという

ことでちょっと厳しくなる、人員的には厳しくなるものですから今のところ希望はござい

ません。今まで通り基準該当として町として町の別の指定で障がい者を受け入れていくと

いうような形で当面進んでいくと考えられます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは他には。議長 
○１５番 木村議長 介護職員初任者研修課程とはどの程度のものですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 これまで 120 時間の実習でしたけども、ここで法改正がござい

まして身体介護をしなくて生活支援のみのものにつきましては 60時間程度の研修でいく方

ということで、ちょっとまだ国からしっかりと要綱等でていませんけれど生活支援専門で

やる方については短時間で出来るような形で見直しの方が進んでおります。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 松本委員 
○１１番 松本委員 旧ヘルパーの事ですよね。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 そうです。旧 2 級のヘルパーのことが初任者研修になっており

ます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはどうでしょうか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 基本的な事ですが、身体的拘束とは具体的にどういうことを措置

されるのか分からないのでお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 身体的拘束ですと、まず一つとしては部屋自体を施錠してしま

うとか、ベッドにベルトで固定をするというのが主な身体的拘束の内容となります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 その辺を指針とか適正化とか具体的にどんなふうな状態でどんな

ふうにその辺適正化という事をもう少し具体的にお分かりになりますか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 これまではそういった指針がなかったという事で、やはり身体

拘束を防がなければならない、やむを得ない場合については出来るという形にはなってお

ります。それを施設ごと必ず明確化してこういった 3 ヶ月に 1 回でも会議をして振り返り

を行う中で拘束しないようにとういうような所で施設を含めて当然外部も含めて検討して

いくというところで、今回国の指針の方で追加となった部分となっております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ちょっとよろしいですか。先ほど共生型について障が

い者を併せて受け入れられるという事でのお話、私もよく分からないですが障がい者の範

囲はどんな範囲になりますか。3 障がいの方とか要するに受け入れられる範囲。係長 
○小池障がい者福祉係長 共生型サービスという事で、先ほど小笠原の方から話もありま

したけれど、障がい者のための人員配置を増加した形で障がい者の方 3 種別とも受け入れ

をすることができます。介護度ではないですが、障がいの方で障がい支援区分がございま

して、それに応じた単価設定になっておりますので施設の方で受け入れ可能であればその

方々を受け入れていただき、それに見合った単価をお支払することが出来ます。それから、

先ほど小笠原のほうでも説明しましたが、そういうことになると一番やっぱり福祉の現場

で支える支援員、人の手配の方が現場では大変になってくるという事がありますので、今

町独自で高齢者福祉施設を基準該当として障がいの方が使えるような制度でやっています

ので、そういったものを使った方が現場としては多くの人を配置しなくて良い形で受け入

れ易いという観点から当面は多分そういう形で進んでいくと予想しております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今の共生型の町独自でやっているのは、障がい者の方と言うのは

高齢の方も結構いるのですか。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池障がい者福祉係長 ただ今障がい者の方で基準該当として高齢者施設を、例えば具

体的に申しますと「ゆとり荘」さん「なの花」さんが使っておられます。介護保険の年齢

の 65 歳以上になっている方もいますし、そうじゃない方も混在しています。介護保険の単

価の方が基本的には障がいの今の現単価より高いのでそういう所で見合う分の差が少し出

てしまうものですから、そこにつきましては町単独で独自財源で高齢者の単価にあったも

のをそこまで底上げをしてお支払いをしている実情でございます。利用されている方が、

ただ今「ゆとり荘」の方で 2 名。それから「なの花」さんの方で 1 名という形でございま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他には何かございますか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わり、討論行いますが、討論ありませ

んか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 21 号 箕輪

町指定地域密着型サービスの事業の運営等に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例制定について、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨をご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算福祉課に係わる案件について

を議題といたします。課長、細部説明をお願いいたします。 
○安積福祉課長 それでは一般会計の当初予算ということで議案第 25 号でございます。担

当の係長から順次説明をさせていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 では予算に関する説明書の方でですね、説明をさせていただきます。

71 ページをご覧ください。歳出の方から説明させていただきます。03 款 民生費 1 項 1 目 

301 の社会福祉総務費でございます。こちらは人件費福祉医療給付費業務委託に係る手数料、

福祉医療給付金の貸付金、民生委員児童委員の関係の経費、各種団体への補助などを計上

しているものでございます。1 枚おめくりください。72 ページになります。301 福祉セン

ター管理費でございます。こちらは社会福祉総合センターの管理費となりまして指定管理

料、耐震診断業務委託ということで今回計上しております。指定管理者につきましては 29
年度までは社会福祉協議会、平成 30 年以降につきましては今回シルバー人材センターさん

の方から指定申請をいただいているところでそちらの方への予定をしております。福祉総

合センターの耐震診断業務を今回まだやってないものですからそちらの方を計上しまして、

今後 2 階も含めた活用、補強等も今後考えていく予定でございます。続きまして 304 町社
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会福祉協議会の補助金でございます。こちらは全体で委託料としまして 983 万 3,000 円と

いうことで地域福祉ネットワーク事業の委託料、支え合いマップの作成とかですね、ボラ

ンティアセンター関係、障がい者支援関係、ひとり暮らし老人関係等ですね、委託料とし

て計上しております。また補助金の方では社会福祉協議会の運営費補助金ということで

4,605 万 5,000 円を計上してございます。続いて 73 ページをご覧ください。306 医療費給

付事業費でございます。こちらは乳幼児、児童、障がい者、母子、父子家庭に対する医療

費扶助を計上してございます。310 町単独医療費給付事業費でございますがこちらは児童、

障がい者に対しましての医療費扶助でございます。 
○小池障がい者福祉係長 続きまして 0312 町単独社会福祉事業費でございます。こちらに

つきましては印刷製本費としましてタクシー助成券等の印刷、それから使用料、賃借料と

いたしましてそういったものの利用料、それから国保連への適正な請求かどうかを審査す

るためのソフトの賃借料、また上伊那の障がい者のスポーツ大会等がございますので、市

町村ごと負担金をお支払いするというような形、それから 20 の扶助費としまして各種障が

い者の方における補助金、福祉金をそちらの用に出しまして都合 1,239 万 8,000 円をお願

いしたいところでございます。めくっていただきまして 0317 心身障がい児者支援事業費で

ございます。こちらにつきましては扶助費でございますが、心身障がい児者のタイムケア

という時間外のサービスを提供するもの、それから小児慢性特定疾患児の日常生活用具給

付ということでそういった用具を給付するということ、それから軽度・中等度難聴児補聴

器購入助成事業という形で補装具、日常生活用具で見れない部分の独自の部分の県補助が

ありながら購入助成をする事業でございます。その計が 134 万 1,000 円でございます。 
○那須社会福祉係長 続いて 2 目、320 町単独老人福祉事業費でございます。こちらは長寿

者訪問に掛かる経費、上伊那福祉協会高齢者施設の建設債務負担金の計上、またシルバー

人材センターへの補助金、介護福祉券に掛かる経費などを計上しているものでございます。

では 75 ページになります。一つ飛ばしいただきまして一番下のですね、322 老人クラブ活

動助成事業費でございますが、こちらにつきましては長寿クラブの活動に対する補助とい

うことで計上しているものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 おめくりいただいて 76 ページになります。0323 高齢者等生活

支援事業費になります。こちらにつきましては町単独の高齢者支援事業費になっておりま

す。主なものにつきまして説明いたしますけれども、13 の委託料の上伊那成年後見センタ

ー委託料ということで、こちらは高齢者分ということで 151 万 8,000円計上しております。

続きまして 19-02 補助金になります。地域ふれあいサロン支援事業補助金になりますけれ

ども、こちら 29 年度から新規事業ということで 2 年目になりますけれども既に新規サロン

も含めて現在 27 サロン登録をされております。こちらにつきましてまだ申請していない部

分、サロンございますし、まだ残額あるサロンもございますので 30 年度につきましては 100
万円計上させいただいております。 
○那須社会福祉係長 325 家族介護等支援事業費でございますが、こちらの方在宅で介護さ
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れている方を対象とした介護支援、やすらぎチケットの関係や重度要介護高齢者等介護手

当等を計上しているものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 0329 高齢者生活支援ハウス運営費になります。委託

料としまして 942 万 6,000 円を計上しております。こちらグレイスフル箕輪内にございま

す生活支援ハウスの運営委託料として現在 10室ございますけれどもそちらの運営経費に掛

かる委託となっております。 
○那須社会福祉係長 77 ページをご覧ください。2 目、332 老人福祉施設入所措置事業費

でございます。こちら老人福祉施設への措置入所に掛かる経費でございますが、4 人計上と

いうことで 4 人分の予算を計上しておりますが平成 30 年 2 月より一人増えまして今現在は

4 人町の方で措置している形となっております。333 介護保険事業運営費でございます。こ

ちらの方は介護保険特別会計への繰出金、社会福祉法人等による利用者負担軽減補助を計

上してるものでございます。 
○小池障がい者福祉係長 続きまして 0351 障がい支援区分認定等事務費でございます。こ

ちらにつきましては主なものは人認定調査に掛かる人件費、それからそれを判定していた

だくお医者さんの意見書の作成手数料、また審査会が上伊那広域連合で行われております

のでページをめくっていただきましてそういったものを一切含めた額が 527 万 2,000 円で

お願いをしたいというところございます。続きまして 78 ページですが障がいにつきまして

は以前からご連絡というかお話をさしあげているとおりでございますけれども、3 本の障が

いを支えるサービスがございます。0353 介護給付費と書いてありますが、これが実際のサ

ービスの内容でございます。0355 自立支援医療等事業費、これが医療費補助でございます。

0356、これがものですね、現物ということで補装具ということで義手、義足、車いす等、

この三つにつきましては国の法律等で義務化されておりますので財源として 2 分の 1 が国

庫補助で 4 分の 1 が県の補助、4 分の 1 が単独費といったところでございまして、そちらに

記載のとおりの額を本年度予定させていただいております。また 0353 のところにつきまし

ては今年度も約 4 億円というような形にはなっておりますが、当初予算の編成の都合上こ

のような金額でお願いをさせていただき、年度途中でまた補正をお願いすることになれば

またご説明をさせていただきたいと思います。また医療費補装具等もその年々によりまし

て差異がございますので昨年度の実績を考慮しそのような金額を計上させていただきまし

た。 
 続きまして 0357 地域生活支援事業費ということでございまして、これは先ほどの 0353
に上乗せと言いましょうか、地域独自でというような形で基本的には国が 2 分の 1、県が 4
分の 1 で同じようなサービスを提供するということにはなっているんですが、こちら方は

上限額という一定基準が国、県の方から示されてしまいます。それ以上に掛かる部分は単

独費で大きな補わなければいけないというような形になり、例年で言いますと実情として

は 51％、52％くらいが国県の補助、49％、8％ぐらいが単独費というような形で補助をす

るようなものになっております。地域生活支援事業の中には主に掛かっているものは今申
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し上げた 20 の扶助費というような形で独自のサービス、独自と申しましても大体上伊那で

そろっておりますのでこのようなものをお支払いさせていただいております。またページ

進みますが 79 ページ、0359 地域活動支援センター事業費ということでございまして、こ

ちらにつきましては 13 の委託料の中の地域活動支援センター運営委託料 868 万 4,000 円、

これが「みのわ～れ」の部分でございましてそれ以外にかかわるものにつきましては別資

料の紙をまたお配りしておりますし、この後でまたご説明もさせていただきますけれども

それに外のものにつきましては、「みのあ～る」という新たに目標としております障がい者

施設に掛かる経費でございます。 
○那須社会福祉係長 ページ飛びますが 90 ページをご覧ください。4 款 衛生費、1 項 1
目、0409 の献血推進費でございます。こちらの負担金でございますが郡市献血推進協議会

の負担金、前年並みの 3 万円を計上してあるものでございます。歳出の説明につきまして

は以上でございます。続きまして歳入の方の説明をさせていただきます。では 14 ページを

ご覧ください。14 款 分担金及び負担金、2 項 3 目 民生費の負担金です。では老人福祉

施設の入所措置事業負担金としまして 132 万円を計上してあるものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして説明の 5 になりますけれど、高齢者生活支援サービ

ス負担金ですが、こちらは町のベッドの貸し出しの利用料ということで 3 万 5,000 円とな

っております。その下の 10 町単独老人福祉事業利用者負担金になりますけれども、こちら

は町の軽度生活支援事業の利用者負担金という形になっております。では続きまして 16 ペ

ージをお願いをしたいと思います。15 款 使用料及び手数料の 1 項 3 目 民生使用料のう

ち 3 節 高齢者福祉施設使用料になりますけれども 01 の生活支援ハウス使用料ということ

で、こちらの方生活支援ハウスの所得に応じた使用料ということで 81 万 6,000 円を計上し

てございます。 
○小池障がい者福祉係長 ページをおめくりください。19ページをご覧ください。16款 国

庫支出金 1 項 3 目 4 節になります。自立支援事業費負担金でございます。こちらにつきま

しては先ほど申し上げましたように介護給付費としてサービスの国庫負担分として2分の1、
それから補装具の負担金として 2 分の 1、下に参りまして自立支援医療の事業費として 2
分の 1、こちらの金額を収入を見込んでおります。めくっていただきまして 20 ページでご

ざいます。16 款 国庫支出金、2 項 3 目 3 節の細節 1 ということで地域生活支援事業費に

つきましても予算上は 2 分の 1 を見込みまして、地域独自のサービスの給付費の歳入を見

込んでございます。ページをお進みください。21 ページです。16 款 国庫支出金、3 項 2
目第 1 節 社会福祉費委託金という中の 4 節でございますが特別児童扶養手当系事務取り

扱い交付金としまして、こちらにつきましてはこういった手当を県の事業の代行で事務取

扱をさせていただいていますので年度末に件数に応じた収入を箕輪町の方へ歳入として受

け入れるものでございます。めくっていただきまして 22 ページでございます。17 款 県支

出金、1 項 3 目 4 節 自立支援事業費負担金、細節のところにございますが先ほど申し上げ

たもののすべて国の 2 分の 1、都合 4 分の 1 という形なりますけれども介護給付費サービス
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の分、補装具交付等事業費、補装具の現物支給の分 0355 自立支援医療等事業費ということ

で医療費の 4 分の 1 分でございます。さらに下に参りまして 2 項 3 目民生費県補助金、1
節 社会福祉費補助金の中の細節 01地域福祉総合助成金ということで先ほど県独自の事業

という形でご説明しましたが、心身障がい児者支援事業費として県の方から 2 分の 1 の負

担、それからその下の部分でも同様でございますが 6 万 8,000 円の 2 分の 1 負担というこ

とで歳入を見込んでおります。 
○那須社会福祉係長 続いて 02 福祉医療費給付事業補助金でございます。全体で 4,760 万

円を予定しておりますが、福祉医療事務手数料の補助金、審査集計事務手数料の補助金、

また国保連の関係の補助金と支払い基金の補助金、乳幼児医療給付事業の補助金、障がい

者医療給付事業補助金、母子家庭医療費給付事業補助金、父子家庭医療費給付事業補助金、

65 歳以上障がい者医療費給付事業補助金ということで全体で 4,760 万円収入を見込んでお

ります。07 介護保険事業の補助金につきましては運営費としまして県からの支出金でござ

います。11 介護予防・生活支援事業の補助金でございますが、こちらは老人クラブ活動助

成の事業費ということで収入を見込んでいるものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 13の老人福祉総合対策助成事業補助金ですけれども、

高齢者にやさしい住宅改良促進事業補助金ということで県の住宅改修事業を使った場合の

2 分の 1 補助ということで、31 万 5,000 円を見込んでおります。 
○小池障がい者福祉係長 そちらの 4 行下になりますけれども先ほどご説明しました地域

生活支援事業費の県分の 4 分の 1 の歳入を見込んでおります。 
○那須社会福祉係長 ページと飛びますが見 25 ページをご覧ください。17 款 県支出金、

3 項 3 目 民生費委託金でございます。こちら社会福祉総務費委託金としまして民生児童委

員の交付金が県からの支出としてございます。382 万 2,000 円を見込んでいるところでござ

います。ではまたページ飛びまして 27 ページをご覧ください。18 款 財産収入 1 項 1 目

の財産収入でございますが区分としまして土地建物貸付収入の 4 段目ほどですが、デイサ

ービスセンター及び老人福祉センター貸付収入ということでこちら町の施設ゆとり荘老人

福祉センターの関係でございますが、デイサービス事業等収益事業で利用する部分に対す

る土地建物貸付収入を 70 万円見込んでいるものでございます。1 枚おめくりいただきまし

て 29 ページをご覧ください。19 款 寄附金、1 項 3 目 民生費寄附金です。こちらは遺志

金寄附金ということで 14 円見込んであるものでございます。では 1 枚おめくりいただきま

して 30 ページになります。20 款 繰入金でございます。2 項 11 目 福祉基金からの繰入

金でございますが 679 万 4,000 円見込んでおりますがこちらはですね、福祉センターの耐

震診断業務へ充当するため繰り入れるものでございます。では 1 枚おめくりいただきまし

て 33 ページになります。22 款 諸収入でございますが 3 項 3 目 福祉医療給付金貸付金

の元利収入としまして 301 の社会福祉総務費の貸付金と同額を 166 万 5,000 円を見込んで

いるものでございます。説明は以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので質疑を行いますが、質
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疑ございませんか。松本委員 
○１１番 松本委員 76 ページ民生費の生活支援ハウスのところですが、毎回聞いて申し

訳ないんですが、グレイスフルの実質借りている所なんですが今は何室ですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 10 室ございまして、現在入居者が 6 人おります。29 年度中お一

人亡くなられて新たにお一人新規で入居がございました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。大槻委員 
○２番 大槻委員 長寿クラブに対する補助金等がございますが、これは例年並みという

解釈でよろしいですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 おっしゃる通りで例年並みの計上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 議長 
○１５番 木村議長 72 ページのところに社会福祉協議会補助金とありますが、その中の

希望の旅事業は社協で行っている事業ですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 希望の旅事業につきましては、社会福祉協議会で行っている事業で

ございます。29 年度もございました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 関連してよろしいですか。その事業については町から

は要望等は特に届いておりませんか。以前は、日帰り、1 泊両方あって、これは予算はどち

らになりますか。委託しているので内容は分からないか。課長 
○安積福祉課長 基本的には委託料ですので、内容をこと細かに指定してお願いしている

訳ではありません。ただ、1 泊とか日帰りとかの選択はあるようですけど、そのことは利用

者の皆さんのご意見も聞いているが、1 泊で行っている所は上伊那留まらず長野県内でもほ

とんどないのが実態です。それから利用される方の障がいの程度とか、正直な話なかなか

大変な事業になっているという事で、夜中の救急車を呼ぶのは当たり前になっているとか、

ボランティアの皆さん相当頑張っていただいているのは承知をしているが、考える時期に

来ているという事で 29 年度から予算の面でも若干調整をして様子をみている。基本的には

現在の状況からいきますと、あまり遠くない所での日帰りに落ち着くのかなと見ておりま

す。それに対応できるだけの予算を計上したということでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 何か他にはございますか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 今のところの社協への補助金ですが、1,100 万円減ったのは人件費

の関係でしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 比較して 1,100 万円減になっていますが、これは派遣職員の人件費でご

ざいまして計上する科目を変えたものですから、その分が単純に落ちているということで

す。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 松本委員 
○１１番 松本委員 先ほどの希望の旅の旅行なんですが、私のところに毎回言ってくる

人がいまして復活してほしいと、何か実際に関係の人から要望はありましたか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○安積福祉課長 直接町の方へ要望をいただいていることはありません。実際の運営は社

協のほうへ委託しておりますので、そちらに意見が上がっている事は聞いておりますけれ

ど全体の意見と言うか一部の方の意見と言うこともあろうかと思いますし、それからある

程度利用者される方が固定化してきているところがありますので、昔と違いまして旅行と

いうか小旅行というかある程度出来る環境の方もいらっしゃるという事の中で従来の形を

続けていくことも如何なものかと少し思いまして結局今の形で落ち着いているという事で

ございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 79 ページの障がい者地域活動支援センターサテライト運営委託料

の関係 50 万ですが、先日の一般質問の中でも説明いただいたんですが、折角ここに資料が

あるので今ここで予算内容として説明していただいてよろしいですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池障がい者福祉係長 お手元にお配りした資料に添って事業の概要をもう一度ご説明

させていただきます。いこい希地 153 の 1 階をお借りしまして障がい者を中心とした居場

所を設けてまいります。そちらは TMO の基地でございますので TMO の妨げとならないよ

うにスペース、時間帯を有効活用していくというコンセプトで考えました。温かみのある

支援員が常時いまして、障がい者の話し相手となって平日、日中にふらっと立ち寄れる場

を創出したいと考えております。障がいは皆様ご存知のように十人十色という事で支援員

の資質によって参加者が大きく変動するという事で、この人が居れば来ない、この人が居

るから来るみたいな形で安定した集まりを作ることが大変難しいという風に「みのわ～れ」

を運営していく中でも思っている所です。当面この場所を借りて、あり方について研究し

て必要に応じて規模拡大とか規模縮小とか必要不要も考えまして整備をしていくという事

で、スタートという事で研究、最低限の費用で行いたいという所が原則でございます。「み

のあ～る」という名前につきましては、議会の中でも説明があったかと思いますが、実の

有る施設になってほしいという願いと、「みのわ～れ」との連携という所から「みのあ～る」

という名前をつけさせていただきました。開館日、時間につきましては、平日の 10 時 30
分から 16 時の間、平日の祝日や TMO が最初からイベントを行う時、年末、お盆等はお休

みをさせていただきます。使っていただける方については、初回に簡単な登録票を書いて

いただきますが無料でどなたにも使っていただく町内外と問わずどなたでも使っていただ

く事が可能と考えております。そこにいる支援員につきましては、役場で今も非常勤職員

の募集をかけておりますけれども、2 名体制で 2 名雇用で行いたいと思っております。1 名

ですとやはりこの方が良ければくるけれど、その方が悪ければ来れない形にもなりますの
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で複数体勢でいきたいと考えております。また、ある程度定着してまいりましたら、傾聴

ボランティア一人では大変だという事もありますので、将来的には広げていきたいと思っ

ています。そちらにいらしていただいたお客様、来場者の方には、簡単なお茶と飴お菓子

一つくらい程度で何かしら提供しながらゆっくりお話聞き取り、特に作業とかイベントと

かそちらでやることは考えておらず、そういったものにつきましては「みのわ～れ」のほ

うを活用したいと思っております。 
裏ページになります。設備につきましては、真ん中に写真も載せてありますが、大体こ

れ位の広さでございますので 28.8 ㎡、2 階もありますが 2 階の方が未使用という事で 1 階

のみの使用を考えております。トイレや簡単な水回り、空調設備等もきちんとございまし

てただ駐車場が無いのが残念なんですけれど、そちらにつきましてはコンビニ、銀行、郵

便局、役場、駅それからコミュニティセンター、体育館駐車場ありますしバスの停留所も

近いということもありますし、そして開館時間の中ではみのちゃんバスが 7 回、国道を通

る伊那本線も 7 回、つどう 14 回この近所にバスも寄っていただけるという事で町の中では

最高立地の場所という形で障がい者の方々、なかなかご自身で行くというのはハードルが

高いかもしれませんけれど、箕輪町提供できる最高の立地の場所で考えさせていただいて

いるというところでございます。それから、先ほども唐澤委員さんからもお話がありまし

たが、50 万円という委託料のところがその下の部分でございます。「みのわ～れ」との連携

といったところでして、「みのわ～れ」の支援員が週に 1 回必ず来まして、お茶や飴の補充

や利用者のお顔を見ながら「みのわ～れ」に出れる方をお誘いをしていくという事もやり

ます。一時的な物品であれば「みのわ～れ」と共有利用もできますし、それからこの 50 万

円の中で町で備品購入をしてまいりますと新しい物品を買っていくということになると

150 万から 200 万位掛かってしまうのですが、キャビネットや机、冷蔵庫とかお古の物で

も良いので 2 年位は最低使えるものを集めていただいてレンタルをするような形やこうい

った物に掛かる人件費を含めて 50 万円以内で「みのわ～れ」にお願いしている、労協なが

のさん 1 社随契をしながら最低限のコストで進めたいという事から委託料として計上して

いるものでございます。 
0357 先ほどの予算の説明書、0359 ですね申し訳ございません。説明書 79 ページ中段

の部分にございますが、01 非常勤職員の報酬につきましては、これはお二人分 184 万 4,000
円。これは町で雇用します人件費。それからその方々に対する費用弁償という事で通勤手

当等の関係が 8 万 6,000 円。それから消耗品としましてトイレットペーパーですとかそう

いったような物を 10 万円。冬場につきましては、補助暖房という事で暖房施設等も TMO
さんの協力でファンヒーターもお借りできるんですが、燃料はこちらの方で見るという事、

それからいざという時のために携帯電話も町で契約をし、連絡を取れる体制という事で携

帯電話の使用料も 5 万 4,000 円。それから汲み取り簡易水洗ですので下水道ではないので

すが、簡易水洗ですのでそちらの汲み取り手数料で 7 万 2,000 円。先ほど説明をした労協

ながのさんへの委託料という事で 50 万円。TMO さんの方で格安でお借りすることが出来
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たのですが、電気代水道料込みで月 1 万円で 12 万円の賃借料をお支払して向こう 1 年間な

いし 2 年間で研究をさせていただきたいという予算計上でございました。説明は以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 最後の方でお話になったんですけれど、ある意味では試行的にや

っていくというイメージですかね。それと基本的には「みのわ～れ」から障がい者の方が

こちらのほうへ来るとか、障がい者の方がこちらのほうへ来て、そこが楽になるから見学

とかいうのではなくて、そこは基本的においといてプラスサテライト分という形で考えて

おられる、そういう事でよろしんですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池障がい者福祉係長 そのとおりで結構でござます。みのわ～れ」は、やはり障がい

者にとってみると、すみません。これから目指すべき障がい者、健常者がノーマライゼー

ション理念の下、ああいう形で将来的には過ごしていただけるのは良いと思うんですけれ

ども、やはりハードルが高いという事でスモールステップをもう一段スモールステップを

作ってほしいというようなご意見ご要望からこのようなものを試験的に作っり、そして定

着すればこの形もありかなと思うんですけれども、やはりあまり利用者が少ないとかです

ね、ちょっとどうなんだというご意見も上がればそちらの方は検討してまいりたいという

ことでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 この中には災害保険、とそういうものは入っているか。駐車場と

いう事の対応は。火災保険も。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池障がい者福祉係長 すみません。火災保険につきましては、TMO さんが賃貸借契約

の中で掛けておられ、私たちは TMO さんから利用料としてお支払するという事でそこの施

設を借りるという事ではなくて、先ほども申し上げましたけれども、平日のある時間帯を

松島コミュニティセンターを昼間お借りするので利用料をお支払するみたいなそんな形で

すので、直接その建物との賃貸借契約は町では結びませんのでそういった施設に対する利

用料としてお支払し、もし火災等が起きればそちらの方の保険等で対応していただくと、

勿論火災等は起こしませんし、火気につきましては一切この中にございませんで、お湯に

つきましては電気ポットでお湯を沸かす、ガス製品についてはこちらのほうにございませ

ん。 
それから駐車場のご質問につきましては、こちらの中にも書いてあるんですけれども、

あの裏に金星さん、箕輪花園さんの駐車場があるんですが、1 台分は長時間でなければ置く

ことは出来るという形にはなっているので、その辺は 1 台分くらいだったら利用者の方が

来て置いておくことは出来ますし、支援員も町民体育館周辺の駐車場を使いまして、そち

らから回っていただいても 3 分、5 分ですのでそちらのほうから歩いていただく、若しくは

利用者の方も長時間使いたい場合は近隣の公共施設の駐車場を利用するといった形でござ
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います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 松本委員 
○１１番 松本委員 名前のことなんですが、もう決まっているので色々言うのもおかし

い話なんですが、非常に似ているんですよね「みのわ～れ」と「みのあ～る」がね。初め

ていう人には必ず説明を添えて言うとか、よく伊那で「いなっせ」と「きたっせ」という、

今伊那ではそれと似た名前は付けるなという事もあるようだが「きたっせ」でやる場合は

必ず下へ「いなっせ」ではありませんという、そういう風にして非常に間違える人がいる。

これもこういう事が考えられると思いますのでこの名前を付けるときに何か意見は出まし

たでしょうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小池障がい者福祉係長 貴重なご意見ありがとうございました。こちらにつきましては、

まず名称につきましては、やはり「みのわ～れ」に通っておられる利用者アンケートとい

う事の中から、こういう施設連携があった方が良いよねと言った話から検討させていただ

いてこのような名前になっております。「みのわ～れ」と是非連携があってわざと似たよう

な名前を選択してあります。それでこちらの施設につきましては、障がいの方がメインに

なって集まって、そこで開放したりとかそういう事ではございませんので基本的にはあそ

この所に、外にも看板を出したりとか障がい者の居場所と書いたら良いのでしょうか、何

と書いら良いのでしょうか、何かしらの障がいの方が集まるという場所の看板を出したり

しますので、まず名前についてはわざと連携を取れるために近似値の名前を付けたという

のはアンケート等からいただいた意見の中から付けさせていただきました。先ほど申し上

げたように、1 年 2 年研究という事の中で使っている中で名前が紛らわしいという事になれ

ば今後新しい施設にもし発展的になった時にまた検討の余地はあるのかなと思っておりま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。この「みのあ～る」の事については

質問を終わりますが、他には全体を通してございますか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論行いますが、討論あり

ませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 25 号 平成

30 年度箕輪町一般会計予算、福祉課に係わる案件について、可決することにご異議ござい

ませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨を本会議で報告をさせていただきます。 
 議案第 28 号 平成 30 年度箕輪町介護保険特別会計予算についてを議題といたします。
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細部説明をお願いいたします。課長 
○安積福祉課長 それでは議案第 28号 介護保険の新年度予算について担当の方から説明

させていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○那須社会福祉係長 では引き続き予算に関する説明書に基づき、説明をさせていただき

ます。ページが介護の 15 ページですね。歳出の方から説明させていただきます。では 1 款 

総務費になります。1 項 1 目 3100 一般管理費でございます。こちらにつきましては介護保

険事業事務に掛かる経費としまして人件費やシステム使用料、広域連合の負担金などを計

上したものでございます。1 枚おめくりください。2 項 1 目 3102 賦課徴収費です。こちら

につきましては介護保険料の賦課徴収に掛かる経費としまして郵券料等を計上しているも

のでございます。続いて 3 項 2 目 3106 の認定調査等費でございます。こちらは介護認定調

査に掛かる経費としまして非常勤職員の報酬等を計上しているものでございます。続きま

して 17 ページをご覧ください。3 項 3 目 3107 認定調査会共同設置負担金としまして、上

伊那広域連合への負担金を計上してございます。続いて 4 項 1 目 3109 の趣旨普及費でござ

います。こちらは介護保険制度の案内冊子の印刷代を見込んであるものでございます。5 項

1 目 3110 包括支援センター運営委員会費でございます。こちらは運営協議会費の報酬とし

まして 7 万 2,000 円を計上してございます。1 枚おめくりください。18 ページになります。

2 款 保険給付費でございます。こちら 3111 介護サービス等諸費、3119 の介護予防サービ

ス等諸費、3125審査支払手数料、また 19ページにいきますが 3127高額介護サービス等費、

3128 の高額医療合算介護サービス等費、3150 特定入所者介護サービス等費を見込んでおり

ますが、こちら全て平成 29 年度の実績見込み値によりまして認定者数の伸び率等を考慮し

て算出し計上させていただいているものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 おめくりいただきまして 20 ページをお願いしたいと思います。

5 款の地域支援事業費になります。3151 介護予防・生活支援サービス事業費になります。

こちら 29 年度から開始いたしました総合事業に掛かる費用になっております。13 の委託に

つきましては訪問 C サービス、より短期のリハビリテーションに掛かる委託料と通所 A2
サービス、これは従来いきいき塾がこちらになりますがそちらの委託料となっております。

19 負担金補助及び交付金の 2 になりますけど補助金ということで、訪問 B サービス、通所

B サービスにというこでこれは地域住民ですとか地域の団体が行う事業に対しまして、補助

金という形で計上してあります。3 の交付金になりますけれども、大きなところですと訪問

A・通所 A1 サービス等諸費ということで、こちらは事業者が行うデイサービスですとかヘ

ルパーの部分に対する費用となっております。続きまして 3152 介護予防ケアマネジメント

事業費ということで、こちらは総合事業のみを利用される方に対する介護予防ケアマネジ

メント、いわゆるケアプランを立てる部分の費用となっております。大きなところとしま

しては 13 の委託料になりますけれども、こちら介護予防ケアマネジメント委託料というこ

とで本来であれば地域包括支援センターの職員がすべてのケアマネジメントを行うところ
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でありますけれども、人員体制等もありまして町内外の 19 の事業所の方に委託をさせてい

ただいております。 
 続きまして 21 ページでございますけれども、19-03 交付金になります。介護予防ケアマ

ネジメント等費ということで、こちらは介護予防のケアマネジメントを 1 月当たり 4,300
円になりますけれどもそちらの費用となっております。続きまして 3153 一般介護予防事業

費になります。こちらは介護予防事業に掛かる経費となっております。大きな支出等は人

件費等含めましてそういった形になっておりますけれども、おめくりいただきまして 22 ペ

ージをお願いしたいと思います。まず委託料としまして膝と腰にやさしい体操教室委託料

ということでこちらの方 34 万 6,000 円計上してございます。続きまして 14-1 使用料及び

賃借料の中で外出支援券の利用料になりますけれども、こちらは 2,000 円分の外出支援券

を 70 歳以上の高齢者と 70 歳未満の長寿クラブ加入者の方に配付をしております。平成 30
年は 5,450 人を見込んでおりますけれども実はこれまで 3153 の方と一般会計の方で 0425
で後期高齢者の方で 200 万円補助の制度がございまして、こちらの方で約 700 万で一般会

計の方で約 200 万計上していたわけですけれども、29 年度でいわゆる一般会計の後期高齢

の補助金が廃止ということで 200 万円こちらの介護保険特会の方に計上ということで増額

という形になっております。 
 続きまして 3154 包括的支援事業費になります。こちら主に地域包括支援センターの運営

経費ということで職員の給料、また非常勤職員の報酬が主になっております。主なものに

つきましてですけれども、23 ページをお願いをしたいと思います。13 委託料になりますけ

れども介護予防支援委託料ということで、こちらについては総合事業以外の要支援 1、2 の

方で介護予防サービスを使われている方についても本来であれば包括支援センターがケア

マネジメントをするわけですけれども、人員的な部分ございまして事業所に委託している

部分の委託料となっております。続きまして 14 の使用料及び賃借料という中で新規になり

ますけれども、相談記録管理システム使用料等ということで、これまでカルテ等について

は手書きのカルテを使っておりましたけれども今後包括的支援という中で、包括だけでは

ございませんけれども他の事業所ですとか役場庁舎内も含めまして家族支援ということを

考慮しまして相談記録管理システムを新たに導入したいということで 175 万 8,000 円計上

しているところでございます。また合わせましてその下、備品購入費ということでこちら

システム使用料に伴いましてサーバーも必要ということでサーバーの備品購入ということ

で 74 万 6,000 円計上してございます。 
 続きまして 19 負担金、補助及び交付金ですけれども大きなものとしまして、民間職員受

入負担金ということで 620 万計上してございます。こちら 29 年の 10 月から上伊那生協病

院から作業療法士の方を受け入れておりますけれども、こちらについても引き続き介護予

防また包括ケアシステムの推進ということで引き続き受け入れの方を 1 年継続したいと考

えております。続きまして 3155 任意事業費であります。こちらは地域支援事業に伴いまし

て市町村ごと任意で行う事業の主な経費となっております。主なものとしましては 13 の委
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託料中でございますけれども、認知症見守り支援事業委託料ということでいわゆるスマイ

ルサポートと呼ばれているものになりますけれども、認知症サポーターの養成ですとか地

域で見守りのネットワークづくりということで 372 万 4,000 円計上しております。おめく

りをいただきまして 24 ページになります。3156 在宅医療・介護連携推進事業費になりま

す。こちら主に在宅医療介護連携の事業になりますけれども今回新規の部分がございます。

まず非常勤職員報酬になりますけれども、在宅医療介護連携相談員ということで 0.5 人分に

なりますけども新規に計上してございます。こちら地域支援所の方で平成 30 年度までに市

町村には必ず 1 カ所は在宅医療介護連携の窓口を設置すること、という形になっておりま

すので、これについては箕輪町としましては包括支援センター内に設置をするということ

で人件費を計上してございます。 
続きまして 3157 生活支援体制整備事業費になります。委託料としまして生活支援体制整

備事業委託料ということで、これまで 26 年度から社会福祉協議会の方に委託をしておりま

すけれども生活支援サポーターの養成ですとか、あとは生活支援コーディネーターという

ことで社協の職員 7 名の方にコーディネーターということで各地区に張りついていただき

まして事業の方推進しております。そちらの方の委託料としまして 847 万円計上しており

ます。続きまして 25 ページになります。3158 認知症総合支援事業費になります。こちら

認知症支援のための費用になりますけれども、新規としまして 13 の委託料になります。認

知症カフェ委託料ということでこれまで町の直営で認知症カフェを行っておりましたけれ

ども、各民間の事業所の方にも 30 年度からは委託していきたいということで、12 万円計上

しております。続きまして 3159 審査支払手数料になります。こちらは総合事業の利用に対

しまして講演を委託しております審査支払手数料となっております。 
○那須社会福祉係長 1 枚おめくりください。26 ページになります。6 款 基金積立金の

3133 介護保険給付準備基金の積立金です。こちらは当初予算の方では預金利息を予定して

いる預金分を計上してあるものでございます。27 ページをご覧ください。9 款 諸支出金

でございます。3138 第 1 号被保険者保険料還付金につきましては 29 万 8,000 円というこ

とで、前年並みに見込んであるものでございます。3139 償還金でございます。こちらは過

年度国庫支出金等返還金ということで前年並みに見込んでございます。1 枚おめくりくださ

い。28 ページになります。10 款 予備費でございます。3147 の予備費でございますが、

前年並みに見込んであるものでございます。歳出の説明につきましては以上でございます。 

続きまして歳入の説明をさせていただきます。資料 3 ページをご覧ください。1 款 保険料

でございます。こちら第 1 号被保険者の保険料、介護給付費増額の財源としまして負担割

合の 23％見込んであるものでございます。1 枚おめくりください。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 2 款の分担金及び負担金になります。まず 1 節の介

護予防事業負担金でありますけれども、こちら総合事業に掛かる利用の個人負担金と一般

介護予防事業費といって膝と腰にやさしい体操教室の負担金という形になっております。

続きまして 3 目の包括的支援事業・任意事業負担金でありますけれども、こちらは任意事
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業負担金ということで成年後見の申し立て費用ということで、一旦は町長申し立ての場合

につきましては町が負担するわけですけれども、本人に負担能力がある場合については本

人負担とすることができますので、そちらの負担金を計上してございます。 
○那須社会福祉係長 5 ページをご覧ください。3 款 使用料手数料です。2 目の督促手数

料ですが 3 万円ということで前年並みに見込んであるものでございます。続きまして 6 ペ

ージをご覧ください。4 款 国庫支出金です。1 項 1 目 介護給付費負担金です。総給付費

に法定負担割合 20％を見込んであるものでございます。2 目 低所得者保険料軽減負担金

につきましては国の関係は 2 分の 1 見込んであるものでございます。2 項 1 目 調整交付金

でございます。こちらにつきましては財政調整交付金ということで約 5％見込んであるもの

でございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 2 目 地域支援事業交付金（介護予防事業・日常生

活支援総合事業）になりますけれども、こちらは右にございます説明の科目の対象事業費

の 25％の交付金となっております。続きまして 7 ページの地域支援事業交付金（総合事業

以外の地域支援事業）になりますけれども、こちらは右の説明にございます五つの科目の

対象事業費の 38.5％が国庫の交付金となっております。 
○那須社会福祉係長 1 枚おめくりいただき 8 ページをご覧ください。5 款の支払基金交付

金です。1 項 1 目 介護給付費交付金でございます。こちらは第 2 号被保険者分の負担にな

りますが右にあります事業費の 27％分を町へ交付いただくものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 2 目の地域支援事業支援交付金なりますけれども、

こちら右の説明にございます四つの科目の対象事業費の 27％の交付金となっております。 
○那須社会福祉係長 続きまして 9 ページをご覧ください。6 款 県支出金、1 項 1 目 介

護給付費負担金でございます。こちらも右の事業費の 12.5％を見込んであるものでござい

ます。続いて 02 目 低所得者保険料軽減負担金でございます。こちらが右側にあります事

業費の 4 分の 1 を見込んでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いて 3 項 1 目の地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支

援総合事業）になりますけれども、こちらは右の説明にございます四つの科目のうちの対

象事業費の 12.5％の交付金となっております。続きまして 2 目の地域支援事業交付金（総

合事業以外の地域支援事業）になりますけれども、こちらは右の五つの科目の対象事業費

のうち、19.25％が交付金となっております。 
○那須社会福祉係長 1 枚おめくりください。10 ページをご覧ください。6 款 県支出金の

4 項 1 目 総務費委託金でございます。こちらは生活保護第 2 号被保険者認定調査委託金と

して計上してございますが、こちらの方は保健福祉事務所から町への認定調査の委託金と

して収入を計上してあるものでございます。続いて 11 ページでございます。10 款 繰入金、

1 項 1 目 介護給付費繰入金でございますがこちらにつきましては右側にあります事業の

12.5％を計上してあるものでございます。 
○小笠原高齢者福祉係長 続きまして 2 目の地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支
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援総合事業）になりますけれども、こちら右の四つの科目の対象事業費の 12.5％の繰入金

となっております。続きまして 3 目の地域支援事業繰入金（総合事業費以外の地域支援事

業）になりますけども、こちらは右側の五つの科目の対象事業費のうち、19.25％が対象の

繰入金となっております。 
○那須社会福祉係長 続いて 4 目 低所得者保険料軽減繰入金でございますが、こちらは

対象事業費の 4 分の 1 を見込んであるものでございます。続いて 5 目 その他一般会計繰

入金につきましては事務費に掛かる繰入れということで町が負担するものということで全

額見込んであるものでございます。1 枚おめくりください。12 ページになります。11 款 繰

越金でございますが繰り越しにつきましては前年並みに見込んでございます。13 ページを

ご覧ください。13 款 諸収入です。1 項 1 目 第 1 号被保険者延滞金につきましても前年

並みに見込んでございます。続く預金利子につきましても前年並みに見込んでございます。

また、4 項 5 目 第三者納付金、6 目 返納金につきましても前年並みに計上させていただ

いております。 
○小笠原高齢者福祉係長 続いて 07 目 雑入になりますけれども、まず雇用保険料本人負

担分につきましては非常勤職員につきまして法定割に基づいた本人負担分の計上となって

おります。続きまして 2 の居宅介護サービス計画費収入になりますけれどもこちらは介護

予防ケアマネジメント、また包括的支援事業費の方でいわゆる要支援 1、2 の方と総合事業

対象者の方につきましてすべて包括支援センターがプランを立てることになっております

ので、そちらの方のサービス計画費の収入となっております。最後 03 雑入としまして 1 万

円になりますけれども、こちら職員の方が各研修の方で講師ということで行っておりまし

てその分の謝礼ということでの収入になっております。 
○那須社会福祉係長 続きまして 14ページをご覧ください。16款 財産収入です。2目 利

子及び配当金とありますが介護保険給付準備基金の運用収入としまして、現在では利息分

として補正を計上してあるものでございます。説明につきましては以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 説明いただきました。質疑を行いますが、質疑ござい

ますか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 23 ページのところなんですけれども、包括的支援事業費のところ

で相談記録管理システムというのが新たに入ってくると、これを使われるという事で、こ

の関連の使用料とかサーバーの経費がここに入っているんですけれども、個人情報とか今

いろいろ出てくると思うんですよね。その辺の心配もあるんですけど、ちょっとこの辺、

相談記録管理システムについて説明をお願いしたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 現在、カルテの管理について紙で管理をしておりまして、いわ

ゆる個人のカルテがあってそれが家族ごとにファイルという形になっているんですが、紙

で管理しているのものですから関連付けいわゆる高齢者個人に対応していても実際にはそ

の家族に何かしら問題があったりですとか、そういったケースが今実際増えている状況で
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ございます。そういった部分ですぐ見れる、福祉の方がある高齢者の方に何かそういった

ご自宅を訪問して何か問題があれば、他の関係する課でも見れたりっていうようなところ

も必要かと思いますので、そういった中で家族全員、家族全体を見るという形でやはりシ

ステムで見ることが、一旦他の家族でもし（聴取不能）があればもし別のことで子どもに

ついて相談があって見るときにも、先日高齢者の方に訪問したとかそういった記録がすぐ

見れたりはするもんですから、そういった中でシステムを導入して出来るだけ各課連携を

して進めていきたいというのが一つございます。 
あともう一つ、紙ですとやはり書くという事でそこは手間が掛かったりですとか、打ち

込むことによってそれが別の形で直ぐ利用できたりという部分もございますので、できる

だけそういった職員の手間等も減らせる部分ではシステム化をしていって効率化を進めた

いという事で導入をお願いしたいところでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 個人情報とかその辺の配慮とかその辺はどんなふうな形でしょう

か。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 個人情報につきましては、昨年ですけれどもシステムの関係で

LGWAN 系とインターネット系ということでネットワークの強靭化ということで分離をさ

れておりまして、LGWAN 系は公共団体しか繋がらないというような状態になっておりま

すので、ちょっとそこについても情報担当と調整をしながら外に出ないような形でのネッ

トワークの中で構成をしていきたいと考えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ただ今、時間がこの時間になっております。時間延長

の方についてはどのようにいたしましょう。審議終了まで延長いたします。課長 
○安積福祉課長 今の件で補足をさせてください。説明の内容は係長が申し上げたとおり

です。私日々仕事を見てまして、非常に必要なシステムだなというふうに考えています。

カルテというものが紙ベースでずっと長い歴史がありまして、膨大な量があります。10 年

も前に書いたものも記録見たりとかする中で紙で回しているという現実がありまして、そ

れを具体的に言いますと福祉課、関連する課でいいますと健康推進課、一部によっては子

ども未来課というところで紙のものを供用する訳ですね。セキュリティの面は今申し上げ

た通り大丈夫なんですが、逆に紙の方は紛失ということが非常に心配するところがありま

して、長年持ってきた紙類ですので書類の中で混ざってしまうとか現実にないとは言えな

いところがありまして、紛失した時には取り返しがつかないということになると思います。

何とか電子化を進めていこうと前から検討していた内容ですので、それから相談件数も膨

大に増えております。その中でもう紙でやる時代ではなくなっているということが実態で

すので、是非この予算はお願いしたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。大槻委員 
○２番 大槻委員 認知症関係で認知症カフェ委託料とございますが、どこかで営業して
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いる訳ですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小笠原高齢者福祉係長 こちら認知症カフェは、基本的には月 1 回ですとか、毎日では

なくて月 1 回程度事業所ですとか公民館だとか、実際に今年度も行っておりますが、実際

に喫茶店を借りてやった事もございまして、そういった内容も含めて会場を借りながら事

業所も含めてやっていきたいと考えております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。他にはいかがですか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 28 号 平成

30 年度箕輪町介護保険特別会計予算について、原案のとおり可決することにご異議ござい

ませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

その旨を本会議でご報告をさせていただきます。以上で審査を終わります。 
【福祉課 終了】 

 
【2 日目】 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 おはようございます。昨日に続きまして福祉文教常任

会の審査をいたします。 
⑥住民環境課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは住民環境課に係わる案件でございます。議案

第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）について住民環境課に関するとこ

ろを議案といたします。細部説明をお願いいたします。課長 
○毛利住民環境課長 議案第 4 号 平成 29 度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）の住民環

境課に関する部分の説明をさせていただきます。細かな説明につきましては担当の係長か

ら説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐沢生活環境係長 15ページ17款 県支出金になります。17ページをお開きください。

歳入の関係でございますが項 02 県の補助金の関係でございます。01 総務管理費県補助金、

13 の消費者行政活性化事業補助金であります。39 万 6,000 円でございます。続きまして

24 ページをお開きいただきます。今度、歳出の関係でございますが 02 款 総務費でござい

ます。項 01 目 09 の 0245 公共交通事業費でございます。負担金につきまして 69 万円、伊

那地域定住自立圏の交通負担金の増でございます。続きまして 0247 消費者行政事務費でご

ざいます。財務の組替えということで先ほど歳入の方で説明をさせていただきました県の
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補助金という関係で 39 万 6,000 円の減でございます。30 ページをお願いいたします。04
款の衛生費でございます。項 02 目 04 の 0460 ごみ・し尿の処理事業費でございます。負担

金補助金の関係でございますが負担金といたしまして 2,672 万 6,000 円の減ということに

なっております。内訳は伊那中央行政組合と上伊那広域連合組合の負担金減ということに

なっております。補正に関しての説明は以上となります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明いただきましたので質疑を行います。質疑あ

りませんか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 二つですけれど、24 ページの伊那地域自立圏の公共、この負担金

増の主な理由と 30 ページの広域連合負担金減の主な理由をお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○毛利住民環境課長 始めに 2 款の伊那本線の負担金の増でございます。箕輪町の分とし

ては 69 万円の増という事になってございますけれども、3 市町村全体で経費の方が 260 万

円の不足が生じまして増という事になってございます。その内訳で負担割合から箕輪町が

69 万円となったものでございますけれども、260 万円の主なものでございますけれども、

当初経費として見込んでおりませんでしたバスの関係の消耗品ですとか点検、タイヤの入

替えみたいな実費分につきましてバス会社と調製させていただいた部分が約 210 万円でご

ざいます。それから運賃でございますけれども、当初見込んでいた運賃 1 年間全体で約 287
万円を見込んでおりましたが、実際の運航の中で収入の見込みが 270 万円くらいになりそ

うだという事で 17万円の収入の不足が生じていると、この二つが大きなものでございます。 
それから 4 款の方の伊那中央行政組合の負担金、それから上伊那広域連合の負担金の減

がございます。まず伊那中央行政組合の負担金の減でございますけれども 444 万 2,000 円

の減となってございます。この主なものは、し尿処理経費の経費節減によるもので負担金

が減になっているというところの部分でございます。それから伊北環境行政組合につきま

しては、ごみ処理の関係、主にクリーンセンター八乙女、中央清掃センターなどの施設の

運営費の経費が当初見込んでいたものより低かったという事、決算に向けた減額をしてい

るところの中で負担金が減となっているものが主なものでございます。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 予算上出てきていないが、箕輪町、南箕輪の灰の処理のあれは今

後まだ見込まれそうかどうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○毛利住民環境課長 12 月前の補正予算で一度増額をお願いしておりますけれども、その

後、南箕輪の方で処理を継続しております。3 月末までに全ての処理が終わる見込みだとい

う話は聞いておりますけれども、その時点で若干予想していたよりも量が増えそうだとい

う話はいただいております。細かな数量だとか経費については、清算がついておりません

ので事業が終わった後どの位掛かったのかというところを清算していただいて最終的には

来年 30 年度の 6 月の補正で調整していくという形になろうかと思います。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 4 号 平成 29
年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）住民環境下課に係わる案件につきまして、原案の

とおり可決することにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会でその旨ご報告をさせていただきます。 
 続きまして議案第 25号 平成 30年度箕輪町一般会計予算についてを議題といたします。

課長 
○毛利住民環境課長 それでは議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算の住民環境

課に関する部分につきまして資料、緑色の冊子でございます。箕輪町予算に関する説明書

に沿いましてそれぞれ担当の係長から説明をさせていただきます。なお、歳入を説明しそ

れから引き続きまして歳出の方の説明に移らせていただきますのでよろしくお願いいたし

ます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐沢生活環境係長 まず歳入ということでお願いをいたします。ページで 16 ページをお

願いいたします。15 款 使用料及び手数料の関係でございます。02 町内循環バスの使用料

でございますが、一応例年どおり 105 万 6,000 円を予定しております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○宮尾住民係長 それでは 17 ページをご覧ください。同じく 15 款 使用料及び手数料で

す。02 総務手数料のうちの 03 戸籍住民基本台帳手数料です。総額 873 万 1,000 円で 01 戸

籍の手数料ですけれども、362 万 8,000 円、02 住民票交付手数料は 298 万 6,000 円、03 諸

証明手数料が 184 万 5,000 円、04 印鑑登録証明書の交付手数料は 21 万 8000 円、05 通知

カード個人番号カードの再交付の手数料 5 万 4,000 円で前年とほぼ同額となっております。

以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐沢生活環境係長 続きまして 04 衛生手数料でございます。01 保健衛生手数料でござい

ますが犬の登録手数料と狂犬病の予防注射済票交付手数料でございます。135 万 5,000 円で

ございます。例年どおりの計上ということでさせていただいております。それから 02 清掃

手数料でございますが、一般廃棄物処理業者許可申請等の手数料と浄化槽清掃業者申請等

の手数料となってございます。19 ページをお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○宮尾住民係長 総務費補助金です。23 個人番号カード交付事業費補助金です。こちらは
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また歳出の方でもご説明いたしますが、マイナンバーカードの公布に関する国庫の補助金

となっております。以上です。続いて 21 ページをご覧ください。16 款 国庫支出金、総務

費委託金のうちの戸籍住民基本台帳費委託金です。02 中長期在留者住居地届出等事務費委

託金です。こちらも外国人登録の関係の委託費となっております。昨年と同じ 31 万円とな

っております。次の 01 社会福祉費委託費の国民年金事務委託金ですけれども、こちらにつ

きましても国民年金の事務の委託金といたしまして 424 万 6,000 円となっております。 
○唐沢生活環境係長 1 ページおめくりいただき、22 ページをお願いいたします。17 款 県

支出金でございます。0247 消費者行政活性化事業補助金でございます。49 万円を計上して

ございます。 
○宮尾住民係長 25 ページです。17 款 県支出金、総務費委託金のうちの戸籍住民基本台

帳費委託金です。02 人口動態調査委託金としまして、3 万円を計上してあります。大分飛

びますが 34 ページをご覧ください。22 款 諸収入です。09 の雇用保険料本人負担分です

けれども、0254 と 0435 伊那松島駅の駅員の方と住民係の非常勤職員に掛かる雇用保険料

本人負担分としまして 2 万 9,000 円と 5,000 円を計上してあります。 
○唐沢生活環境係長 続いて 35 ページになります。同じく 22 款 諸収入でございますが

19 ごみ処理費用有料化手数料、0460 ごみ処理費用有料化手数料が 1,722 万。上伊那広域連

合市町村交付金としまして 37 万 5,000 円でございます。これについては第 2 段階チケット

の購入分という形になります。1 ページおめくりください。0245 公共交通事業費、町内循

環バス車両掲載広告料 18 万 9,000 円。伊那松島駅乗車券販売手数料といたしまして 188 万

4,000 円。町内循環バスのバス停掲載の広告料といたしまして 10 万円でございます。続き

まして 37 ページをお願いいたします。中ほど、下段ですが 0435 自然エネルギー導入促進

事業費、BDF の販売収入でございますが 18 万 6,000 円。0451 公園墓地事業費、公園墓地

駐車場整備管理組合の負担金でございます。30 万円、こちらについては芝宮公園墓地の駐

車場の整備に伴っての組合負担分ということになります。0460 ごみ・し尿処理事業費でご

ざいますが生ごみからできた堆肥の販売収入で 6 万円でございます。収入は以上というこ

とになります。 
 続きまして歳出をお願いいたします。ページで言うと 52 ページをお願いいたします。02
款 総務費、0232 財務管理費でございます。今年度 1,445 万 5,000 円、比較で 95 万 4,000
円の増ということでございます。駅駐輪場とトイレの経費でございます。続きまして 58 ペ

ージをお願いいたします。0245 公共交通事業費、本年度 3,381 万 1,000 円、比較で 12 万

4,000 円の増でございます。駅員の報酬、バスの委託料でございます。59 ページ、次のペ

ージでございますが 0247 消費者行政事務費 61 万 9,000 円、比較で 18 万 6,000 円の減でご

ざいます。11 の需用費 04 印刷製本費でございます。消費者行政の啓発パンフレット印刷と

いうことで 40 万円をしております。これについては食品ロスの削減の啓発の関係のパンフ

レットを配布ということで予定をしております。続きまして町民菜園費、29 年度について

は 0249 ということで提示をしてあったわけですが、次年度につきましては産業振興課の方
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へ移管をしましたので一応 6 款へ移っております。2 ページおめくりいただいて 62 ページ

をお願いいたします。 
○宮尾住民係長 0254 戸籍・住民基本台帳費です。こちらは主なものとしましては職員の

人件費等 63 ページになっていますが、負担金が主なものとなっております。主な負担金の

ものとしましては、マイナンバーカードの交付負担金、先ほど歳入の方でもお話ししまし

たがマイナンバーカードの交付金の負担金と年金システムの改修が本年度ありますのでそ

ちらの負担金が主なものとなっております。総額 3,437 万 1,000 円、比較 681 万 7,000 円

昨年度よりも増額となっております。以上です。 
○唐沢生活環境係長 94 ページをお願いいたします。04 款 衛生費でございます。0430
環境衛生費でございます。本年度 3,124 万 9,000 円、比較で 351 万 3,000 円の減でござい

ます。01 報酬でございますが衛生事務嘱託員報酬が 314 万 9,000 円。給料、職員手当等、

共済費については職員にかかわる部分でございます。08 報償費につきましては衛生部長会

出席謝礼等でございます。15 万 9,000 円を予定しております。1 ページおめくりいただき

まして 95 ページになりますが 0431 公害対策事業費でございます。本年度 34 万 9,000 円、

比較で 327 万 4,000 円の減、これにつきましては 29 年度八乙女の最終処分場水脈探査を実

施させていただきました部分の減額ということになります。0433 自然保護事業費でござい

ます。243 万 7,000 円、本年度と同額で計上してございます。1 ページおめくりください。

96 ページになりますが 0435 自然エネルギー導入促進事業費でございます。531 万、比較

で 533 万 2,000 円の減、これにつきましては 29 年度は自然エネルギーのイベントの開催、

それからみどりの資源リサイクルステーションへの備品購入がございましたその分の減と

いうことになります。事業内容といたしましては BDF の精製とみどりの資源リサイクル事

業でございます。 
 続きまして97ページお願いいたします。0451公園墓地事業費でございます。本年度1,375
万 1,000 円、比較で 1,327 万 7,000 円、芝宮公園墓地の駐車場整備に掛かる部分でござい

ます。1 ページおめくりいただきまして 13 の委託料でございます。芝宮公園墓地の駐車場

分筆登録等の委託料として 20 万 4,000 円。工事請負費といたしまして、同じく芝宮公園墓

地の駐車場の整備工事費ということで 260 万 7,000 円。公有財産購入費、芝宮公園墓地の

駐車場用地といたしまして 1,050 万でございます。続きまして 0460 ごみ・し尿処理事業費

でございます。本年度 3 億 1,285 万 8,000 円、比較で 210 万 7,000 円の増でございます。

11 の需用費でございますが、04 印刷製本費、ごみ・資源物分別の手引き印刷、平成 31 年

伊那の清掃センターの関係の新施設の稼働に伴って一部不燃から可燃、燃やせないごみか

ら燃やせるごみへと変わる部分がありますので冊子の新しく印刷ということで計上させて

いただいております。129 万 6,000 円でございます。13 の委託料でございますがごみ・資

源物収集業務の委託料といたしまして 6,354 万 8,000 円でございます。続きまして 99 ペー

ジでございますが 19 負担金、補助及び交付金でございますが 01 負担金といたしまして 2
億 2,996 万 6,000 円でございます。伊那中央行政組合、上伊那広域連合のそれぞれ負担金
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でございます。続きまして 0461 生活排水汚泥処理施設運営費でございます。本年度 726 万

2,000 円、比較で 14 万 6,000 円の減でございます。事業内容としては例年どおりというこ

とでございますが、01 の委託料といたしまして汚泥処理施設維持管理委託料、余剰汚泥の

処理委託料といたしましては合わせましてですが 677 万 2,000円ということでございます。

歳出についても、以上で説明を終了とさせていただきます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので質疑を行います。質疑

ございませんか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 一つですけれど、マイナンバーの交付の状況と、これから他の目

的への利用の見通しというかそこら辺を質問したと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○宮尾住民係長 マイナンバーカードなんですけれど、発行枚数はそれ程伸びてはいない

のですけれど、今後上伊那 8 市町村の中でマイナンバーカードの利用としまして、戸籍の

取得と税証明の取得が出来るように今話が進んでおります。それに伴いまして、また条例

改正とか料金の関係とかいろいろ諸々を今打合せをしているところですので、その利用が

進むにあたってマイナンバーカードの申請がもう少し増えることを願っています。以上で

す。 
○１０番 小出嶋委員 今どの位の割合なのマイナンバーカードの交付状況は。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○宮尾住民係長 申請者としましては、2 月 28 日現在で人口に対して 9.6％申請はしてい

ただいてあります。件数としましては、2,398 人です。ただ、まだ交付は申請はしても連絡

をしても取りにお見えにならない方も何人かいらっしゃいますのでそんな状況です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 96 ページから 97 ページあたりにかけて大きく 2 点ほどお聞きし

たいと思うんですけれど、まず自然エネルギー導入促進費ですけれど大幅に半分近く事業

費が減額という事でありますが、啓発イベントが一応やらないと、元気づくり支援金の関

係もありましてのようですけれど、やはり私自然エネルギーの導入の啓発とかこの辺に関

わる事業について、何かもう少し考えを盛り込んでもらいたいと思うんですが、30 年度は

こういう形だということなんですが、その先に向けてですね、何かそういう事を考える必

要があるんじゃないかという事、それからみどりの資源リサイクル関係が非常に知名度の

問題とかありますけれども、こういう具体的な取り組みという事がですね、進んできてい

るのは良い事だろうと思いますけれど、しかしやっぱりこの辺の周知が一致しない事があ

るので合わせてこの辺の啓発に合せてもうちょっと自然エネルギー導入の、特に木質資源

といいますか、そういったものを含めてもう少しもうちょっとなんかここのところを考え

ると必要があるんじゃないかという事、その辺の状況について説明をお願いしたいという

事と、それから墓園費の方がかなり大幅に増えるということで芝宮公園墓地という事のよ

うですけれど、この辺ちょっと私場所もよく存じないし、それから墓地のニーズがあるの
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かどうか、今のこの墓地の状況ですね町の町営の状況等も説明をお願いしたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○毛利住民環境課長 まずはじめに自然のエネルギーの促進の関係でございます。0435 の

自然エネルギー促進導入事業費でございますが、説明させていただいたとおり予算におい

ては前年の当初大幅に減額となってございます。こちらにつきましては、先ほど委員がお

っしゃられたようにまず一つは、自然エネルギーイベントが 3 年やってきてひと区切りと

いう事で今年は予算を計上しなかったという事、それからもう一つは、みどりの資源リサ

イクルステーションを立ち上げるにあたって、施設の改造だとか備品の購入だとかという

経費がございました。こちらについて、減額となって今年度 30 年度につきましては運営が

主なものになっていくという事で大きく減額となっております。それともう一つ、自然エ

ネルギーのイベントを 3 年を一つの区切りとして辞めたという事があるんですけれど、こ

の 3 年の中で参加していただいた皆さんと若干繋がりがございまして、それをここで断ち

切ってもどうなんだろうというところの話もヒアリングの中でもございました。それで専

門のイベントとしては、主なイベントとしてはやらないんだけれど町で行う何かのイベン

トにそういう皆さんも一緒に出て違うところの中でまた自然エネルギーを若干でも啓発が

出来たら良いかなと考えております。自然エネルギーの啓発イベントで主役ではないので

すけれど何かの中に一緒にやっていきたいなというところを計画しております。何の事業

に一緒にやっていくかはまだ詰め切れていないところでございます。 
それからもう 1 点が芝宮公園墓地ですけれど、場所は松島南町の信号機を下りてニチノ

ウさんのある所、ニチノウさんの会社のすぐ南側くらいの位置になります。昔からその地

域の皆さんのあった墓地、それから町が開発した所、もう一つは松島区がその昔分譲した

という所が三つ一緒になって若干大き目な墓地になっておりますけれども、現状あの場所

には駐車場が全くなくて、いわゆるお墓場に来た皆さんどうしていたかというと、ニチノ

ウさんの南町の信号機から下ってく所に車を停める若しくはニチノウさんの駐車場に入れ

たりして墓地を利用していたというところでございます。そんな中で墓地の組合の方から

何年か前から駐車場の整備がしたいという相談を受けておりました。いろんなお話をさせ

ていただく中で、ここでようやくその予定地が決まったり地権者の方のご理解をいただい

たりという事で事業が進められそうになってきたという事で今回予算の計上をさせていた

だいているところでございます。また歳入でも組合の方から若干の負担金をいただきたい

という事で 30 万円負担金いただくような予算を計上させていただいてございます。そうは

言っても墓地を使う皆さんが主な施設になるものですから管理の方は組合の方で責任もっ

てやっていただくという事、それから整備については一部組合の方も負担していただきた

いという事で事業を進めております。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 その関連というかその関しての質問ですが、墓地に対する公園墓

地に対するニーズなんかはどうなんでしょうか。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐澤生活環境係長 現在の状況でいくと、やはり段々あとを継承していく人がいないと

いう方の相談でお墓を継承させてもらったんだけれど、言い方が正しいかどうか、要らな

くなってしまったというような方、ちょっと先に戻ってしまいますが現在町で管理してい

る墓地については、空いている状況のものはありません。全て永代使用権という形でお貸

ししているというような状況にはなっているんですが、先ほど言ったように継承する人が

居なくなってきたりという中でお返ししたいという方は何人か申出されている方がいらっ

しゃいます。逆にうちの方で新たに販売できる土地、土地というかお墓の部分ございませ

んので、そういう方と逆に欲しい方とをマッチングという言い方が正しいのか分かりませ

んけれども、紹介をさせていただいてお互いの中で譲り合うというような形になっており

ますが、なかなか希望する場所と今譲りたい場所と合わずにうまくお話がまとまっていな

いというところはございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○１２番 唐澤敏委員 あと自然エネルギーの関係ですけれど、課長さんのお話の中で何

らかの形でいろんなイベント等のものと併せて啓発というか、みどりの資源リサイクルの

周知みたいなものを考えていくという話でありましたけれど、ちょっとやはりこの辺含め

てですね、こういう町の資源を有効に活用するという大事なことでありますので力を入れ

ていっていただきたいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 ちょっと 2 点ほどお聞きしたいのですが、一つは浄化槽とか生活

雑排水の処理の関係ですけれど、この利用の状況というのは下水道の接続の方にどの位移

行しているのかという事と、それが進んでいるのかという事。 
二つ目ですけれど、バスの方ですが伊那本線の利用状況ですけれど、目標と実績がどの

位の差があるのかどうかお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○毛利住民環境課長 まず生活排水の関係ですございますけれど、下水への繋ぎこみなど

につきましては、水道課が担当しておりまして生活環境の方では数字的には把握していな

いところでございます。 
それから伊那本線でございますけれど、先ほども説明させていただきました。年間のい

わゆる料金収入でいう見込みで比べますとそんなに大きな利用減にはなっていなかったと

いうようなところがございます。ただ、最終日の全協の中でも説明させていただきますけ

れど利用の状況につきましては、平日が 9 往復 18 便、それから休日、土日が 3 往復 6 便と

いうような運行の中で、特に平日の 9 往復 18 便の一番最初と一番最後の便の利用がものす

ごく低調な状況です。大体 1 年間通して見てきて統計取ってみると、その 1 便と 9 便の便

当りの平均利用者数が 1.0 人を下回っている利用状況でございまして、来年度 4 月以降につ

きましては、1 便と 9 便を減便しようという事で協議会の方で検討させていただいて、4 月
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1 日から平日につきましては 9 便ではなく 7 便の 14 往復という運行形態にしてまいりたい

と考えています。それに伴いまして、運行経費の減、それから僅かですが利用料金の減と

いうものもありますけれども、その中で負担金として掛かる経費は今年よりも若干少なく

なるのかなと思いますけれど、それは 1 年間運行してみてどの位かかったかという状況が

ございますので、今の段階では何とも言えないところがございまして今年の予算につきま

しては 29 年度の当初予算と同額、定住自立圏の計画額をそのまま計上させていただいてい

るという事でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 先ほどの生活雑排水の関係ですけれど、こっちの処理というかは

減っていないのですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐澤生活環境係長 はっきりした数字は持っていないのですが、減ってはいます。それ

は間違いはないですが、下水道の使用区域が広がってきている部分もございますしという

部分だとは思いますけれども、生活雑排水だけで見た場合はやはり減っているのは間違い

ございません。以上になります。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 よろしいですか。大槻委員 
○２番 大槻委員 犬の狂犬病の注射について、注射率と野良犬等々の状況、それから今

小さい犬飼ってるじゃないですか、みんな家庭で。そういう犬が役場の方へ登録されてい

るのか、そのパーセントはどのくらい、想像の域になると思いますけれどその 3 点お願い

したいと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○唐澤生活環境係長 まずは狂犬病の予防注射の関係でございますが、平成 29 年度で登録

が約 1,300 頭に対して 2 月現在で狂犬病の予防注射を済ませている頭数が 1,230 頭くらい

ですので、98％位は実施済みということにはなります。登録の関係でありますけれど、こ

ちらの方もあそこに犬がいるけどっていう情報があって調べに行って実際登録してあるか、

してないかということでしか分からない部分がありまして、たまに逃げ出しましたよと言

って捕まえて、飼い主さんのところに戻す時にこちらの方では一応登録されているか確認

するんですが、ごくたまにですが登録がないという事実は確かにありますので現在、先ほ

ど申し上げたように 29 年度については、1,300 頭ほどの登録頭数になっていますよという

ことですが、実際に町内で飼われている頭数は 1,300 頭イコールかというと、そうではな

いと思います。中には、飼いはじめて間もないから登録してない場合もあるかと思います

が、100％の登録には至っていないと思います。あと野犬、野良犬の関係ですけれども、町

内を含め上伊那管内においても今現在は野犬、野良犬というものは存在してないのではな

いかとこちらでは把握しています。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 先ほども質問がありましたけれど、墓地に対する意識間隔が変わ
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ってきている。私もお寺の事に係わってきているんですけど、各お寺が納骨堂なりなんな

りを用意をして、大体 30 年間から 33 年間くらい金額にして 1 年に 1 万円くらいの保管料

を得て管理するという方向がかなりお寺の経営の事を含めて出てきている。そういう状況

の中で墓地公園としての大原墓地のあり方というものが、今までのような考え方で続くか

どうかということなんですが、その辺の捉え方をどんな風に捉えているか考えがあったら

お示しいただきたい。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○毛利住民環境課長 墓地でございますけれど、現在は形態とすれば個人の方に一定の区

画のものを永代で使用いただいている形のものが基本でございます。こちらの方で全体を 1
年間の中で見させていただく中で、概ねそれぞれ管理していただいているんですけれども、

中には何も管理がなくて草がぼうぼう生えているような所もあったりします。そういう方

に対しては、通知を出したりして管理をしてくださいというようなお願いはしているとこ

ろなんですけども、心配されるのは今後そういうものを管理していく人すらもしかしたら

いなくなっちゃう時代が来るのではないかと心配しております。 
それともう一つ、個々の墓地というよりは（聴取不能）の方がどちらかと言うと合葬み

たいな、一つの納骨堂なんですけれども一つの建物の中に遺骨を安置していくというよう

な、いわゆる管理者がその施設を全体的に管理するというような合奏式の墓地というよう

なものが出始めているかなと考えています。そういった事も今後は視野に入れて考えてい

った方が良いのかなというところは思っているところでございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 他所でやっている樹木葬とかそういった事を含めて、墓地に対す

る意識変化が起きているのを察知した墓地公園管理みたいなことが今後検討される必要が

あるのではないかと思います。町の現状は分かりました。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。大槻委員 
○２番 大槻委員 みどりの資源リサイクルのところで広告、看板等々やった方が良いの

ではないかという話があったんですけれども、予算には入ってます？その広告の。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○毛利住民環境課長 自然エネルギーの導入促進事業費の需用費の中に看板等の費用は計

上してございます。それから一般質問でもご意見をいただいておりまして、広報してます

というお話はさせていただいたのですけれども、広報の他に今年印刷したごみのカレンダ

ーの中にもみどりのステーションのことを入れさせていただいたのと地図もつけさせてい

ただいてございます。地図はステーションばかりでなくて、八乙女のクリーンセンターだ

とかそういった物も併せて一緒に分かるような地図になってございます。そんな中でごみ

の収集の日程表からもあるということが理解いただけるかなと、今年はそんなふうな対応

もさせていただいてございます。それから入口の所が非常に分かりづらいというお声をい

ただいておりまして、入口の所に看板を立てる予定なんですけれども、現在その枝を置く
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所に行くのにどういうふうに行くかと言うと、一旦堤防に出て堤防の道路を通って入るよ

うな状況になってございまして、その辺が天竜川を管理する国の方から責任を持ちきれな

いと、極力通らないでほしいと言われておりまして、この 3 月位に道路の方から直接、今

堀のようになっているのですけれど、そこに土を入れて直接入り込めるような進入道路を

天竜川上流工事事務所で作ってくれるという中で、施工を待ってその入り口が分かりやす

い看板を立てたいなと思っています。その辺をお待ちいただければと思います。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 関連ですけれどよろしいですか。リサイクルステーシ

ョンが遠くから見えますけれど、看板がその付近になって看板があるよりも、ステーショ

ン自体に看板としてイメージがみどりのステーションということが分かるイメージが遠く

から見えるっていう、例えば学校の子どもさんが描いた絵をステーションに書くとか。ち

ょっと柔らかいイメージはどうでしょうか。 
それともう一つ、この新規事業の中に生ごみ減量啓発の中に、ひとしぼり運動というの

があります。大変良い事だとイメージでパッと思うんですが、具体的にはどんなふうに進

めていくのかという事と、生ごみ処理機の 29 年度にどのくらい購入された方があったかお

願します。係長 
○唐澤生活環境係長 みどりのリサイクルステーションの件でございます。建物自体には

看板と言うか名前を張り付けたという事で、そこまで行けば分かる状況ですが、何せあの

場所自体がこちらとしても説明がしにくいような場所で皆さんも分かりづらいということ

であります。今ご意見いただいた部分、検討しながら分かりやすいようなもの、また利用

しやすいようなものについて検討させていただきたいと思います。 
それから生ごみのひとしぼりの関係でございますが、モニターというかこちらの方で、

こういったものを使って手軽にひとしぼり出来ますよみたいなものを何人かの方に協力い

ただいて実際に試していただくと、どんなふうでしたかというような形でご意見をいただ

きながら、そういったものがもし有効であればそういったものを提供していくとか紹介し

ていく形をとっていったり、また方策として一応私は、うちの家庭ではこんな方法でひと

しぼりしてますよと、わざわざ器具を使わずにというような事を含めてご提案をいただき

ながら、それを広く町民の皆さんに発信していく形で生ごみの減量に努めていきたいと考

えています。 
それから生ごみ処理機の件数でございますが、今年度につきましては 25 件ほどです。ち

ょっと始まった当初は 100 件だとかという話もある時代はありましたけれど、ここのとこ

ろ大体年数で 20 件前後くらいの購入に対する補助となってございます。今年度につきまし

ては、2 万円から 3 万円に 1 万円補助金上げさせていただきました。その影響もあるのか若

干今年については伸びてございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして討論ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決をいたします。議案第 25 号 平成

30 年度箕輪町一般会計予算、住民環境課に係わる案件につきまして原案のとおり可決する

ことにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め可決すべきものと決しましたので、

本会議でその旨ご報告をさせていただきます。 
【住民環境課 終了】 

 
⑦子ども未来課 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 休憩に引き続きまして、委員会を再開いたします。そ

れでは、こども未来課に関わる案件を議題といたします。議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町

一般会計補正予算（第 8 号）子ども未来課に関わる案件につきまして審査を行います。細

部説明をお願いいたします。課長 
○北條子ども未来課長 議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般会計補正予算（第 8 号）のう

ち子ども未来課に関わる部分について担当の係長からご説明をさせていただきますのでよ

ろしくお願いいたします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 補正予算につきましてご説明させていただきます。まず、歳出の

方から説明いたします。 
補正予算書 27 ページをお開き下さい。3 款 民生費に係る子ども未来課に係るものにな

ります。27 ページの中ほどから下になりますけれど、児童福祉費の内、0370 児童福祉総

務費でございます。補正を 280 万円お願いするものでございます。こちらですが、償還金

利子割引料となります。過年度国庫支出金返還金の増としまして 280 万円をお願いするも

のでございます。こちらですが、平成 28 年度の子ども子育て支援交付金が実績報告に伴い

国に返還金が生じたものでございます。こちらの内訳ですけれど、子ども子育て支援金の

内、学童クラブに係る部分がおよそ 195 万 4,000 円となっております。その他支援センタ

ー、子育て支援関係部分が 84 万 6,000 円の返還金となっております。 
続きまして 11需用費でございます。こちらが 152万円補正をお願いするものでございます。

こちら 05 の光熱水費ですけれども、沢保育園の建設に伴い規模が拡大したために電気料の

利用料が増え、また契約も変更となりましたので 67 万円の増をお願いするものでございま

す。 
続いて 07 賄材料費でございます。こちらは秋から冬にかけての気候により、野菜や果物

の価格高騰により 85 万円の増をお願いするものでございます。 
おめくりいただきまして 28 ページの上、委託料こちらが保育園広域入所事業委託料 500 万

円減としております。こちらは他市町村の保育園へ箕輪町のお子さんが広域を依頼する時
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に委託するものですが、29 年度は他市町村の保育園に入所希望するお子さんが少なかった

ために（聴取不能）の減とさせていただいております。 
○小林こども相談室係長 続きまして、05 目発達支援費の 0396 子ども・子育て支援事業

費になります。01 報酬ですが 224 万 4,000 円の減でお願いしております。非常勤職員の報

酬になりますが、教育相談員 1 名減による減でございます。2 名対応を予定しておりました

が、確保が出来なかったため 1 名対応となりました。大変苦慮いたしましたが虐待関係で

学校とのネットワークが非常に重要となっております。また、共済費、費用弁償につきま

しては、教育相談員 1 名減によるものになっております。 
○前島子育て支援係長 続きまして、子ども・子育て支援事業費の負担金の部分でござい

ますが、こちら病児・病後児保育事業運営負担金 40万円を増とさせていただいております。

こちらは 2 月に開所になりました伊那中央病院の敷地内に開所になりました、病児・病後

児保育「アルプス」の運営費負担金の分として 40万円の増をお願いするものでございます。 
○福島子育て支援担当係長 続きまして、0398 児童発達支援事業費に関してであります。

こちらは、子ども発達事業所「若草園」の利用者増に伴いまして、給付費が増えます。そ

れに伴いまして財源の組み替えをお願いするものでございます。こちらに関しては、歳入

のところで説明させていただきます。以上です。 
○前島子育て支援係長 それでは歳入につきまして説明をさせていただきます。13 ページ

をお開きください。14 款分担金及び負担金でございます。中ほど上になりますが、02 項

03 目民生費負担金になります。こちらが、399 万円の増となってございます。内訳ですけ

れども、保育園運営費負担金特別保育分としまして、長時間保育・一時預かり保育の利用

が増ということで利用料 120 万円を計上させていただいております。それから、広域入所

負担金分としましてこちらは他の市町村のお子さんを箕輪町の保育園でお預かりした場合

の負担金になりますけれども、こちらが 89 万円増とさせていただいております。先ほど説

明がありましたけれども、児童発達支援事業費負担金ということで国保連の方から入るも

のですけれど、こちら 190 万円の増となってございます。また、14 ページ中ほどになりま

すけれども、国庫支出金の内民生費国庫補助金に係る部分でございます。こちらが 75 万

9,000 円の減となってございますが、こちらは子ども・子育て支援事業補助金の内、先ほど

の教育相談員の 1 名減に伴いまして申請額が減になりますので 75 万 9,000 円の減とさせて

いただいております。次のページ 15 ページになりますが、同じく県支出金の内 03 民生費

県補助金でございます。こちらも同じでございますが、子ども・子育て支援事業補助金の

内教育相談員の人件費に係る部分が減になりますので 75 万 9,000 円の減となってございま

す。 
更におめくりいただきまして 20 ページでございます。22 款諸収入でございます。雑入の

内、雇用保険料本人負担分ということで先ほどの教育相談員の雇用保険料本人負担分を

8,000 円減とさせていただいております。以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので質疑を行います。質疑
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ございませんか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 27 ページのところにあります光熱水費ですが、新電力による移行

が増の中に入っているのですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 こちらのほうですけれど沢保育園につきましては 1 年経っていな

いという事で新電力には移行できておりませんので、これは一般的な光熱水費だと思いま

す。 
○１０番 小出嶋委員 他の保育園はないですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 他の保育園ですけれど、来年度から松島ですとか東みのわ等を新

電力に移行させる予定でございます。 
○１０番 小出嶋委員 他の施設は、みんな今年の 3 月の幾日からの分までは、今年払わ

なければならなくなり予算の増が出てきたが、保育園は関係がないですか。3 月 15 日から

3 月 31 日の分は、普通は 4 月に払えば良くて来年度の予算に盛れば良かったが、今度新電

力に移行するために 3 月 15 日から 3 月 31 日までは旧年度で払わなければいけないという

補正が出てきたのですが。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 そちらの部分も含んでいます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして、討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め、議案第 4 号 平成 29 年度箕輪町一般

会計補正予算（第 8 号）子ども未来課に関わる案件について、原案のとおり可決すること

にご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、可決すべきものと決しましたので

本会議でその旨をご報告させていただきます。 
 続きまして議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計予算子ども未来課に係わる案件に

ついてを議題といたします。細部説明をお願いいたします課長 
○北條子ども未来課長 それでは議案第 25 号 平成 30 年度箕輪町一般会計補正予算のう

ち子ども未来課に係わる部分について担当の係長からご説明をさせていただきます。歳出

からご説明をさせていただきます。また、主要事業の概要等の調査等も合わせてご覧いた

だきながらご説明させていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 30 年度予算に関する説明書のうち 79 ページ、歳出の部分からご説
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明させていただきます。また主要事業の概要等調書では 17 ページからが子ども未来課に係

る部分でございます。それでは 03 款 民生費のうち 79 ページの下段になりますけれども

02 項 0370 の児童福祉総務費をご覧ください。30 年度 9,379 万 9,000 円を計上してござい

ます。こちらは主に子ども未来課で実施する事業に係る経費となってございます。主な内

容としましは非常勤職員の報酬、正規職員の人件費となってございます。またページおめ

くりいただきまして今年度に引き続きまして子育て応援誕生お祝い事業ということで、出

産祝い金それからありがとうギフトを引き続き実施させていただく予定でおります。それ

から 13の委託料でございますが子育て情報アプリ保守委託料としまして子育てアプリみの

むしを 30 年度も引き続き運営していく予定でございます。負担金及び補助金でございます

が、施設給付費負担金ということでこちらは他市町村の認定こども園へ通われる箕輪町の

お子さんに対する給付費となっております。その下の幼稚園奨励費補助金ですがこちらも

箕輪町のお子さんか利用する幼稚園への給付費補助金というふうになってございます。続

きまして 0371 児童手当費でございます。こちらが 4 億 3,098 万 1,000 円を計上してござい

ます。こちらは子どもを養育する養育者に給付する手当となってございます。こちらにつ

きましては国から 3 分の 2、県から 6 分の 1 の負担金がございまして町の負担が 6 分の 1
というふうになってございます。 
 続きまして 0372 子育て支援センター事業費でございます。こちらが 2,156 万 7,000 円を

計上してございます。こちらはいろはポケット、みのわ～れの運営に掛かる経費を計上し

てございますが、地域の子育て支援拠点としてこの二つの施設を 30 年度も運用をしてまい

りたいと思います。81 ページの中ほどになりますけれども報償費、子育てイベントという

ことで親子の交流や母親のリフレッシュ、それから遊びの紹介等子育て支援となる講座を

来年度も開催していく予定です。また下段になりますけれども、負担金、補助及び交付金

ということでこちらは地域の子育てサークルの各団体に補助金を交付しておりますけれど

も、そちらも 30 年度引き続き実施をしていきたいと考えております。 
 続きまして 0376 運動あそび推進事業費でございます。こちらが 171 万円ということで計

上してございます。こちらは運動あそびを行う運動保育士に対する謝礼が主なものとなっ

てございますが、各保育園を運動保育士が巡回いたしまして子どもたちの基礎的な運動能

力の向上、それから体を動かすことが好きな子どもを増やすこと、またケガの予防を目的

としまして実施するものでございます。ページをおめくりいただきまして 82 ページ上段に

なります。0377 読育推進事業費、こちらが 125 万 8,000 円を計上してございます。こちら

も絵本に触れることで豊かな心やコミュニケーション力を育むためにこちらの事業を実施

いたします。主なものとしましては 7 カ月、2 歳、卒園児にお子さんに本をプレゼントする

みのわっ子絵本プレゼント事業、それから保育園で園児が気軽に本に触れ合える機会を提

供するために絵本図書の充実を図る、そういったものが主なものとなってございます。 
 続きまして 0380 保育園運営費でございます。こちらが 7 億 3,475 万 3,000 円を計上して

ございます。主なものとしましては保育園の運営に係る部分でございますけれども、非常
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勤保育士の人件費、それから正規保育士の人件費となっております。また保育園では子ど

もの五感を刺激する事業、それから山保育など各保育園で特色ある保育を実施するために

いきいき保育創出事業ということで各保育園で実施しておりますけれども、そちらに事業

実施に係わる報償費、謝礼ですとか消耗品等の予算を計上してございます。また来年度は

一時預かり保育の現在 8 園で実施しておりますけれども、30 年度は沢と子育て支援センタ

ーにそちらの実施を集約いたしまして担当保育士を専門におき、より利用者のニーズに応

えられる体制を整えていきたいと思いますので、そちらの関係の需用費も含まれてござい

ます。それから 83 ページの委託料のところでございますけれども、第三者評価委託料とい

うことで今年度もう 2 園、木下北保育園、南保育園で実施しましたが来年度は 3 園の保育

園でこちらの第三者評価を実施する予定でございますので 105 万円ということで計上させ

ていただいております。おめくりいただきまして 84 ページでございます。 
○三井保育園施設係長 それでは私の方から0381保育園施設整備費からご説明をさせてい

ただきます。予算額 2,162 万 6,000 円、こちらの事業費ですけども主には各保育園の施設

整備にかかわるものでございます。すみません、主な事業につきましては主要事業の概要

の 17 ページをご覧いただきまして、来年度になりますが保育園施設整備事業ということで

空調の設備の整備を行います。こちら松島保育園にエアコンを設置するのものでございま

す。工事費の方を 1,000 万計上してございます。あと屋外遊具整備事業ということで 300
万計上してございます。続きまして 04 児童福祉施設建設費のうち保育園建設費、こちらご

ざいますが予算額が 7,560 万 9,000 円となってございます。こちら主なものにつきまして

は主要事業の概要の 18ページをご覧いただきまして木下保育園の建設事業にかかわります

土地購入費 7,200 万と建設用地の補償料ということで 320 万計上してございます。私の方

からは以上でございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 続きまして 85 ページです。0396 子ども・子育て支援事業費でご

ざいます。こちら 3,069 万 6,000 円を計上してございます。主なものとしましては教育相

談員の人件費となってございます。また下段の方になりますが委託料としまして病児・病

後児保育室いちごハウス等の委託料ですとか子育て短期入所生活援助委託料ということで

お子さんの短期入所や緊急一時保護のための（聴取不能）の里への委託料として計上して

ございます。養育支援訪問事業の委託料としまして、こちらは育児家事援助としまして社

協さんと上伊那生協病院さんへ（聴取不能）委託をして実施する予定でございます。また

19 節の負担金、補助及び交付金でございますが、こちらは伊那中央病院で実施する病後児

保育室あるぷすの利用負担金の分となってございます。 
○小林こども相談室担当係長 おめくりいただきまして 86 ページをお願いします。0397
の相談支援事業費になります。障がい児のよりよい育ちのために課題への対応についての

相談や必要な療育、また福祉サービスについての提案をし必要に応じて障がい児支援利用

計画を立てる事業になってございます。こちらの方は 12 万 8,000 円の計上でございます。 
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○福島子育て支援担当係長 0398 児童発達支援事業であります。こちら子ども発達支援事

業所若草園の予算になりますが、2,207 万 5,000 円の予算を盛っております。こちらは職員

の報酬、非常勤、正規含めましての報酬、それと若草園の運営費含める予算となっており

ます。今年は施設遊具点検料ということで若草園（聴取不能）遊具等もありますのでそち

らの施設点検を入れたりとか、あと清掃委託ということで高窓の方のブラインドカーテン

等もありますがそちらの清掃業を多く盛っております。 
○前島子育て支援係長 続きまして歳入につきましてご説明をさせていただきたいと思い

ます。予算書の 14 ページをお開きください。14 款 分担金及び負担金でございます。こち

らの一番下の下段になりますけれども民生費負担金 1 億 9,944 万 4,000 円のうち子ども未

来課に係る部分ですけれども 02 節 児童福祉費負担金でございます。こちらが 1 億 9,888
万 4,000 円でございます。主なものとしまして保育園利用者の負担金、広域入所者の負担

金、それから病児・病後児保育利用負担金、こちらは辰野町、南箕輪村、伊那市さんの利

用者の方が利用した場合に市町村から振り込まれる負担分になります。主なものとしまし

てはそちらの負担金、それから相談支援事業負担金、児童発達支援事業負担金ということ

で国民健康保険連合会から入る負担金となってございます。 
 ページおめくりいただきまして 19 ページになります。16 款の国庫支出金のうち 01、03
目 民生費国庫負担金でございます。こちら 4 億 8,571 万 3,000 円のうち保育園運営費負

担金でございますが、こちらの子どものための教育・保育給付費負担金でございますがこ

ちらは認定こども園を利用したお子さんについて国から 7 割圧縮した分について国から 4
分の 1、県から 2 分の 1、それから 3 割分につきまして 1 号認定という幼稚園を主に利用す

るお子さんについての給付費に対して 2 分の 1 がまた県から支給されるものでございます。

03 節の児童手当費負担金でございますが、こちらも児童手当を支給した部分につきまして

国から 3 分の 2 負担金ということで入るものでございます。同じページの下段になります

けれども、民生費国庫補助金でございます。こちらが 1,201 万 1,000 円でございますが子

ども子育て支援事業補助金となりまして主なものは子育て支援センター事業費ですとか子

ども子育てに関する支援事業費に対しまして国から 3 分の 1 補助金が出るものでございま

す。その下の子ども子育て支援体制整備補助金でございますが、こちらは保育園の産休保

育士の代替職員の賃金の部分につきまして国から 2 分の 1 支給になるものでございます。

おめくりいただきまして 22 ページでございます。17 款 県支出金のうち民生費県負担金と

しまして 1 億 5,764 万 5,000 円を計上してございます。こちらが先ほどもございましたが

子どものための教育・保育給付費県負担金としまして認定こども園に通うお子さんについ

ての給付費負担金でございます。その下の児童手当県負担金、こちらも児童手当の支給額

に対する県からの負担金でございます。 
 次のページ、23 ページの中ほどでございます。児童福祉費補助金としまして 1,565 万

4,000 円計上してございます。こちらですが子育て支援総合助成金、こちらが保育士の研修

に対してその費用に対して県から 2 分の 1 助成があるものでございます。それから子ども
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子育て支援事業補助金でございますが、こちらも先ほど説明をしました子育て支援センタ

ーの事業費、それから養育支援訪問ですとか赤ちゃん訪問等の子ども子育て支援事業に対

して県から 3 分の 1 補助が出るものでございます。その下にあります多子世帯保育料減免

補助金ですけれどもこちらが保育園に通う第三子以上のお子さんに対して減免の措置をし

ておりますが、この減免分に対して県から 2 分 1 補助が出るものでございます。またおめ

くりいただきまして 30 ページになります。20 款の繰入金でございます。下段になりますが

ふるさと応援基金繰入金のところですが、このうち保育園運営費の方に 100 万円、それか

ら保育園施設整備の方に 1,000 万円ということで繰入金の方を計上させていただいており

ます。続きまして 33 ページ、22 款の諸収入でございます。こちらも一番下の雑入のうち一

番下になりますが、保育園職員給食費負担金としまして、こちらは保育園の職員が給食を

食べた場合の個人負担になりますけれども 771 万 1,000 円ということで計上してございま

す。おめくりいただきまして 34ページの中ほどになりますが雇用保険料本人負担分のうち、

中ほどの 0372 子育て支援センター事業費で保育園を運営費、子ども・子育て支援事業費、

児童発達支援事業費、こちらは非常勤職員の雇用保険料本人負担分ということで計上して

ございます。おめくりいただきまして 36 ページ、諸収入になりますが下段になりますが下

から 2 番目若草園の利用者給食代ということで、若草園の利用する親子のお子さんにも給

食を提供してございますが、そちらは実費負担ということでお願いしておりますのでそち

らが 24 万円。それからその下、土曜保育の場合もおやつ代は実費でいただいておりますの

でそちらに 14 万 4,000 円、それから次のページの一番先頭になりますけれども、東みのわ

保育園太陽光発電電力販売代ということでこちら沢保育園も太陽光設置しておりますので、

沢保育園の分も含まれてくるかと思いますが 70 万円ということで計上してございます。そ

れからその下になります証明書発行手数料ですが、保育園の利用や児童手当資金について

証明を発行しておりますそちらの手数料ということで 6,000 円、それから園児用名札代と

いうことで名札を壊されたり失くした場合お子さんにつきましては、二つ目からは実費で

いただいておりますのでそちらを 2,000 円ということで計上してございます。 
○三井保育園施設係長 39 ページをご覧ください。23 款 町債のうち 03 民生債、こちら

保育園建設事業債ということで 6,010 万計上してございます。こちら木下保育園建設事業

の用地取得、用地補償料に掛かる起債でございます。予算説明については以上でございま

す。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 細部説明をいただきましたので質疑を行います。質疑

ございますか。松本委員 
○１１番 松本委員 80 ページの出産祝い金のありがとうギフトのことですが、細かく分

かりましたら説明をお願いします。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 出産祝い金につきましては、箕輪町で生まれたお子さんにつきま

して、お一人 2 万円の支給額で出産祝い金を支給させていただいております。ありがとう
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ギフトにつきましては、生まれたお子さんにつきまして 4 ヶ月健診の際にギフトのカタロ

グのカードセットを一人ずつ支給をさせていただいております。1 件 3,600 円位のものを購

入してプレゼントしております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。小出嶋委員 
○１０番 小出嶋委員 補正でも出てきましたけれど、教育相談員は、また二人体制で出

来るのかということと、認定こども園に通っている子どもはどのくらいいるのですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○小林こども相談室係長 教育相談員につきましては、平成 30 年度分は二人体制でいける

予定になってございます。 
○１０番 小出嶋委員 見つかりそうですか。 
○小林こども相談室係長 確保できそうです。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○前島子育て支援係長 認定こども園につきましては、30 年度は申請が出ているのが 9 名

のお子さんが認定こども園を利用するということで申請をいただいております。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがでしょうか。大槻委員 
○２番 大槻委員 木下保育園の建設購入代が入っていますが、これは予定どおりの土地

の広さが入っているという事ですか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 係長 
○三井保育園施設係長 議員さんのご質問にありますとおり、予定どおりの土地の広さに

なってございます。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはいかがですか。唐澤委員 
○９番 唐澤千洋委員 保育園関係の臨時職員等への対応ということで、予定どおり確保

できているのかどうか、そのことが一点。それからいろいろ事業を進めるについて、外部

からの専門職あるいは業務委託等の仕事というか事業があると思うんですけれど、その辺

今小出嶋委員の質問もありましたけれど、全般的に足りているのかどうか。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 課長 
○北條子ども未来課長 保育士の確保につきましては、4 月当初に関しては今のところ確保

できておりますが、8 月から少しずつ足りなくなっていくということで今も人員確保を進め

ているところでございます。それから、外務専門職につきましては確保が出来ているとい

う状況でございます。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にいかがですか。一つお願いします。信州山保育の

登録を上古田保育園から始めて、あと南小河内でしたか…今後その他の保育園で広げる予

定はございますか。課長 
○北條子ども未来課長 現在、山保育の認定を受けている保育園は、上古田保育園、長田

保育園、東みのわ保育園の 3 園になっております。今のところ 3 園でやっていこうと考え

ております。 
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○４番 釜屋福祉文教常任委員長 経過は順調にやっておりますでしょうか。 
○北條子ども未来課長 順調に進んでおりまして、外でよく遊ぶことを中心にしておりま

すし、長田はながた自然公園を使わせていただいて子どもたちが遊んでおります。東みの

わの方は、上の原等へも散歩に行かせていただいている状況です。上古田につきましては、

地域の皆様のご協力をいただいて、いろいろ自然に親しむことをさせていただいておりま

す。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 その他にはいかがですか。一つよろしいですか。子育

て支援センターの「いろはぽけっと」、イオン内にある、トイレやおむつ替えの意見が少し

出たことがあったんですが、その対応をしていただいたということですけれど、現状どん

なふうですか。係長 
○前島子育て支援係長 「みのわ～れ」につきましては、隣でカフェで飲食もあるという

ことで、その場所でのおむつ替えはご遠慮いただいていますが、上のお子さんがいるお母

様については、支援員の方で上のお子さんを見ている間にイオンのトイレに設置してある

おむつ替え施設で利用いただけるように配慮させていただいております。以上です。 
○４番 釜屋福祉文教常任委員長 他にはございませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 それでは質疑終わりまして、討論ありませんか。 
（「なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 討論なしと認め採決を行います。議案第 25 号 平成 30
年度箕輪町一般会計予算、子ども未来課に関わる案件につきまして、原案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 
（「異議なし」の声あり） 

○４番 釜屋福祉文教常任委員長 ご異議なしと認め、可決すべきものと決しましたので

その旨本会議でご報告させていただきます。以上で終わります。 
【子ども未来課 終了】 

 
 

午前 11 時 05 分 閉会 


